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さいたま市 



＜はじめに＞ 

さいたま市では、市民が食育を通して、心と身体の健康を培い、豊かな人間性、自然への感謝の気持ちを育むことを目指して、「第３次さいたま

市食育推進計画」に基づき食育を推進しています。令和４年度は、“「食文化や地の物を伝え合い」食べる”を重点目標とし、市民・民間団体・事業

者・関係機関・行政等が、連携の強化を図りながら、食育を推進しました。 

本冊子は、さいたま市における食育の取組の進行状況の確認、評価を行い、効果的な食育の推進を検討するため、令和４年度の「さいたま市健

康づくり・食育推進協議会」及び「さいたま市さいたま市健康づくり推進会議」において取りまとめた資料をもとに作成しました。市民一人ひとりが、生

きていく上で欠かせない大切な“食”について、正しい知識をもち、考え、実践し、伝えていけるよう、さいたま市の食育を推進していくための資料とし

て、ご活用ください。 

＜冊子の見方＞ 
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（人間総合科学大学） 様式１

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

新型コロナウイルス感染症の影響

なし

　取組の成果

地域で食育に興味を持つ方から問い合わせがあった。

　事業の対象者

地域住民、食育に興味を持つ方

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

人間総合科学大学

　取組の内容

生涯学習公開講座のひとつとして、身近な食育の実践について理解を促すためにテーマとして設定した。
本講座は大学YouTubeにて期間限定公開にて実施した。
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身近な食育実践について興味を持ってもらう
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三食しっかり いっしょに楽しく 確かな目をもって まごころに感謝 食文化や地の物

令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま市私立保育園協会） 様式１

　事業名 重点目標 ４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

・コロナ禍が３年目となり、ハイブリット形式での講習会を開催している。学びたいと思う職員が多く、いずれの
講習会へも多くの方にご参加いただくことができた。さいたま市保育課との共同開催も非常に有難い。
・幼少期における食事の在り方が後の食生活に大きな影響を与えるため、「食事は楽しく食べる」「一日3食しっ
かり食べる」「朝食の重要性」について、保護者への支援も欠かせない。様々なご家庭に合わせた支援方法で
行うことができた。
・新型コロナウイルスの感染拡大が収束した際は、地場産物を使い、伝統食や行事食の調理講習会を開催し
たい。

　事業の対象者

さいたま市認可保育所　栄養士・調理師・保育士　等

　取組の成果

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市保育課

　取組の内容

　

あり：新型コロナウイルスの感染拡大により調理講習会が開催できない状況が続いています。

ハイブリット形式で開催。
（現地参加者は「子ども家庭総合センター」、オンラインでの参加者は施設においてZoomで参加する。）
※開催時間は各施設の職員が参加しやすい午後２時００分から午後4時３０分までとした。

　
分
野
別
の
目
標

「離乳食について」「食物アレルギーについて」
ハイブリット形式での講習会の開催

・保育所において正しい離乳食の進め方について
学ぶ。
・食具の正しい選び方や、一日３食しっかり食べる
こと、朝食の重要性について学び、保護者支援へ
も繋げていく。
・食物アレルギーについての正しい知識を習得し、
個々に合わせて対応を行い、保護者支援へも繋
げていく。

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（浦和スポーツクラブ） 様式１

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

５　積極的な身体活動と運動習慣の形成

　事業の目標 ６　睡眠と休養の確保、ストレスの解消

単年度事業・継続事業

継続事業

2017年度に開始した事業であるが、毎年測定会に参加してくださる方もおり、運動能力測定や相談会は、健康
づくりの啓発に役立っていると感じる。
8月28日には、午前中まで大雨であったが、約400名の参加があった。

　事業の対象者

主に市内在住の子どもから高齢者まで

　取組の成果

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

浦和駒場体育館、浦和区スポーツ振興会、浦和東部地区元気アップネットワーク、ＮＰＯ親子体操連盟、駒場ソフトバ
レー、日本空手協会東浦和支部、さいたま市ディスコン協会ディスコンさいたま、ＮＰＯ法人Ｒｅｍｉｎｄ、福岡整形外科、さい
たま市トランポリン協会、よこかわ出張専門治療いきいきリハビリサロン旭ヶ丘、埼玉県年金委員会、埼玉Ｔ.Ｗｉｎｇｓ（ブラ
インドサッカークラブ）

　取組の内容

新型コロナウイルス感染症の影響

コロナ前に実施していた時に比べて高齢者の参加割合が減少（必ずしもコロナの影響かは不明）

日時：令和４年８月２８日　１０時～１７時　（令和５年１月１５日にも今年度第2回目を開催）
場所：浦和駒場体育館
内容：
　１）測定会　　身長・体組成・握力・立ち座り・５ｍ歩行・片足立ち・前屈（柔軟性）
　２）相談会　　健康（運動やライフスタイル）／健康運動指導士が対応
　　　　　　　　　栄養・食事／管理栄養士が対応
　　　　　　　　　お薬／薬局の薬剤師が対応
　　　　　　　　　口腔ケア／保健士等が対応
　　　　　　　　　怪我や体力低下、産後からのリハビリ／理学療法士等が対応
　　　　　　　　　年金／年金相談員が対応
　３）スポーツ体験
　　　ブラインドサッカー、ウォーキングサッカー、親子大運動会、トランポリン、ソフトバレー
　　　スポンジテニス、スポーツ鬼ごっこ、ディスコン、ボッチャ、空手、けん玉
　　　健康体操、マッサージ、ヨガ、ピラティス、新体操　　　など
その他
　・スタンプラリー：地域の事業者などからいただいた景品を揃えてスタンプラリーを取り入れ複数体験を促進
　・広報：駒場体育館を中心に約2万世帯にチラシをポスティング

　
分
野
別
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目
標

みんなのスポーツ・健康フェア

健康づくりに自ら取り組む住民を増やして元気な
地域にすることを目指う

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（浦和スポーツクラブ） 様式１

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

５　積極的な身体活動と運動習慣の形成

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

新型コロナウイルス感染症の影響

　特になし

　取組の成果

　クラブ主催のイベントや、元気アップサロン、みんなの学校などの参加者が増えており、取組みの認知の向
上につながっている

　事業の対象者

地域住民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

浦和東部地域元気アップネットワーク、スマイルハウス浦和、管理栄養士

　取組の内容

発行頻度：毎月１回　月末
発行部数：１１００部
仕様：Ａ３両面カラー
内容；
　浦和スポーツクラブが行っているスポーツや運動プログラムのお知らせ
　運動と健康、健康寿命延伸などに関する情報
　管理栄養士による健康ワンポイントアドバイス
　元気アップサロンの予定と開催結果の様子
　みんなの学校プロジェクトのお知らせ、開催状況
配布先
　クラブ会員、周辺公共施設（公民館や体育館など）、協力事業所、元気アップサロン参加者

　
分
野
別
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目
標

月刊うらすぽの発行
Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

スポーツ・運動などをとおした健康・交流を促進するた
め、関連する情報を地域の方々に伝える
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（埼玉県栄養士会） 様式１

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

５　積極的な身体活動と運動習慣の形成

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

新型コロナウイルス感染症の影響

着席位置や換気について配慮し、参加者名簿を作成し、参加者の検温と手指消毒の徹底を図る。

　取組の成果

参加人数は5～15名程度
毎月参加されている方もいらっしゃる。サロン的な役割も果たしている。

　事業の対象者

さいたま市民及び埼玉県民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

埼玉県栄養士会独自

　取組の内容

　浦和区を中心に開催（栄養士会の事務局を会場とするため）
　食事（栄養）の重要性を知ってもらいながら、身近なところで栄養相談などを
　気軽に聞ける場所を提供している。

　・栄養に関する講話30分程度
　・無料栄養相談
　・骨密度測定　など
　
各回テーマ 　　　4月【認知症を予防しよう(楽しく脳トレ）】
   （予定含む） 　 6月【食べて元気にフレイル予防】
　                 　 7月【健康のため水を飲もう】
                  　  8月　栄養の日イベント(骨密度測定、講話　他)
              　　 　 9月【災害に備えて】
                 　 10月【血糖値が気になる方へ】
　　　　　　　　　　11月【むせや飲み込みが気になる方へ】
               　   12月【おいしく減塩】
　　　　　　　　　　2月【運動と食事　筋力アップ!】
                　  3月【骨粗しょう症を予防しよう!】

　
分
野
別
の
目
標

市民健康栄養講座
Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

科学的な根拠に基づく食と栄養の指導や支援を
通じて、県民の公衆衛生の向上に寄与する
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三食しっかり いっしょに楽しく 確かな目をもって まごころに感謝 食文化や地の物

令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま商工会議所） 様式１

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

６　睡眠と休養の確保、ストレスの解消

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

（１）生活習慣改善・定着プロジェクト
（２）会員事業所向け健康診断等の実施
（３）ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ検定試験の実施

（１）①減塩・適塩の重要性を周知する、②医療現
場のニーズを汲んだ製品開発～販売を行う
（２）会員事業所従業員等の健康増進に寄与する
（３）働く人たちの心の不調の未然防止と活力ある
職場づくりへの貢献を目指す

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

（１）生活習慣改善・定着プロジェクト
　　①商品開発について、産経新聞、毎日新聞などのメディアで取り上げられた
　　②製品開発について、上市した案件が出ている。第２号案件に向けて動いている
（２）会員向け健康診断等の実施　（①の数値は３年度事業のもの、カッコ内は２年度との比較）
　　①健康診断は285事業所（+18事業所）、1,555名（+27名）が受診した
　　②ストレスチェックサービスは6事業所294名に活用していただいた
（３）メンタルヘルス・マネジメント検定試験の実施（カッコ内は前年度との比較）
　　①４年３月の申込者数は1,565名（+184名）、４年11月は2,084名（+487名）であった

　事業の対象者

市民、会員事業所および従業員

　取組の成果

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

（１）さいたま市保健福祉局、（一社）適塩・血圧対策推進協会、協定締結先の大学、会員事業所等
（２）浦和医師会、大宮シティクリニック、レインボークリニック、川口総合病院
（３）大阪商工会議所

　取組の内容

新型コロナウイルス感染症の影響

　・各種事業の打合せについて、引き続きオンラインでも対応している
　・健診事業については受付時間の指定、厳守を受診者に依頼している

（１）生活習慣改善・定着プロジェクト
　①「ナト・カリ調味料」を使用した共同商品開発
　　・会員事業所４店舗と人間総合科学大学の共同により適塩商品等を
　　　開発、期間限定で販売した。今夏から３店舗が同大学と共同商品
　　　開発を行っている。２月の販売を目指している
　　・適塩の普及啓発を目的に「筆記具の配布（写真上）」「webでの適塩
　　　取扱店の紹介（写真中・下）」をそれぞれ行った
　②その他
　　・市内ものづくり企業と大学の医療系学部との製品開発支援を行っている

（２）会員事業所向け健康診断等の実施
　　①指定機関で一般定期健康診断、生活習慣病健診、人間ドック、PET健診を受診できる
　  ②労働安全衛生法に対応したストレスチェックサービスを提供している

（３）メンタルヘルス・マネジメント検定試験の実施
　　毎年、３月と１１月に試験を実施している。試験に向けた対策講座も開講している

（４）健康経営に関する啓発活動
　　当会議所として健康経営優良法人の認定を受けた。また健康経営に関するセミナーの後援等を行っている
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま市食生活改善推進員協議会） 様式１

　事業名 重点目標
２　循環器疾患・糖尿病の予防と早期発見・早期
治療の推進

３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

コロナ対策、緩和策対応の公民館において「3蜜回避の厳守」出入口の窓を開放し、人数、時間制限、マスク
着用、手指消毒、黙食と感染予防対策を厳守し一部事業を再開しました。
新型コロナウイルス感染予防、生活習慣病予防に対応し、バランスガイドに沿って主食、主菜、副菜を基本に
多様な食品を組み合わせ、３食しっかり食べましょうと地域市民、会員に伝えることができ、食を通し健康づくり
の大切さの理解を深めてもらいました。

　事業の対象者

会員、市民（学童から高齢者）

　取組の成果

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

さいたま市保健所地域保健支援課、さいたま市保健福祉局、各区保健センター、各区公民館

　取組の内容

新型コロナウイルス感染症の影響

人数、時間の厳格な制限に従って従来通り2部制の事業を実施
施設によっては使用可能になり、限定的ですが事業を再開しつつあります。

（１）「歯と口の健康」健康寿命は日々のお口の健康からと、歯科医師　佐伯真弓先生の講義、健康寿命と
8020運動は相関関係にあって、フレイル予防と同時にオーラルフレイル予防対策も大切と、多種多様な口腔
ケアの方法を受講。また、新型コロナウイルス感染対応の一つとして、免疫機能を整えるには、栄養、食生活
がポイントと身体活動（運動）が大切と伝えました。親子の食育、生活習慣病予防（高血圧予防、糖尿病予防、
骨粗しょう症予防）、行事食、SDGｓについてのレシピ説明と講義を会員に伝達できました。

（２）米料理教室では米の消費拡大を推進、地産地消として、地元でとれた「彩のかがやき」を使い、地域市民
と身近なお米で多様な米料理ができることを伝えました。夏休み子どもクッキングでは子どもでも手軽にできる
メニューとおやつ作りなどと○×式食育クイズなどで、作る楽しさ、知る喜びを伝えられました。高血圧予防教
室では減塩料理を実施。わかば学級では地域の高齢者対象の会食会、低栄養予防に「三食しっかり食べま
しょう」「ロコトレで筋力をつけましょう」と伝え、南瓜スープとデザートを試食してもらいました。

（３）生活習慣病予防教室（（高血圧予防2件、骨粗しょう症予防2件、免疫力アップ1件）
骨粗しょう症予防では野菜たっぷりと乳製品でカルシウムアップをと身近な食材で、メニューが増え無駄なく使
い切ることが勉強になったとの感想をいただきました。本日の簡単レシピの一人当たりのカルシウム摂取量は
436ｍｇと伝えました。

　
分
野
別
の
目
標

（１）10区合同リーダー研修会、リーダー研修会、
グループ伝達講習会
（２）委託事業（日本食生活協会、県、各区公民館）
（３）食育推進事業

健全な食生活や生活環境の定着を図るために、
地域において、食育活動の輪を広げて行く。

Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康

づくり

Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得
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三食しっかり いっしょに楽しく 確かな目をもって まごころに感謝 食文化や地の物

令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（さいたま市歯科医師会） 様式１

　事業名 重点目標 ３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

　
分
野
別
の
目
標

健口づくり交流会 Ⅱ　地域の環
境や社会資源
を活用した健康
づくり

高齢者にお口の健康に興味を持ってもらうこと。

お口の健康について興味を持っていただけた。

　新型コロナウイルス感染症の影響

参加者と歯科医師等の交流は中止

　取組の成果

　事業の対象者

健口教室の参加者

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

（公社）埼玉県歯科衛生士会、（公社）埼玉県栄養士会

　取組の内容

・お口の健康体操などを実際に行い、覚えて帰り自宅でも行うように指導。

・お口の健康について歯科医師、歯科衛生士の講話、栄養について栄養士の講話。
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令和４年度　ヘルスプラン２１（第２次）に関する事業の取組事例（大宮歯科医師会） 様式１

　事業名 重点目標 ３　生涯を通じた歯と口腔の健康の維持・向上

４　１日３食バランスのとれた食生活の推進

　事業の目標

単年度事業・継続事業

継続事業

令和3年度第1回公開市民講座　「いつもでも美味しく食べるために　～身体の健康はお口から～」
令和4年2月24日(木)　実施

・フレイル予防の講話
・マスクを装着したままでもできるお口の体操

毎年継続している事業であり、今後も市民に口腔の健康について啓発を行っていくことが重要だと考えており
ます。

　
分
野
別
の
目
標

公開市民講座 Ⅰ　若い世代か
ら、健康づくりを
意識した生活ス
タイルの獲得

さいたま市民が口腔の健康について学ぶことができる。

　新型コロナウイルス感染症の影響

定員制で実施

　取組の成果

　事業の対象者

さいたま市民

　事業を展開する上で協働した課所、機関、団体

大宮歯科医師会

　取組の内容
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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食育を実践しよ
うプロジェクト

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５つの「食べ
る」の推進
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毎年１０月は朝
ごはんを食べ
よう強化月間
（重点プロジェ
クトの推進）
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各ライフステー
ジにおける食
育の推進
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食の安全・安心
市民講習会の
開催
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食の安全市民
ネットワーク会
議の開催
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Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

さいたま市食育なび　QRコード

さいたま市食育なび　QRコード（食育取組事例集）

食品・医薬
品安全課

対象：市内在住、在
勤、在学中で18歳以
上の方

受講者数：35人

回数：6回

実施日：①令和4年5月18日②令和4年7月12日③令和4年8月31日④令和4年10月27日
⑤令和5年1月12日⑥令和5年3月15日
場所：①②③④大宮区役所⑤コープデリ商品検査センター⑥埼玉会館
内容：①食品の安全性の考え方、さいたま市の食の安全確保対策、 食中毒予防と衛生
管理1、実習②食中毒予防と衛生管理2、食品添加物の役割とその安全性、食品衛生課
の業務（市の食品監視指導）③食中毒予防と衛生管理3、農薬の安全確保のための正し
い農薬の知識、さいたま市の食品等検査業務④食中毒予防と衛生管理4、食品表示規
制、健康食品の不当表示、食肉の安全確保対策⑤施設見学⑥食中毒予防と衛生管理
5、食の安全情報の付き合い方について

26人が受講修了した。
出席率向上及び受講者の幅を広
げるためにハイブリッド形式での
開催を検討する必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：通年
場所：市内
内容：・健康増進課の上記の各取組で、ライフステージに応じた食育の
普及啓発に取り組んだ。
・「さいたま市食事バランスガイド３～５歳児向け」リーフレットを増刷し、
保育施設、幼稚園等へ配布した。
・認可保育所、幼稚園の食育の取組事例をまとめ、「さいたま市乳幼児
期における食育取組事例集」を作成し、各施設へ配布した。また、「さい
たま市食育なび」に掲載した。

認可保育所、幼稚園、認定こども園
へ配布し、食事バランスガイドの活
用を図った。

高齢期を対象とした食育につい
て、関係課と連携した取組を検討
する必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：通年

場所：ウェブサイト
http://www.saitamacity-shokuiku.jp/

内容：食育の基礎知識、学校や保育園の給食レシピ、食品ロス削減、
地産地消、食中毒予防、食育取組事例などの情報を発信した。

アクセス数が増加した

令和２年度　189,552件
↓
令和３年度　245,600件
↓
令和４年度　258,778件

サイトのさらなる周知に努め、より
多くの市民に食に関する情報を届
ける。
また、繰り返しアクセスしていただ
くためには、掲載内容を充実させ
る必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：10月
場所：市内
内容：朝食摂取促進のためリーフレットを作成した。リーフレットは、公立
保育園のすべての児童の保護者へ配布したほか、私立保育園、幼稚
園、認定こども園、市立小・中・高・中等教育・特別支援学校、公共施設
等へ配布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、スマートウエルネスさいたまNEWS等
に朝食摂取に関する啓発記事を掲載した。

リーフレットの配布を公立保育園等
市内公共施設にご協力いただいた
り、啓発記事をスマートウエルネス
さいたまNEWSに掲載したりすること
で、朝食欠食の多い若い世代・働き
盛り世代にアプローチできた。

啓発だけでなく、市民の行動変容
につながるよう、外食・中食等の
事業者と連携した取組を検討する
必要がある。

健康増進課 対象：市内に住所を
有する、または市内
大学に在学する大学
生

実施日：通年
目的：第３次さいたま市食育推進計画に基づき、食育活動の企画・実践
を行う人材を育成し、ライフステージの各段階に応じた食育の普及啓発
を図る。
内容：（１）食育に関する講義やグループワーク。
（２）市が実施する食育関連事業への協力の調整。
（３）大学生による主体的な食育活動の企画・実践の支援。

人間総合科学大学の学生と共に
「食品ロス削減」をテーマに取組ん
だ。10月30日に行われた「食品ロス
削減全国大会（資源循環政策課主
催）」にて作成物を掲示・配布し、市
民に対し啓発を行った。また、市内
公立保育園へ学生が作成したレシ
ピ集を配布した。

今後も継続して学生と共に食育に
ついて検討し、事業を展開していく
必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：食育月間（6月）、食育の日（毎月19日）等 通年
場所：市内
内容：・年度重点目標“「食文化や地の物を伝え合い」食べる”をテーマ
に小学生が描いた絵をデザインしたポスターを作成し、保育施設、教育
機関、公共施設等へ配布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、民間の会報誌等に食育に関する啓
発記事を掲載した。

小・中学生が食育推進に関するポ
スターを描くことは、望ましい食生活
について考える機会となっている。
民間の会報誌等にも啓発記事を掲
載し、食に関する課題の多い若い
世代・働き盛り世代にアプローチで
きた。

啓発だけでなく、市民の行動変容
につながるよう、外食・中食等の
事業者と連携した取組を検討する
必要がある。

食品・医薬
品安全課

対象：食の安全・安
心市民講習会の修
了者

委嘱者数：73人

回数：2回

実施日：①令和4年5月31日②令和4年10月18日
場所：①大宮区役所②食と農の科学館
内容：①情報提供、活動報告、意見交換②施設見学

①23人②8人が参加した。
ネットワーク推進員が活動を継続
しやすくするため、開催方法等を
検討する必要がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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確かな目
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まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）
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対象ライフステージ

実績　（令和４年度）
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催
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催
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食の安全基本
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プラン、食品衛
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ホームページ、
食育なび及び
SNSを利用した
市民への情報
提供
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身近な食品をテーマとして開催
し、参加者から食の安全に対する
理解が深まったとの感想が得られ
たが、60才以上の参加者が8割を
占めており、幅広い年齢層の参加
者を募る方法等を検討する必要
がある。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

【食の安全基本方針アクションプラン】
令和4年度アクションプランを6月に策定した。
令和5年度アクションプラン（素案）の令和5年度目標の作成を行った。

【食品衛生監視指導計画】
令和5年度年度計画（案）について12月1日から12月28日まで意見募集を行っ
た。
御意見を踏まえた上で、3月に計画を策定した。

食の安全委員会、食の安全対策会
議及び意見募集で得られた意見を
反映し、策定することができた。

今後も国や他の自治体の動向を
注視しながら、策定を進めていく。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：令和4年7月～8月

内容：電子媒体を用いた食中毒予防キャンペーン、市報を通じた注意
喚起、市内公立小中学校への啓発、食肉等の処理・販売・提供等を行
う施設や高齢者、若齢者等の抵抗力の弱い者を対象とした食事を提供
する施設の監視指導

電子媒体による啓発を行ったことに
より、情報発信の効率化、活用の自
由度も上昇、紙の削減につながっ
た。

情報を発信するだけではなく、発
信した結果どのような効果が得ら
れたかということも視野に入れて
実施していく必要がある。

食品・医薬
品安全課

対象：制限なし

定員：①50人②100
人

回数：2回

実施日： ①令和4年11月11日②令和5年3月8日
場所：①埼玉会館②浦和コミュニティセンター
内容：①パン産業における製パンと安全・安心への取り組み②食品中
の放射性物質の考え方

①36人②61人が参加した。

食品・医薬
品安全課

【食の安全委員会】
参加者：委員を委嘱され
た方
人数：13人
回数：4回

【食の安全対策会議】
参加者：庁内関係課所長
人数：10人
回数：3回

【食の安全委員会】
実施日：①令和4年5月16日②令和4年8月1日③令和4年11月7日④令和5年1月26日
場所：①④大宮区役所②明治なるほどファクトリー坂戸③浦和コミュニティセンター
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針アクションプランについて、
食品衛生監視指導計画について
【食の安全対策会議】（書面開催）
実施日：①令和4年4月28日②令和4年10月13日③令和5年1月11日
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針アクションプランについて、
食品衛生監視指導計画について

市民の食の安全確保に向けて、食
の安全に関する情報共有や意見交
換を行い、食の安全基本方針アク
ションプランや食品衛生監視指導計
画に反映した。

今後も国や他の自治体の動向を
注視しながら、活発な意見交換を
行い、施策に反映していく。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：令和4年11月～12月

内容：電子媒体を用いた食中毒予防キャンペーン、市報を通じた注意
喚起、市内公立小中学校への啓発、社会福祉施設等を所管する庁内
関係部署への周知

電子媒体による啓発を行ったことに
より、情報発信の効率化、活用の自
由度も上昇、紙の削減につながっ
た。

情報を発信するだけではなく、発
信した結果どのような効果が得ら
れたかということも視野に入れて
実施していく必要がある。

いきいき長
寿推進課

対象：市内在住で、65
歳以上の方

実施回数：区ごとに年２
コース、１コース３日間
開催

参加者：294人

実施日：区ごとに会場及び日時を設定

場所：公民館等

内容：高齢期の栄養や口腔機能、フレイル予防などを、全3回の教室で
学びます。

講師：埼玉県栄養士会等から派遣

栄養士による高齢期の食生活や
オーラルフレイルに関する講義に加
え、食事バランスシートのチェックと
フィードバックを行う個別支援も含め
た教室を実施した。

新型コロナウイルス感染症の影響
により、各会場における定員を制
限しているところではあるが、定員
に満たない会場もあり、引き続き
教室の周知を検討していく。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：随時

内容：食の安全に関するお知らせや、食品衛生監視指導計画に基づく
監視状況等を掲載した。

遅滞なく掲載できた。

今後も継続して情報を掲載してい
く。
ホームページの整理を行う必要が
ある。
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三橋児童セン
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植竹児童セン
ター     「栄養
士による離乳
食講話」
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天沼児童セン
ター
「管理栄養士講
話」
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【本郷児童セン
ター】じゃがい
もほり
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青少年育成
課

対象：離乳食期の乳児
とその保護者
実施回数：1回
参加者数：乳児7人、保
護者7人

実施日：2022年10月17日（月）

場所：三橋児童センター　体育室

内容：離乳食期の食事の与え方、作り方についての講話

講座の時間の半分を講義、半分を
質問にあてたことにより、保護者も
個々に質問することができた。みな
さん、熱心に参加され、うなづいた
り、メモをとったりしていた。アンケー
トでも「参加してよかった」という意見
が多かった。

子どもと一緒に参加する事業なの
で子どもが飽きないよう時間やお
もちゃ、講義の途中で手遊びを入
れるなどの工夫をしたい。

たより、チラシの設置、乳幼児事業（0歳）に合わせ
ての実施、声掛けからか申し込みをされる方が多
かった。（昨年度3組）コロナ禍での実施ということ
で換気等注意しながらリラックスして参加していた
だけるように心掛けた。みなさん真剣に話を聞き、
メモを取っている人もいた。一人ひとりに講師の方
もアドバイスをしてくれ、みなさん安心・納得してい

るようだった。

子育て支援
政策課 単独型子育て支援

センター利用者

実施日：不定期
場所：各子育て支援センター
内容：離乳食教室、ブルーベリー摘み、お芋掘り、里芋堀など各支援セ
ンターで内容を決定し実施

・単独型子育て支援センター１０か
所すべてで、育児相談（食事・栄養
に関する相談を含む）を実施した。
・食への関心を高める体験をする機
会を設けることができた。

畑を持つなど、それぞれの支援セ
ンターの特徴を生かした講座やイ
ベントを引き続き実施する。

子育て支援
政策課 のびのびルーム利

用者

実施日：不定期
場所：各のびのびルーム
内容：食育に関する情報の配布、掲示

例年は離乳食や幼児向けの食育に関
する冊子やチラシの配布、ポスター等の
掲示の依頼があった際に、0～2歳児ま
での親子が利用する「単独型子育て支
援センター」や「のびのびルーム」で配
布・掲示協力していたが、令和４年度は
依頼が無かったため、掲示等の協力は
行わなかった。

放課後児童クラブの空き時間を開
放するという事業の性質上、ポス
ター等の掲示については難しい場
合がある。

地域保健支
援課 対象：健康づくり協

力店指定店舗
98店舗

実施日：通年
場所：さいたま市内
内容：　新規指定、指定店舗巡回、状況確認アンケート、ポスター作成、
市ウェブサイト・ポスターによる情報発信等

・指定店舗が3店舗増加(新規指定7店
舗、辞退4店舗)し、市民に健康情報を発
信することが出来た。
・健康づくり協力店を紹介するポスター
を作成し、各区保健センターに掲示し
た。
・市ウェブサイトとポスターを通して本事
業を広く周知したことで、指定店舗のPR
につながった。

・指定店舗がバランスメニューの提供
や健康情報の発信を適切に実施でき
るよう支援する必要がある。
・健康づくり協力店を利用する市民を
増やすため、健康づくり協力店のPRを
引き続き行う必要がある。
・市民の健康づくりのための食環境を
整備するため、指定店舗数を増やす
必要がある。

青少年育成
課

対象：乳児とその保
護者
実施回数：1回
参加人数：
乳幼児6人
保護者6人

実施日：2022年6月16日（木）
場所：天沼児童センター
内容：大宮区役所保健センター栄養士による乳児の食育(離乳食)につ
いての講話

離乳食の説明や調理のポイントな
ど、参加者は皆熱心に耳を傾けて
いた。講話後の質疑応答では、事
前質問を含め、多くの質問があり、
食育に関する情報提供、相談の機
会となった。

親子での参加のため、乳児が途
中退屈し動き始め、保護者が講話
に集中できなくなってしまった。次
回は玩具等を事前に準備しておき
たい。

青少年育成
課

対象：離乳食期の乳児
とその保護者
実施回数：１回
参加者数：乳児２人、
保護者２人

実施日：2022年10月27日(木)
場所：植竹児童センター　体育室
内容：北区役所保健センター栄養士による乳幼児の食育についての講
話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：北区保健センター
栄養士

参加者の離乳食等に関する疑問や
不安を解消することに繋がった。

コロナ禍での開催であるため、定
員制などの感染防止対策が必要
であった
お子さんと同室のため、講話に集
中できない保護者がいる。

青少年育成
課

対象：乳幼児親子、小
学生親子、中高生親
子、高齢者　　　　　実
施回数：1回　　　　　参
加人数：　　　　　乳幼児
33　児童25　保護者50
高齢者2

実施日：2022年6月25日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：近隣畑
内容：じゃがいも掘り体験

参加者同士や、畑を貸してくださっ
た地域の方との交流などができた。
コロナ禍で顔を合わせて様々な体
験等ができない中たくさんの方にご
参加いただき、暑い日ではあったが
みなさんのとてもよい表情を見るこ
とが出来た。

実施の仕方。R4年度は３部制にて
実施。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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【浦和別所児童
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食育講座
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【向原児童セン
ター】おいもほ
りへ行こう！
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【大戸児童セン
ター】
ハイハイサロン
「離乳食講話」
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【大久保東児童
センター】栄養
士による講話
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実施日：2022年11月2日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：本郷
児童センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：北区役所保健セ
ンター栄養士による離乳食講座

栄養士さんには、参加者からの個
別の質門も対応していただいたた
め、参加された保護者は熱心に話
を聞いていいた。

コロナ禍の開催であったため、講
師派遣依頼が難しかった。

青少年育成
課

対象：乳幼児とその
保護者　　　　　　　実
施回数：1回
参加人数：
乳幼児5
保護者4

定員に達しなかったので、広報の
方法を検討する。

青少年育成
課

対象：乳幼児とその
保護者
回数：1回
参加：乳幼児6名、保
護者6名

実施日：2022年6月8日（水）
場所：浦和別所児童センタ－遊戯室
内容：南区保健センター栄養士による講話、質疑応答
　　　　個別相談（今回は緑区保健センターの栄養士
　　　　も同席）

6組中5組が離乳後期のお子さんと
保護者だった。
残る1組も離乳中～後期の段階で
対象となる内容は近いようだった。

応募されるお子さんの月齢が近
く、ニーズが分かりやすかったの
で、次回は今回同様予め月齢もう
かがうが、広報で内容を詳しく載
せ、参加の検討をしやすくしたい。

青少年育成
課

対象：乳幼児親子
参加人数：
①幼児12人、
保護者13人
②幼児15人、
保護者14人

実施日：
①2022年6月9日(木)
②2023年2月28日(火）
場所：文蔵児童センター　遊戯室
内容：乳幼児期の食について理解を深める。南区保健センターの栄養
士による食育講座を行う。また個別相談も行う。

栄養士による食育講座として講話を実
施。質問が多く寄せられる内容を中心
に行った。各回それぞれ対象年齢を変
えて実施した。講話終了後も質問や個
別相談が多く、子育て中の保護者の
悩み軽減につながったと感じた。

保護者同士が自分の悩みや心配
事を気軽に話せる場が必要。次年
度も引き続き実施していく。

青少年育成
課

対象：乳幼児とその
保護者
①乳幼児7名、保護
者7名
②乳幼児5名、保護
者4名

実施日：①2022年5月26日（木）②2022年7月13日（水）
場所：大久保東児童センター
内容：保健センターの栄養士を講師とし、離乳食やバランスのいい食事
についての講話、利用者からの質疑応答、悩み相談など

離乳食やバランスのいい食事につ
いての講話を聞き、食育についての
理解が深められた。また個別相談を
行うなど、利用者が日ごろ悩んでる
ことが解決された。

乳幼児とその保護者が参加する
事業内で行うので、乳幼児が講話
中に飽きてしまうことへの対応

青少年育成
課

対象：乳幼児と保護
者
参加人数：乳幼児6
名、保護者6名

実施日：2022年6月23日（木）
場所：大戸児童センター
内容：中央区保健センター栄養士による離乳食などの講話

参加したお子さんが6か月以上と離
乳食が進んでいたが、食べてきた朝
食を聞くと、全員がバランスよく提供
できており、「多く食べるのにもっと
ほしいとせがまれる」「歯が6本も生
えてきた」など和やかな雰囲気で事
業を進めることができた。

希望者の多い事業であるが、令和
5年度は保健センターの職員の都
合がつかず、実施ができなくなっ
てしまった。令和6年度に向け調整
を図りたい。

青少年育成
課

対象：幼児と小学生
と保護者
実施回数：1回
参加人数：乳幼児11
名、小学生2名、保
護者12名

日程：2022年10月22日（土）
場所：小川農園
内容：地域農家の芋畑を借り上げ親子1組あたりサツマイモ3株の収穫
をする。

幼児親子や小学生親子の参加があ
り幅広い年齢の参加があった。また
土曜日の開催だったため父親の参
加も多かった。親子で収穫する楽し
さや大変さを体験してもらえた。

自然のものなので、収穫量や本数
に差が出てしまった。

青少年育成
課

対象：０歳児とその
保護者
①5月20日（金）乳幼
児4、保護者3
②１月20日（金）乳幼
児3、保護者3

実施日：
①2022年5月20日(金)
②2023年1月20日(金）
場所：向原児童センター集会室
内容：中央区保健センター栄養士による食育（離乳食に関する）講話
（②は栄養士ではなく保健師の講話となった）

参加者は少なかった。0歳の行事の
中で開催したことで、子どもの月齢
が近く他の保護者の質問内容にも
共感している様子がうかがえた。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

【大久保東児童
センター】中高
生の卒業を祝
う会
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食

食
生
活
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ン
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食
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作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒
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品
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食
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備
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児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【岩槻児童セン
ター】デイキャ
ンプ
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児
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協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【岩槻児童セン
ター】中高生
クッキング
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協働 ― （継続） ― ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

【仲本児童セン
ター】
仲本ファーム
プチトマト栽培
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協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

【仲本児童セン
ター】
食育あそび
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【尾間木児童セ
ンター】
食育のおはな
し
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保育園での食
育
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青少年育成
課

対象：利用者全般

実施日：2022年5月～7月
場所：仲本児童センター・仲本荘玄関前
内容：プランターで栽培したプチトマトときゅうりの成長を見守り、収穫す
る。

・玄関前で栽培したため、多くの利用者
が成長過程を見ることができた。また、
成長過程を館内掲示したことにより、収
穫後も利用者が成長過程を見ることが
できた。
・毎年、乳幼児親子・児童が収穫してい
るが、、昨年度同様、新型コロナウイル
ス感染防止のため職員が収穫、受付に
展示した。

・今回、成長過程を記録し、館内掲示
したが、赤い実になるところで記録を
終えた。植物が枯れてしまうところまで
記録し、植物の生きた過程も利用者に
伝えたい。
・天候により良く実をつけるものとそう
でないものがあったため、植物自体の
事前調査も重要である。

青少年育成
課 対象：中高生

参加人数：中高生17
名

実施日：2023年3月24日（金）～3月31日（金）
場所：大久保東児童センター
内容：中高生の進級・卒業を祝う

コロナ禍で利用制限があるため以
前のような菓子作りや飲食ができ
ず、記念品を渡す週間となった。

コロナによる制限が緩和された後
にどのようにクッキングを実施す
るか課題

青少年育成
課 対象：中高生

16人

実施日：12/17 1/21 2/25 3/18

場所：コニュニティセンターいわつき調理室

内容：育ち盛りの中高生が食事の大切さを学び、自分で作って食べられ
るようになるきっかけをつくる。低予算で簡単に作れるメニューを提供
し、みんなで楽しく作って食べる。

料理をしたことのない中高生も興味
を持つきっかけとなった。

参加者に偏りがあるため、来年度
は新規参加者が増えるよう働きか
けていきたい。

青少年育成
課 対象：中高生

15人程度

実施日：2022年11月3日

場所：猿花キャンプ場

内容：カレー作り他

初めて、中高生が主軸の事業で
あったため、準備・調理・片付け・ト
イレ掃除など自発的に行っていた。

参加する中高生が献立や予算の
計算といった計画立案などもでき
るとよいと感じた。

食育月間に気軽に参加できるように
実施。親子で食について興味や関
心を持つて楽しめるような内容の本
の読み聞かせ等を実施した。

興味関心を持ってもらえる内容に
ついて検討をしていく。

青少年育成
課

対象：利用者全般
①幼児：7人
　保護者：7人

②乳幼児：１２人
　保護者：８人

実施日：①2022年11月3日　②2022年11月20日

場所：遊戯室

内容：①収穫祭
　　　　②お芋ほりごっこ

①季節の野菜や果物をバスケットに
入れて持ち帰り、家でのおままごと
遊びに活かせた。

②イメージしながら楽しく行えた。
採ったお芋は、袋に入れて大事に
持ち帰った。

コロナのために参加する方が少な
かった。

保育課
対象：公立保育園に
通う児童、その保護
者

実施回数：76事例

場所：各公立保育園
内容：
・公立保育園が食育年間計画を作成し、保育士等が実施した食育が61
事例。保育課栄養士が公立保育園に出向いて実施した園児向けの食
育が15事例。
・給食で提供している献立のレシピを作成し、配布。（主菜のレシピ33種
類）

各園で作成した食育年間計画を基に、
子どもの月齢や発達に応じた食育を実
践することができた。
また、保護者向けに作成した給食の人
気レシピを配布を行い、家庭の食に対
する興味関心を高めることができた。

園児向けの食育に比べて、保護
者向けの食育の機会が少ないた
め、検討が必要。

青少年育成
課 対象：乳幼児とその

保護者

日程：2022年6月～
場所：尾間木児童センター
　　　　図書室
内容：本の読み聞かせ等で、食育についての内容を交えて実施。また、
食育に関する絵本コーナーを図書室に設置した。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

食だよりの発
行
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公立保育園併
設型子育て支
援センター（4
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食育なびにて
保育施設にお
ける食育活動
の発信
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食育なびにて
保育施設にお
ける給食献立
の発信
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保育課

対象：公立保育園の
保護者、食育なびの
閲覧者

実施回数：年1回発
行

場所：公立保育園へ通う児童の保護者へ配信、食育なび上へ掲載
内容：季節ごとの食に関する情報発信、栄養・食育・衛生・食物アレル
ギーについての情報発信等

保育課栄養士より、公立保育園の
保護者へ食に関する様々な情報を
発信することができた。
また、食育なびへ掲載することでよ
り広く発信することが期待できる。

保育課栄養士が主導となり発信
する内容を決めているが、保育園
や保護者の知りたい内容を発信
できるとよい。

各園に直接出向いて食育を行うこと
が難しいことを受け、園での取り組
みを食育なびで積極的に発信した。
これにより、保護者を始めとして、園
で行っている食育活動の発信がで
きた。

今後も継続して発信していく。

令和４年度に発行した食だよりの内容
・春号
公立保育園の給食、食育、旬の食材と行事食の紹介。さ
いたま市食育推進計画の目標　「５つの食べる」
旬の食材と行事食（予定）

保育課
対象：公立保育園併
設型支援センター、
公立保育園子育て
談話室の利用者
実施回数：2事例

場所：公立保育園併設型支援センター(大砂土保育園、西町保育園)
内容：乳幼児期の食生活についての講話、個別相談等

公立保育園の給食を媒体に、食に関す
る情報を発信することができた。1回あた
りの参加数を少なくし、1人1人の栄養相
談の時間をしっかり設けることができ
た。
また、参加できなかった方にも当日の資
料を配布したり、参加者からの質問内容
を共有することで情報を発信することが
できた。

1回に参加できる人数に限りがあ
り、もれなく参加してもらうために
実施回数の検討が必要。

保育課 対象：食育なびの閲
覧者

実施回数：4事例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で提供してる給食献立レシピの紹介

食育なびで発信することにより、保
護者を始めとして、保育施設の人気
メニューなどを発信することができ
た。

今後も継続して発信していく。

保育課
対象：市内の保育施
設、食育なびの閲覧
者

実施回数：8事例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で行っている食育の取組、食物アレルギー研修
の紹介

新任職員食物アレルギー研修会の様子
（座席の間隔をあけて実施）

環境創造政
策課

展示参加団体：20団
体
スタンプラリー参加
者：191人

実施日:令和４年１１月２３日(祝)
場所：鐘塚公園・ソニックシティイベント広場
内容：市民、事業者、学校、行政などがそれぞれの立場で行っている環
境保全活動についての発表を通じ、お互いの情報交換と交流の場、ま
た、多くの方々に環境に関心を持っていただくための環境教育・学習の
場を創出することを目的としたイベントである。環境への配慮と併せて、
食品ロスの削減など食育についても啓発した。

来場者アンケートでは、食品ロスに
ついての感想や意見などもあり、食
育の推進について啓発することがで
きた。

より多くの方々に、環境に関心を
もっていただけるよう事業内容や
広報方法を検討していく。

米粉の
あさり入りチヂミ

保育課

○エピペン研修
実施回数：3回
対象：市内保育施設の
職員
○新任職員食物アレル
ギー研修会
対象：市内保育施設の
新任等聴講歴の無い
職員
参加者数：118名

○エピペン研修会
場所：アナフィラキシー児やエピペン預かり児が在園している保育施設
内容：アレルギー対応についての講話、エピペン使用方法のデモンストレーショ
ン
○新任職員食物アレルギー研修会
実施日：①1月24日（火）②2月28日（火）
場所：①浦和コミュニティセンター②プラザノース
内容：「食べて治す！子どもの食物アレルギー」研修
（講師：さいたま市民医療センター　小児科　診療部長
西本　創氏）

エピペン研修会は、食物アレルギーにつ
いての講話とエピペン使用時の流れを
確認することで、基本的な知識の習得を
図ることができた。
また、研修会は規模を縮小し、対象を新
任等聴講歴の無い職員とすることで、正
しい知識を施設で共有することにつな
がった。

感染症拡大防止のため、実技講
習を行うことが難しく、方法につい
て検討が必要。
また、規模を縮小し、参加人数を
制限したため開催の方法について
検討が必要。

環境創造政
策課

夏
9,337人

冬
集計中

夏と冬の年２回、ある１日を省エネ・省資源など環境に配慮して過ごし、
その成果を二酸化炭素の排出削減量で把握する取組で、環境配慮の
きっかけ作りを目的としている。取組項目には、「食べ残しをしない」「野
菜は旬なものを選ぶ」といった、食育推進に関連する内容が含まれてお
り、市立小中学校の児童・生徒・市職員やその家族などに取り組んでも
らった。

取組期間　　夏６月～９月　　冬１２月～３月

環境に配慮していただく中で、食育
の推進についても取り組んでもらう
ことができた。

参加者を増やすため、一人ひとり
の行動が地球温暖化防止につな
がるという本取組の趣旨を周知
し、参加を促していく。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度
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Saitama Sunday
Soup （あまった食
材、スープにしちゃ
おう！日曜日は食
べつくスープ！）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

チームEat All
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ○ （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
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農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：さいたま市内には、くわい・紅赤・さといも・小松菜・チコリー・木の
芽など特色ある農産物が多く生産されており、花や植木の生産も盛ん
である。これらの農産物自身をＰＲするとともに、加工品の開発・商品化
を行い、市内農産物の生産振興とその販路拡大を図った。

紅赤の商品化を行ってくれる店舗の
新規開拓や農産物の庁内外での
PR活動を行い、特産品の認知度向
上に貢献できた。

加工品の原料の供給が不安定で
ある。

農業政策課
対象：市内在住者

実施日：令和５年１２月９日（金）、令和５年２月９日（木）

場所：与野本町コミュニティセンター、コミュニティセンターいわつき

内容：第1回「市内産の米粉を使った料理」、第2回「冬野菜を使った料
理」

市内産の農産物を参加者にPRする
ことができた。

テーマの見直しや参加者募集の
周知等を検討し、より魅力的な講
習会にしていく必要がある。

資源循環政
策課 対象：九都県市域内

住民

農業政策課
－

実施日：―
場所：西区、見沼区
内容：生産者の減農薬・減肥料栽培、有機栽培を支援し、カバークロッ
プを用いた栽培、農薬・化学肥料の使用を慣行の5割以下に減らした栽
培、有機栽培など、環境保全型農業を中心とした米づくり野菜づくりを
推進した。

減農薬・減肥料、また有機栽培で環
境負荷の小さい米作りを推進でき
た。

レンゲなど種苗、資材が高騰し、
実施者から事業継続を危ぶむ声
がある。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：農業情報を掲載した冊子の作成（23,000部）、配布を行った。

市内農業の市民へのＰＲに努めると
ともに、地産地消の推進を図った。

配布場所を工夫する等、冊子のよ
り効果的な利用方法を検討する必
要がある。

実施日：令和４年４月～
場所：九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、川崎市、横浜市、千
葉市、さいたま市、相模原市）域内
内容：食品ロス削減を含む省資源化を行う企業を支援する、「チャレンジ省
資源宣言」を実施。ホームページで企業の取組等を紹介している。また、令
和４年10月から11月まで宣言企業の商品が当たるキャンペーンを実施。
そのほか、令和４年10月の食品ロス削減月間に合わせ、車内広告でのポス
ター掲示やコンビニエンスストアで広告を放映。

例年普及啓発活動を行っていたイ
ベントが中止となる中、ホームペー
ジや車内広告等を活用し、広く周知
することができた。

対面でのイベントが再開しつつあ
るため、より現状に即して効果的
なＰＲの方法をさらに工夫していく
必要がある。

資源循環政
策課

-

実施日：令和４年4月～
内容：食品ロス削減を呼びかけるため、パンフレット・動画を通じ食品ロ
ス削減につながる「買い方」と「冷蔵庫整理術」を紹介したほか、あまっ
た食材は日曜日にスープにして食べつくそう、ということを、レシピととも
に提案している。インスタグラムなどにもレシピを掲載中。

　パンフレットはイベント等で配布するほ
か各区の情報公開コーナーにも配置し
ており、おおむね好評を得ている。
　またインスタグラム等を活用することで
双方向での啓発活動を行うことができ
た。

　インスタグラムでは市民等から
投稿のあったレシピも掲載してい
る。さらなる投稿増加のためにも、
いっそうのＰＲが必要である。

資源循環政
策課

-

実施日：令和４年4月～
内容：食減ロス削減に取り組む企業と市が協働で食品ロス削減を推進
するチームを結成。市では企業の取組の紹介等を実施。
令和4年10月30日に開催された、食品ロス削減全国大会では、チーム
Eat All参加事業者と連携した展示等を実施した。
食品小売事業者との連携では、棚の手前から商品をとる「てまえどり」
のポップを作成し、各店舗で掲示した。

令和5年2月末現在で38の事業者が
参加。市ホームページを通じ、広く
市民に周知している。

事業者の取組についてより多くの
市民に周知できるよう、PRを強化
していく必要がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

ニーズ対応型
農業支援事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒

食
品
表
示

食
料
備
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・
あ
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つ
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児
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期
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歳

l

協働 （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

親子食育講座
「ぱくぱくごはん
教室～幼児期の
食事～」

朝
食

食
生
活

バ
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食
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法
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全

・
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中
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品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
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壮
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齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

食生活改善推
進員養成講座

朝
食

食
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活
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食
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・
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児
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協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

若い世代を中
心とした啓発
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・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
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協働 ― （新規） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○

ヘルスメイトを
通じた情報発
信
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・
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協働 ○ （新規） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○

食生活改善推
進員の育成
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○

特定保健指導
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：消費者ニーズに対応した「欲しいものをつくる」ニーズ対応型農業
を支援するため、地元業者と連携をとり、ショウガの試験栽培を行った。

地元業者にさいたま市産ショウガを
納入した。

ショウガに続く、新たな品目を探る
必要がある。

対象：1歳半～2歳児
とその保護者
実施回数：2回
参加者数：保護者15
人、児14人(2会場合
計)

実施日：6月15日、12月23日
場所：市内2会場（見沼区、浦和区保健センター）
内容：講話、食育デモンストレーション、食育体験

※中央区会場（9月22日）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止とした。

教室後アンケートで、食事量、食べ
る工夫について7割以上が「理解で
きた」「だいたい理解できた」と回答
した。家庭でできる食育については
9割以上が「実践したい」「どちらかと
いえば実践したい」と回答し、実践
が期待された。

アンケートに「子が騒いできけな
かった」との意見があり、講義中
の児の対応等検討できるとよい。
本事業は令和4年度で終了とな
る。次年度以降は、新たな食育推
進事業を実施する。

食育体験「野菜スタンプ」の様子

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業 対象：

○人

実施日：

場所：

内容：

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：積極的支援対
象者

受講者数：130人
（10区合計・R３実績値）

実施日：区によって異なる
場所：各区保健センター
内容：生活習慣改善の自主的な取り組みのため、行動目標を立て、3か
月以上の支援を行う。乱れた食生活を改善し、内臓脂肪の減少のため
に1日にどの位のエネルギーが必要なのかを知り、朝食の大切さ、3食
バランスよく取ることを食事バランスガイドなどを活用して支援していく。

実績評価時の栄養・食生活の状況は、8
割以上が改善していた。身体活動の改
善の有無に関わらず、栄養・食生活の
改善のあった者の方が、体重・腹囲の
減少者の割合が高かったことから、栄
養・食生活を中心とした支援は効果的で
あると考えられる。

今後計画が変更され、アウトカム
評価が導入される。それに伴い、
より効果的な保健指導が求められ
るため、ICTの活用など新たな支
援媒体の導入や支援者のスキル
アップが求められると考える。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：食生活改善推
進員
実施回数：集計中
参加者数：集計中

実施日：区によって異なる
場所：各区保健センター等
内容：各区の状況に応じた、食生活改善推進員の育成。

地区活動等が円滑に進むよう、各
区の状況に合わせた支援（研修会
の開催や活動へのアドバイス等）を
行った。支援を通して、地域におけ
る食を通じた健康づくりを進めてい
る。新型コロナウイルス感染予防の
ため講義を中心とし、調理実習は一
部の区で実施した。

食事バランスガイドの理解を深
め、実践できる会員を増やしていく
ことをテーマに、会員一人一人の
質の向上と、会員数の増加を引き
続き目指す。新しい生活様式を踏
まえて、講義等実施する必要あ
り。

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業

対象：食生活改善推
進員となってボラン
ティア活動に参加で
きる市民

新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、全日程を中止とし、申込
者に対し
①一部講座（「栄養の基礎知識」「食事バランスガイドについて」）のオン
デマンド配信
②食生活改善推進員協議会の活動見学
の2点について、郵送にて案内した。

申込者49名のうち、視聴後アンケー
トの回答数は「栄養の基礎知識」が
11件、「食事バランスガイドについ
て」が9件であった。
回答者の大半が講義内容について
「（よく）わかった」と回答していた。

3年連続中止となっているため、来
年度以降は集合形式で開催がで
きるよう内容等を検討する。

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業

10区保健ｾﾝ
ﾀｰ協力事業 対象：

○人

実施日：

場所：

内容：
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

地区依頼教育
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・
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離乳食教室
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食

の

安

全

・

食

中

毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い

さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行

事

食

・

郷

土

料

理

乳
幼
児
期
0
l
5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ―
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ―
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ―
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
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協働 ― （継続） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ―
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協働 ― （継続） ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

アンケート結果より、教室内容の満足度
は100%であったことから次年度の企画
の参考としたい。また、体脂肪・筋肉量
測定とベジチェックを実施したことで自身
の生活習慣を振り返るきっかけになった
と考えられる。

参加者の教室参加後の行動変容状況
について把握する必要がある。

西区保健セ
ンター

対象：18歳～64歳の
市民
実施回数：1回
参加者数：8人

実施日：10月27日(木)
場所：西区役所保健センター
内容：体脂肪・筋肉量測定、ベジチェック、健康ミニ講話、運動実技
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため日程を変更し実施した。

運動実技を行うため、感染拡大防止策
を講じて実施。アンケート結果より、教室
内容の満足度は100%であった。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：4～5か月児の
保護者

実施回数：164回
参加者：2518人

実施：区の状況に合わせて実施
場所：各区役所保健センター
内容：離乳食の進め方の講義と形状見本の提示等

安心して離乳食をすすめられるよ
う、形状見本の提示等を交えて教室
を実施。

各区の状況に合わせて内容・定
員を変更。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：主に初妊婦と
その夫やパートナー
等
実施回数：49回
参加者数：794人

実施日：区によって異なる
場所：各区保健センター
内容：妊娠中の食生活の留意点についての講義

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止対策を講じながら、オンライン
開催等各区の現状に応じて実施し
た。

西区保健セ
ンター

対象：18歳～74歳の
市民
実施回数：1回
参加者数：11人

区、月によって参加状況に差があ
る。引き続き新型コロナウイルス
感染防止対策を行い、各区の現
状にあった内容になるように、事
業を実施していく。

西区保健セ
ンター 対象：区役所来庁者

実施日：6月、9月、10月
場所：西区役所保健センター
内容：
6月「食育月間」、9月「食生活改善普及運動」、10月「朝ごはんを食べよ
う」をテーマに掲示とリーフレットの配布

保健センター利用者の他、区役所来庁
者も気軽に足を止めて掲示を見ている
方が多数見受けられた。また、市民が持
ち帰れるよう資料を設置しており、閲覧
利用だけではなく、啓発資料が市民の
手に渡り活用されていると考える。

時宜にかなったテーマや区民に関心
を持っていただけるようなテーマを設
定する必要がある。

対象：1歳6か月以上
3歳未満の児の保護
者
実施回数：1回
参加者数：8名

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業 区によって異なる。

実施回数：24回
参加者数：322人

区の状況に合わせて実施した。
場所：子育て支援センター、児童センター、公民館等

各区において実績評価、改善をして
いる。

第３次さいたま市食育推進計画の
推進を図る。

実施日：11月22日(火)
場所：西区役所保健センター
内容：体脂肪・筋肉量測定、ベジチェック
　　　　講義「糖尿病ってどんな病気?」、「糖尿病を予防する食事のポイ
ントは?」、「糖尿病とお口の健康の関係は?」

実施日：1月26日（木)
場所：西区役所保健センター
内容：幼児期の食生活について
　　　　子どもの食事の悩みを解決するヒントについて
※8月3日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

アンケート結果より、「離乳食以降の幼
児の食事について学ぶ機会があってよ
かった」との意見があったことから、ニー
ズにあった教室が実施できたと考えられ
る。

近年、西区は子育て世代の人口が増
加していることから、乳幼児とその保
護者を対象とした食に関する教室を児
童センター等の関係機関と協働で実
施する方法について検討する必要で
ある。

令和5年度は糖尿病予防にテーマを
絞って実施するため、本事業は令和4
年度で終了。

西区保健セ
ンター
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度
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北区役所保
健センター

対象：プラザノース来
場者
実施回数：１回（3日
間開催）
参加者数：1140人

実施日：令和4年9月1日（木）～9月5日（月）
場所：プラザノース1階　アトリウム
（1階総合インフォメーション案内付近）
内容：健康に関する展示を通じて、生活習慣病予防の啓発をする（糖尿
病予防の食事、朝ごはんの必要性等）

北区役所保
健センター

対象：区内在住の乳
児とその保護者
実施回数：1回
参加者数：17組35名

実施日：令和4年12月1日（木）
場所：北区役所保健センター（Zoomで実施）
内容：歯科医師による口腔ケアについての講義、とりわけ離乳食講義

北区役所保
健センター

対象：北区役所来庁
者

【階段クイズ】
実施日：①7月②9月③12月④3月
場所：北区役所東側階段
内容：①朝食②減塩③野菜摂取④バランスの良い食事の各テーマに関するクイ
ズの問題・解答の掲示、関連するリーフレットの配置
【3階エレベーターホール掲示】
実施日：6月、10月
場所：北区役所3階東側エレベーターホール
内容：食育および朝食についての啓発掲示、リーフレットの配置

利用している市民に対し、食の情報
を発信することで健康に対する意識
を高めるきっかけづくりを行うことが
出来た。クイズの③、④について
は、管理栄養士の実習の学生が作
成し、カラフルで目に留まるものと
なった。

設置したリーフレットの減りから、
ある程度関心をもって見ているこ
とが伺えるが、どのように意識変
化をもたらしているか等の効果測
定が難しい点が課題として挙げら
れる。

日頃通路として利用者が多く、通り
すがりに気軽に見てもらうことがで
きた。また、感染症の状況も落ち着
いてきていたことも来場者数の増加
につながったのではないかと推察さ
れる。（前年度数437人）

引き続き幅広い世代の区民に対
して食育推進を目的とした普及啓
発を実施する必要がある。

機器の性質上、特に幼児等で測定で
きなかったり、測定に時間がかかった
りした。
一台しか借用できなかったこともあり、
待ち時間が伸びてしまった。今後はよ
り幅広い世代にスムーズに啓発できる
ような実施内容を検討していきたい。

大宮区
保健セン
ター

対象：区内在住の0
歳から3歳未満児と
その保護者
1回開催（年間4回開
催のうちの1回）
9組18人

日程：令和4年7月15日（金）

場所：子育て支援センターおおみや

内容：保健師、管理栄養士の講義、体組成測定

9組の参加があり、「自分の健康も
気を付けたいと思った。」「栄養(カル
シウム・鉄)を意識して、食事を摂る
ようにしたいと思った」など、育児中
の女性が自分自身の健康を見直す
きっかけとなったと考えられる。

今年度は、「女性の健康につい
て」をテーマに事業を実施したが、
父の参加希望もあったことから、
対象に男性も加えて実施していけ
るとよい。次年度以降は教室名を
『パパ・ママの元気アップ講座』に
変更して実施していく。

大宮区
保健セン
ター

対象：大宮区役所来
庁者

3回開催

実施日：6月食育月間（令和4年6月1日～30日）、
　　　　　8月食品衛生月間（令和4年8月1日～31日）、
           10月朝ごはんを食べよう月間
　　　　　　（令和4年10月1日～30日）
場所：保健センター掲示コーナー
内容：ポスターや掲示物での啓発、パンフレットの配布

ポップを作成して掲示したり、啓発
品を置いたり等、視界に入りやすい
掲示物を作成した。保健センター利
用者の他、区役所来庁者も気軽に
足を止めて掲示を見ている姿が多
数見受けられた。

保健センターの入口外側に設置
できるリーフレットや掲示物にも限
りがあるため、より区民に関心を
持ってもらえるようなテーマの掲示
物や配布するリーフレットの選択
が必要である。

大宮区
保健セン
ター

対象：保健センター
ブース来場者
1回開催
定員：未定

日程：令和4年10月29日（土）

場所：鐘塚公園

内容：推定野菜摂取量を見える化できる機器「ベジチェック」の体験、野
菜についてのリーフレットと啓発品配布。

保健センターブースの来場者は約
300人で、推定野菜摂取量を可視化
できる「ベジチェック」の機器は来場
者からも非常に好評で、日頃の食
習慣を見直すきっかけづくりになっ
たと考えられる。

北区役所保
健センター

対象：区内在住の18
～74歳までの方
実施回数：2回
参加者数：22人

実施日：令和4年5月17日（火）、10月7日（金）
場所：北区役所保健センター
内容：管理栄養士、保健師、歯科衛生士による講義、体脂肪・筋肉量測
定

昨年度から実施回数増により、希望者
に参加してもらうことができた。アンケー
トより①生活習慣病について②生活習
慣改善の必要性について、「理解でき
た」「ほぼ理解できた」で100%の回答を
得ており、病態や予防についての認識
が深められたと思われる。

次年度は1回の定員を増やし、糖
尿病とともに課題となっている高
血圧予防について教育を行う。糖
尿病予防については、食事だけで
なく運動についても教育を実施し
ていく。

リモート実施となったため、会場の
定員を超えた人数で実施できた。ア
ンケート結果では、内容について理
解できたと回答した者が100％で
あった。（回収率82％）また、申込が
多く、保護者世代にとって関心の高
い内容であることがわかった。

今後、他事業でも子に関する情報
を伝える際には、保護者世代に伝
えたい情報を併せて伝える時間を
作っていけるとよい。
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食育推進を目
的とした普及啓
発（掲示等）
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健康長寿の心
得
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MIA♪
（みんなで一緒に歩
こう会）
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さくらカレッジ～脂
質異常症予防教
室～
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対象：区内在住の40
～74歳の方
参加者：9人

協働 ○ （継続） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

対象：18～74歳
実施回数：１回

参加者：６人

日程：10月18日(火)
場所：中央区役所保健センター
内容：保健師講話「高血圧の実態、予防について」
　　　　管理栄養士講話「高血圧予防の食事」
　　　　体育トレーナー運動実技
　　　　　　　　　　　　　「家でできる運動＆ストレッチ」
　　　　体組成測定・血管年齢測定

参加者アンケートより満足度が「満
足」「やや満足」合わせて80％を超
えた。また、教室の理解度も「理解
できた」「やや理解できた」合わせて
100％となった。

申込者が定員に達していないた
め、①広報等の周知方法の検討、
②引き続き体組成測定や血管年
齢測定など可視化できるツールを
用い、参加者が体の状態を把握
でき、参加することでメリットを感じ
られる内容の工夫が必要と考え
る。

中央区保健
センター

見沼区保健
センター

対象：区内在住の小
学校1年生から6年
生の児童と保護者
参加者：6組13名

実施日：2022年10月22日（土）
場所：見沼区役所保健センター
内容：野菜摂取に関する講話、野菜クイズ、地元農家へのインタ
ビュー、地元野菜を使ったレシピのデモンストレーション

　参加者の満足度は「満足」が80%と
概ね好評であった。農家さんから野
菜づくりの大変さや保存方法、珍し
い野菜の紹介等をしていただき、直
接見たり聞いたりすることができた
ことから、野菜への興味関心、積極
的な摂取への意欲が高まったと推
察される。

　感染症予防の観点から、試食や
調理実習は実施しなかった。感想
に「大人向けだった」とあり、感染
症予防をしながら子どもが楽しめ
る内容を検討していく必要があ
る。また、参加者が少なく、集客方
法が課題である。

見沼区保健
センター 対象：見沼区役所来

所者

実施日：通年
場所：見沼区役所ロビー・保健センター前
内容：6月の食育月間、10月の朝ごはんを食べよう強化月間を始め、月
ごとにテーマを決め、食に関する情報を掲示し、パンフレットを配布。

6月は「和食カレンダー」、10月は
「朝ごはんを食べよう」「レシピ」「食
育消しゴム」をひとつのパッケージ
にし配付をした。パンフレットのみよ
りも多くの区民に行き渡らせること
ができ、広く市民に啓発することが
できた。

今後も対象者の反応をとらえなが
ら、区民に広く啓発できるよう工夫
をしていく。

見沼区保健
センター

対象：区内在住の30
～74歳以下の方・特
定保健指導「積極的
支援」の方
（医師から運動制限
指示がない方）
参加者数：各日11人

実施日：①2023年1月20日（金）・2月3日（金）
場所：見沼区役所保健センター・大会議室
内容：①体組成測定、保健師・管理栄養士・歯科衛生士の講義②運動
講義・実技（ウォーキング）

アンケート結果より、「糖尿病予防
の必要性が（どちらかと言えば）わ
かった」と回答した人の割合は100%
であったことから、本教室は参加者
の意識づけに繋がったと考える。

参加者の6割が65歳以上であり、
リピーターとなっている方もいた。
幅広い年代の方々に向けて、教
室の案内・広報を実施することが
課題である。

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

.対象：さいたま市民
（のびのびウォーキ
ングエントリー者）

参加者：3名

日程：11月9日（水）
場所：桜区役所保健センター
内容：栄養（バランスの良い食事）に関するミニ講義とラジオ体操、
ウォーキング、座談会を実施。

アンケート結果より、実施内容は好
評であった。参加者全員が教室で
得た内容を実践したいという回答が
あり。参加者の健康意識の変容に
繋がったと言える。

.教室参加者が少ないことが課題。
参加者をウォーキング事業登録者
に限定していたが、登録のない方
も募集するかについて検討する。

大宮区
保健セン
ター

対象：区内在住の1
歳半から2歳児の保
護者

2人

実施日：令和4年10月6日(木）

場所：WEB会議システム「Zoom」を使用したオンライン開催

内容：管理栄養士講義、家でできる食育のデモンストレーション

幼児食に悩みを抱えている保護者は多
いが、幼児食の情報や幼児食に焦点を
当てた教室は少ないため、対象とする層
は合っていると感じる。感染状況によっ
て事業の周知が難しくなったり、開催方
法のニーズが変わってきたりすることへ
の対応が、今後は必要となってくると考
える。

今後も大宮区として、幼児期の保護者
向けの教室を継続していく。早い時期
から他事業等に参加する対象者に周
知を行っていく必要があると考える。
社会情勢を考慮しながら、集合やハイ
ブリット方式での開催方法の導入や、
試食の実施を取り入れることも検討し
ていきたい。

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

2日間1コース
日程：①12月2日（金）
　　　  ②12月8日（木）
場所：桜区役所保健センター
内容：①糖尿病の基礎知識、糖尿病と歯周病の関係、血糖値をあげな
い食事（講義）
②糖尿病予防のための食生活、糖尿病、腎臓病について（講義）、血管
年齢測定

アンケート結果より、実施内容は好
評であった。食事の選び方が勉強
になった、という自由記載が多くあっ
た。今後の生活に取り入れたいとい
う回答が多かった。

1日目が座学の講義中心であるた
め、今後は測定等を盛り込み、参
加者の意欲向上につなげる。
教室のテーマを区の健康課題でも
ある糖尿病予防に変更する。

16
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親子食育教室
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健康スポットで
の普及啓発
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生活習慣改善
ポイントセミ
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編～
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生活習慣改善
ポイントセミ
ナー～高血圧
編～
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シン・サバイバ
ルクッキング
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ぷよっとお腹を
引き締める！
食事と運動教
室
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対象：浦和区役所及
び保健センター来庁
者

実施日：令和4年6月、10月
場所：浦和区役所健康スポット、保健センター健康スポット
内容：
6月「食育月間」に関する掲示とリーフレットの配布
10月「朝ごはんを食べよう強化月間」に関する掲示とリーフレットの配布

毎月テーマに沿った啓発セットを作
成し、ひと月あたり300～400セット
程度を配布することができた。
区役所と保健センターの2か所へ健
康スポットを設置していることで、よ
り幅広い対象者への啓発を行うこと
ができたと考える。

引き続き、来場者の目を引く展示
内容や啓発セットを検討・作成して
いく。

浦和区保健
センター

対象：区内在住の18
歳以上の方
実施回数：2日（①の
み2部制）
参加者数：①12人、
②10人

実施日：①令和4年6月24日（金）②令和4年11月8日（火）
場所：浦和区役所保健センター
内容：体組成測定、体組成測定結果について保健師による簡易説明、
糖尿病予防について管理栄養士によるミニ講義、歯周病予防について
歯科衛生士によるミニ講義

アンケート結果より、全員から「生活
改善の必要性を（やや）理解できた」
との回答が得られた。

今年度で終了
（令和4年度以降は、事業名称や
内容を変更し、新たな生活習慣病
予防教室を開催予定のため）

浦和区保健
センター

浦和区保健
センター

対象：区内在住の小
学生とその保護者1
人
実施回数：1回
参加者数：8組17人

実施日：令和4年12月11日（日）
場所：浦和区役所保健センター
内容：・野菜石けん作り、野菜のお話

アンケート結果より、全員から「野菜
や食べることに関心を持つきっかけ
になったと（やや）思う」「バランスよ
く食べることについて（やや）理解で
きた」との回答が得られた。

今年度で終了
（令和5年度は、事業名称や内容
を変更し、親子で参加できる教室
を開催予定のため）

浦和区保健
センター

対象：健康まつり来
場者

日程：令和4年11月6日（日）
場所：浦和コミュニティセンター
内容：各種測定、体験、講座、相談等

来場者アンケート結果より、9割の
人から「（やや）満足した」との回答
が得られた。
また、「楽しいイベントが沢山あっ
た」「色々知れて良かった」などの声
が聞かれた。

今年度で終了

アンケート結果より、全員から「生活
改善の必要性を（やや）理解できた」
との回答が得られた。

今年度で終了
（令和4年度以降は、事業名称や
内容を変更し、新たな生活習慣病
予防教室を開催予定のため）

緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住の18
～64歳
2回
①5人②12人

実施日：①令和4年6月13日（月）対面、
　　　　②18日（土）ZOOM
場所：緑区保健センター
内容：保健師講義「身を引き締める運動習慣」
運動講義・実技「お腹周りの筋肉を使うエクササイズ」
栄養士講義「バランスの良い食事」
体組成測定（対面のみ）

新型コロナウイルス感染防止対策
を講じた対面教室のほか、ZOOMを
使用した教室を行った。
アンケート結果より、教室の満足
度・理解度が高く、ZOOM参加者は
手軽に参加できるZOOM希望との意
見が上がっていた。

・感染予防対策の為、ZOOMを使
用した教室、アーカイブ使用を検
討する。
・新型コロナウイルス感染予防を
行い教室を実施、名称を「はじめ
の一歩！引き締めBODYプログラ
ム」に変更していく。

緑区保健セ
ンター

浦和区保健
センター

対象：市内在住の18
歳以上の方
実施回数：1回
参加者数：16人

実施日：令和5年2月22日（水）
場所：浦和区役所保健センター
内容：体組成測定、体組成測定結果について保健師による簡易説明、
糖尿病予防について管理栄養士によるミニ講義
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岩槻区保健
センター

対象：保健センター
ブース来場者

228人

日程：10月16日（日）
場所：岩槻文化公園　多目的室
内容：区民まつり内での、べジチェックによる野菜摂取量測定・啓発およ
び食塩摂取量やレシピについてのパンフレット配布、子対象の健康まち
がいさがし

べジチェックによる野菜摂取量測定
やパネル等の展示を通じて、多くの
来場者にとって食生活を振り返る機
会となったと考えられる。また、普段
保健センターへの事業への参加の
少ない層へも啓発することができ
た。

引き続き、来場者の興味を引く内
容を検討し、啓発を行っていく。

岩槻区保健
センター

対象：区内在住の小
学生とその保護者

①7組18人
②中止（申込2組）

日程：①6月26日（日）　　②9月3日（土）中止
場所：①岩槻駅東口コミュニティセンター、②岩槻区役所保健センター
内容：①ダンス実技、健康についての講話（栄養・歯科・がん予防）、体
組成測定
②レンジで作るかんたん和食（中止のため申込者へ資料送付）

①参加者は30代～50代の女性で
あった。アンケートの自由記述で
は、保護者への健康の話について3
人が挙げており、運動だけでなく健
康を見直す機会となった。

①日曜日開催であったが、参加者
に父親はいなかった。次年度は実
技をダンスからかけっこに変更し
て実施する。
②申込者が少なく、集客方法が課
題である。

①令和４年度の地場産物活用率
は、28.5％であった。

②地元生産者との情報交換を行う
ことで、さらなる地場産物の活用に
繋がった。

本取組が、地場産物活用につな
がってはいるが、さらなる活用拡
大のためには、今後も取組を継続
していく必要がある。

岩槻区保健
センター

対象：市内在住の20
～74歳の方

15人

実施日：①6月　②9月　③10月
場所：岩槻区役所3階保健センター掲示ブース
内容：①第3次食育推進計画について（食文化や地の物を伝え合いた
べる）
②栄養バランス、野菜摂取、減塩、牛乳・乳製品の摂　取について
③朝食摂取について
各内容について、来庁者向けにポスターを掲示、リーフレットの配布を
実施

利用する区民の多い3階に情報を
掲示することで、保健センター来庁
者以外へも食育や健康づくりへの
知識の普及啓発ができた。

健康教育課 対象：
児童生徒、教職員

３０校

実施日：給食実施日
場所：市立小・中・特別支援学校
内容：地元のシェフと連携を図り、学校給食を実施

他の国の料理や地場産物の理解が
深まり、児童生徒の食への関心が
高まった。

実施校は希望によるものなので、
より多くの児童生徒が触れる機会
が設けられるように検討していく。

健康教育課

①彩の国ふるさと学校給
食月間の実施
　対象：児童生徒

②地元生産者との情報交
換会
　対象：　大宮区・見沼区・
中央区・南区の栄養教
諭・学校栄養職員

①彩の国ふるさと学校給食月間の実施
　実施日：１１月
　場所：市立小・中・中等・特別支援学校
　内容：埼玉県産、さいたま市産の食材の使用

②地元生産者との情報交換会
　実施日：７月～８月（各区ごとに実施）
　場所　：大宮区役所・さいたま市役所
　内容　：地元生産者と栄養教諭・学校栄養職員との情報交換

日程：2月3日（金）
場所：岩槻駅東口コミュニティセンター
内容：保健師・管理栄養士講話（高血圧と食事について）、運動実技、
体組成測定、歯科衛生士・保健師ミニ講話（がん予防）

参加者のうち6人は高血圧治療中
（運動問診票より）、9人は65歳以上
であった。アンケート結果より理解
度は高く、全参加者に生活習慣改
善の意向があり、生活習慣を見直
すきっかけとなった。

アンケート結果に「定期的に開催
があれば知人に教えたい」、「また
参加したい」という意見があり、継
続に向けた支援（地域の運動、食
改善等の取り組みの紹介）にも力
を入れられるとよい。

引き続きテーマや内容を変えなが
ら、来場者の目を引く展示内容を
検討し、啓発を行っていく。

岩槻区保健
センター 対象：岩槻区役所来

庁者

岩槻区保健
センター

対象：区内在住の20
～64歳の方

7人

実施日：11月8日（火）
場所：岩槻区役所保健センター
内容：運動実技、体組成測定、健康についての講話（栄養・歯科・がん
予防）

託児もあったため、参加者の年代は
20代～50代と若い世代であった。健
康についての講話は5分間ずつ実
施したが、アンケートの自由記述の
中に「あきずに全て集中して聞くこと
ができた。」とあった。

引き続き若い世代からの生活習
慣病予防につながる事業、生活習
慣改善のきっかけとなる事業を実
施する。
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対象：市立小・中・中
等教育・特別支援学
校　児童生徒、教職
員

実施日：令和４年４月２５日（月）～４月２８日（木）の　　統一期間

場所：市立各小・中・中等教育・特別支援学校

内容：全校統一で市内産農産物を活用した料理を給食の献立に取り入
れる。

児童生徒に、郷土であるさいたま市
の産物や食文化、食に関わる歴史
等に関心を持たせるとともに、食を
支える方々への感謝の気持ちをは
ぐくむことができた、

実施時期に給食で取り入れること
ができる農産物に限りがある。

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― （令和４年度より「さいたま市民の日給食」として推進）
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協働 ○ （継続） ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

実施日：６月～１２月
場所：各小学校
内容：歯科医師による講話、歯科衛生士による歯みがき指導（実習な
し）

受診率が年々減少傾向のため、
参加希望者を増やす必要がある。

健康教育課
対象：市立小・中・中
等教育・特別支援学
校　教職員、調理業
務委託業者職員

実施日：令和4年8月22日から9月2日まで
内　容：学校給食における衛生管理について、資料による研修を実施

学校給食の実態に合わせた内容な
ので、日々の調理業務における衛
生管理について、それぞれ見直すこ
とができた。

紙面では伝わりにくい内容もある
ので、次年度は集合型研修を実
施予定である。

健康教育課

対象：児童生徒、教
職員

小104校
中58校
中等１校
特支2校

場所：市立小・中・中等教育・特別支援学校
内容：農業体験活動

農業体験活動を通して、食物や生
産者の方への感謝の気持ちを育む
ことができた。

授業時間の確保、学校への周知
方法が課題である。

健康教育課 対象：市立小・中・中
等教育・特別支援学
校　教職員

実施日：令和５年１月１７日（火）
場所：埼玉会館
内容：講演会

環境を配慮した取り組みや、学校に
おける食育の大切さや学校給食の
担う役割などについて理解を深めら
れた。

対象者が、教職員、保護者、市民
と幅広いため、感染症防止対策が
課題であり、展示等が出来ないこ
とが課題である。

健康教育課

【校内継続指導】
肥満度20％以上の小１
～小４・中１
【基本検査対象者】肥満
度35％以上の小４・中１
【個別指導対象者】腹囲
身長比0.5以上かつ肥満
度35％以上の小１～小３

健康教育課

健康教育課 対象：市立小学校（３
５校）の１年生～３年
生と保護者

【校内継続指導】
実施日：４月～３月
内容：健康サポートクラブの実施
【基本検査】
実施日：７～１１月（指定医療機関で実施）
内容：血圧測定、腹囲測定、血液検査、その他、診療情報作成
【個別指導】
実施日：１０～１１月（各地区ごとに実施）
内容：医師、栄養士による個別指導、集団指導

さいたま市は全国や埼玉県の肥満
傾向より低く、参加者からも生活習
慣を見直す前向きな感想をいただ
いた。

健康教育課 対象：市立小・中・中
等教育・特別支援学
校　教職員

場所：南区
　　　　大谷場東小学校（R2,R3,R4年度）

内容：市立小・中学校の研究指定校が食育の推進に取り組み、研究発
表会を実施

市立学校における食育について理
解を深め、学校における食育の推
進を図ることができた。

より多くの教職員が研究発表会に
参加できるよう周知を図る。

直接歯ブラシを口の中に入れる歯
みがき実習は引き続き中止をしてい
るが、それ以外は例年どおしの実施
となった。給食後の歯みがきを中止
している学校の中には、この事業を
機に、再開したところもあった。

暑い時期に実施する学校の中に
は、熱中症の観点からオンライン
での実施を望む声があったことか
ら、実施時期や形態を見直す必要
があると考える。

19



さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・参加
者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）

「すくすく　のび
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生活習慣向上」
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新型コロナウイルス感染症の影響
により、自粛生活を余儀なくされた
子どもたちの生活リズムの乱れな
どが懸念されているため、引き続
きキャンペーンを実施し、学校・家
庭・地域へ啓発していく。

【補足】
市は、市社会福祉協議会に補助を行い、地区社会
福祉協議会が各地区の特色を活かして事業を実
施している。

高齢福祉課 対象：70歳以上のひと
り暮らしの市民
実施回数：21回
参加者数等：延574人

実施日：実施団体により異なる。

場所：公民館等

内容：70歳以上のひとり暮らしの方との交流を深めるため、ボランティア
の協力により公民館等で会食会を行う。

実施できた場合には、高齢者の孤
独感の解消と健康維持に資するこ
とができた。

新型コロナウイルスの影響でほと
んど実施できなかった。実施の場
合も、会食ではなく食事の持ち帰
り対応などとなった。

高齢福祉課

対象：食事の用意が困
難な単身高齢者及び
高齢者のみ世帯等

延べ71,576食
延べ4,962人

実施日：週5日（祝日及び12月29日～1月3日を除く）
場所：利用者の各家庭
内容：単身高齢者及び高齢者のみ世帯等を対象に、ボランティア等地
域資源を活用して、夕食を宅配する。

令和2年9月～11月に実施した利用者アン
ケートでは、食事を届けるボランティアの声
掛けについて複数回答で尋ねたところ、回答
者の約５５％が「安心感がある」、約４８％が
「楽しみにしている」と回答しており、「もう少
し会話があるといい」は約10％にとどまって
いる。食事の配達をきっかけとして、日々の
生活の中での楽しみや、地域でのつながりを
感じていただいているものと考えている。

左記のアンケートでは、食事に「満足」
の方が約42％であり、「満足」の割合
が高いとは言えない。
民間事業者による配食サービスが充
実してきている中で、事業の位置づけ
を検討する必要がある。
食事を届けるボランティアについて、
65歳以上の方が中心となっており、高
齢化が進んでいる。

・「すくすく　のびのび　子どもの生活習慣向上」キャンペーンの実施
・啓発ポスター、リーフレットを作成・配布
・市報さいたま（８月号）で生活習慣向上の呼びかけ
・生活習慣向上に関連する講座等の講師リストの更新
・優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進に係る文部科学大臣表彰
をさいたま市立新和小学校が受賞
・子どもの生活習慣に係る出前講座を市内の学校で実施

様々な手段を用い、児童生徒の生
活習慣向上を保護者や学校、一般
市民に広く周知・啓発することがで
きた。

防災課

対象：市内転入者

実施日：2022年4月～2023年3月
場所：各区区民課、支所窓口
内容：市内転入者に対し、『さいたま市防災ガイドブック』のチラシを配
布。冊子を希望される方には、各区情報公開コーナーでの配布を実施。

家庭での食料や飲料水の備蓄につ
いて、市民への周知を行うことが出
来た。

必要に応じ、防災ガイドブックの内
容の見直しを行う。

生涯学習総
合センター P〇～〇

「令和４年度　公民館事業報告書」のとおり

生涯学習振
興課

対象：市立小・中・中
等教育・特別支援学
校全児童生徒
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令和４年度公民館事業報告書

件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

-
生涯学
習総合
センター

5001
さいたま市民大学さいたまの食
コース

ヨーロッパ野菜をはじめとした、
さいたま市で生産される代表的
な野菜について学びました。

さいたまヨーロッパ野
菜研究会

5月～1月 5 どなたでも 147 5 ○ ○ ○ ○ ○

西 指扇 2500 親子でクッキング
未就学児を対象に親子で調理を
学び、食の大切さ楽しさを改め
て考える事業

さいたま市食生活改善
推進員指扇支部

12月 1
幼児～低学
年とその保護
者

22 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 指扇 1300 楽しい味噌づくり
年に1度我が家の味の味噌作り
に挑戦する。

管理栄養士 2月 1 どなたでも 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 指扇 2500 デコ巻きに挑戦！
春に向けてお祝いなどの祭り寿
司に挑戦する。

管理栄養士 2月 1 親子 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 指扇 2500 簡単行事食(ひな祭り）
行事食（ひな祭り）を身近なもの
を使って簡単に作り、祝い食とし
ます。

料理研究家 2月 1 親子 8 1 ○ ○ ○

西 馬宮 1000 親子で和ケーキ講座
食の楽しさを学び、親子のコミュ
ニケーションを深めました。

お菓子作り指導者 2月 1
小学生とその
保護者

20 1 ○ ○ ○

西 馬宮 1300
日本文化体験4　/若者向け事業
春の和菓子作り

和菓子作りを通して食の大切さ
や、伝統技術を学びました。

和菓子製作講師 2月 1
中学生か～
39歳まで

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

西 馬宮 1300
日本文化体験5
味噌作り講座

日本伝統食品である味噌作りを
通して発酵食品の大切さや食の
重要性を学びました。。

（㈱）伊勢惣 2月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○

西 植水 1900 おうちで楽しむクリスマス
フランスのクリスマス料理とフラワーア
レンジメントを学びました。

フランス料理ディプロメ
フラワーデザイナー

12月 2 成人 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 植水 1100 味噌づくり講座
日本伝統食品味噌について学び、味
噌作りを体験しました。 味噌製造会社 1月 1 成人 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「お菓子づくり教室」

アイシングクッキー作りを親子で
楽しみました。

製菓講師 8月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「パンづくり教室」

フライパンを使って家庭で手軽
にできるパン作りを親子で実習
しました。

療育療法指導者 8月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

1/15
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令和４年度公民館事業報告書

件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「地元農園のブルーベリー摘み
とパティシエ体験」

地元農園の協力により、親子で
摘み取りとタルト作りを体験しま
した。

農園オーナー・パティ
シエ

8月 1
小学生とその
保護者

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1100
野菜ソムリエに学ぶ夏野菜の魅
力（学びのネットワーク事業）

夏野菜のおいしい食べ方を
SDGsへの取り組みを通して学び
ました。（学びのネットワーク事
業）

野菜ソムリエ・料理研
究家

8月 1 成人 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1210
親子でDOKI  DOKIバレンタイン
クッキング

バレンタイン向けにアレンジした
アイシングクッキーづくりを親子
で楽しみました。

製菓講師 2月 1
小・中学生と
その保護者

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1100
野菜ソムリエに学ぶ春野菜の魅
力

春野菜のおいしい食べ方を
SDGsへの取り組みを通して学び
ました。

野菜ソムリエ・料理研
究家

2月 1 成人 19 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1210 春の和菓子づくり教室
練り切り作りの体験を通して、日
本の食文化である和菓子の魅
力を堪能しました。

製菓講師 3月 1 成人 7 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 大砂土 1100 食育講座（冬の薬膳） 冬の薬膳の基本を学びました。
国際中医薬剤師
野口　佳織

12月 1 成人 20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 日進 1100
Zoom講座　野菜ソムリエの「彩
りたっぷり簡単ホームパーティー
料理」

旬野菜を用いたお手軽料理と見
栄え抜群の盛り付けを学びまし
た。

野菜ソムリエ 4月 1 どなたでも 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 日進 2520
子ども公民館「クイズで野菜博
士に」～夏野菜とSDGｓ～

クイズ形式で、夏野菜とSDGｓに
ついて学びました。

野菜ソムリエ 8月 1 小学生 14 1 ○ ○ ○

北 宮原 1010
いきいき楽習2(生きがい健康づ
くり教室)　夏野菜(トマト)

介護予防普及啓発事業で、トマ
トの産地や特徴、調理の仕方に
ついて学びました。

野菜ソムリエ 6月 1 65歳以上 21 1 ○ ○ ○

北 宮原 1100 野菜ソムリエから学ぶ「秋野菜」
野菜ソムリエから、秋野菜の栄
養価や調理の仕方などを学びま
した。

野菜ソムリエ 9月 1 どなたでも 22 1 ○ ○ ○ ○

北 植竹 1010
介護予防普及啓発事業
健康教室

介護予防普及啓発事業で、食育
（食事改善）やお風呂の入り方
等から、健康な毎日を送る秘訣
について学びました。

日本成人病予防協会
健康管理士 上級指導
員

6月 2 65歳以上 37 1 ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

大宮 桜木 2520
親の学習事業／夏休み子ども
公民館／わくわくお弁当作りとお
しゃべりタイム

親同士の学び合いと、心豊かな
青少年育成を目的とし、小学生
とその保護者を対象とした料理
を実施しました。

料理研究家
親の学習ファシリテー
ター

8月 1
小学生とその
保護者

15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 桜木 1100 冬の薬膳料理講座
市民の健康増進と食への意識を
高めることを目的とし、冬の食材
の効能を学びました。

国際中医薬膳師 11月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 桜木 1100 春の薬膳料理講座
市民の健康増進と食への意識を
高めることを目的とし、春の食材
の効能を学びました。

国際中医薬膳師 2月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 1000
親の学習事業／家族DEクリスマ
ススイーツ

親同士の交流・学び合いを目的
にクリスマス料理教室と親の学
習プログラムを行いました。

料理講師、助手
親の学習ファシリテー
ター

12月 1
小学生とその
保護者

20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 1100 味噌作り体験教室（午前の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚
障害者に配慮した味噌作りの体
験教室を開催しました。

料理教室講師
助手

2月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 1100 味噌作り体験教室（午後の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚
障害者に配慮した味噌作りの体
験教室を開催しました。

料理教室講師
助手

2月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮
大宮中

部
1100 季節の料理教室

食品や調理方法についての知
識向上を目的とした、季節の料
理を作る講座

料理研究家
助手

7月 1 18歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 1000
親の学習事業/子育てハッピー
タイム「親子パンづくり教室」

親子でパンをつくります。
料理研究家、助手
親の学習ファシリテー
ター

10月 1
小学生とその
保護者

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 2520
夏休み子ども公民館／パンづく
り教室①

小学生を対象に、体を作る食材
を意識した料理を学びます。

料理研究家
助手

7月 1 小学生 15 1 ○ ○ ○

大宮 大宮北 2520
夏休み子ども公民館／パンづく
り教室②

小学生を対象に、体を作る食材
を意識した料理を学びます。

料理研究家
助手

8月 1 小学生 15 1 ○ ○ ○

大宮 大宮北 2000
料理教室
SDGｓ関連事業

肉を使わないハンバーグ料理を
つくります。

料理研究家
ボランティア

8月 1 20歳以上 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

大宮 三橋 2510
若者向け事業／クッキーチョコ
パン作り教室

若者を対象にケーキづくりを学
ぶ教室。（中学校にチラシ配布）

ケーキづくり指導者、
助手

8月 1
中学生以上
39歳未満

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 2500 親子公民館「親子茶道教室」
小学生を対象に茶道について学
ぶ教室。【連携】三橋小、上小小

茶道指導者、助手 4月 1
小学生とその
保護者

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 2520
夏休み子ども公民館「親学＆親
子料理」

親の学習プログラムと親子料
理。

管理栄養士、親の学習
ファシリテーター

7月 1
小学生とその
保護者

17 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300
こだわりの材料でつくるおいしい
味噌づくり教室

国産大豆から作る昔ながらの味
噌づくりを体験する教室

味噌づくり指導者 2月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300 親子そば打ち教室
伝統的なそばづくりを親子で体
験する教室。

蕎麦打ち指導者 12月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300
バックトゥ昭和「ぬか床づくりに
挑戦！」

ぬか漬けづくりを学ぶ教室。 ぬか漬け指導者 6月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大成 2520
SDGs／夏休み子ども公民館／
子ども食堂

子ども食堂の活動の理解を深め
ると共に、実際に子ども食堂のメ
ニューを親子で作った講座

管理栄養士・
料理助手

8月 1
小学生とその
保護者

20 1 ○ ○ ○

大宮 大成 1100
野菜ソムリエから学ぶ「冬野菜」
の魅力

旬の野菜について栄養や料理
方法など、その魅力について多
面的に学んだ講座

野菜ソムリエ 1月 1 成人 14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 1000
親の学習事業／親子お菓子づく
り教室

子育て支援を目的とした、親子
で一緒にお菓子づくりを学び、親
の学習プログラムを実施します。

講師
親の学習ファシリテー
ター

11月 1
小学生とその
保護者

8 1 ○ ○

大宮 大宮東 1100 男の料理教室

【共催】大宮東地区社会福祉協
議会
料理の楽しさや食育を学ぶ教室
です。

講師
助手ボランティア（社
教）

12月 1
大宮東地区
在住の成人
男性

9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 1100 そば打ち教室
そば打ちを通じて、料理の楽しさ
や食育を学びます。

さいたま蕎麦打ち倶楽
部

1月 1 成人 11 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 2521 親子和ケーキづくり教室
みんなで協力して料理を作りま
す。

料理研究家
助手

5月 1 小学生 25 1 ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

見沼
大砂土

東
2520

夏休み子ども公民館
「キッズクッキング」

粉からこねてパンを作りました。 料理研究家 7月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○

見沼
大砂土

東
2520

夏休み子ども公民館
「親子で和菓子作り～親の学習
事業～」

親子で和菓子を作り、参加者同
士で交流しました。

料理研究家 7月 1
小学生とその
保護者

17 1 ○ ○ ○

見沼
大砂土

東
4000 お花見弁当作り

会食サービスボランティアと一緒
に会食と同じように料理を作りま
した。

会食サービスボラン
ティア

3月 1
市内在住・在
勤の方

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼
大砂土

東
1100 みそづくり教室

日本の伝統発酵食品「味噌」に
ついて学び、豆から味噌を作り
ました。

株式会社　伊勢惣 2月 1
市内在住・在
勤の方

23 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 1000
片柳子ども公民館「パパとクッキ
ング＆おしゃべり教室～親の学
習事業～」

パパと子で料理を学びながら家
族同士でおしゃべりし交流を図り
ました。

料理研究家・管理栄養士
親の学習ファシリテーター 7月 1

小学生とその
保護者

13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 2520
片柳子ども公民館「パンづくり教
室」

オリジナルのパンづくりを体験し
ました。

パン作り講師 8月 1 小学生 11 1 ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 1100 太巻き祭り寿司づくり教室
季節にちなんだ祭り等を太巻き
の芯に見立て、本格的な太巻き
を作りました。

料理研究家・管理栄養
士

12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 七里 1100 和菓子教室
和菓子の作り方の基本を学びま
した。

料理研究家 6月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 七里 2520
夏休み子ども公民館「環境教室
～木について学び、マイ箸を
作ってみよう～」

木について学び、マイ箸づくりに
挑戦しました。

ポラス株式会社 8月 1 小学生 18 1 ○ ○ ○

見沼 七里 2520
夏休み子ども公民館「環境教室
～牛乳パックでリサイクルはが
き作り～」

リサイクルはがき作りを通じて、
牛乳パックのリサイクルについ
て学びました。

生活協同組合コープみ
らい活動サポーター

8月 1 小学生 19 1 ○ ○ ○

見沼 春岡 1100 まめ物語
おいしい味噌を手作りを行いま
した。

料理研究家 2月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 1210 手打ち蕎麦教室 蕎麦打ちを学びました。 そば倶楽部 12月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

見沼 春岡 1300
郷土料理
太巻き祭りすし「ひな人形」

郷土に伝わる太巻き祭り寿司の
作り方を学びました。

料理研究家管理栄養
士

10月 1 成人 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 2520
夏休み子ども公民館
「料理教室」

子どもにもできる料理を学びまし
た。

料理研究家 8月 1 小学生 8 1 ○ ○ ○

中央 鈴谷 2520
夏休み子ども公民館
「そば打ちにチャレンジ！①」9時
開催

そばの打ち方の体験を通して、
手作りのよさを実感し、食の大
切さを学びました。

そば打ち指導者 8月 1 小学生 5 1 ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 2520
夏休み子ども公民館
「そば打ちにチャレンジ！②」11
時開催

そばの打ち方の体験を通して、
手作りのよさを実感し、食の大
切さを学びました。

そば打ち指導者 8月 1 小学生 5 1 ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1100

青少年・若者事業
～持って帰っておうちde楽しもう
～
「焼きたて手作りパン教室」

簡単に作れてお家で楽しめるパ
ンの作り方を学びました。

（㈱）ニップン
クッキングパートナー
助手（１名）

9月 1
中学生～39
歳まで

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1100
～持って帰っておうちde楽しもう
～「クリスマスフルーツケーキ作
り」

簡単に作れてお家で楽しめる持
ち帰り用のクリスマスケーキを作
りました。

（㈱）ニップン
クッキングパートナー
助手（１名）

12月 1 18歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1800
障害者のための社会参加支援
講座「料理教室」

障害者が料理を楽しみ交流を深
めました。【共催】障害者総合支
援センター

料理教室講師 10月 1
障害のある
方　18歳以上

3 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央
与野本

町
2000

免疫は発酵食品でぐんぐんあが
る

発酵食品の基本を学び、塩麴作
り体験等を行いました。

発酵プロフェッショナル
発酵マイスター上級認
定講師（助手２名）

5月～6月 2 どなたでも 52 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央
与野本

町
2520

夏休み子どもｶﾚｯｼﾞ②
出張工場見学～冷凍食品ので
きるまで～

ビデオ鑑賞とクイズを通して冷
凍食品がどのようにできるか学
びました。

ニチレイフーズ 7月 1 小学生 24 1 ○ ○

中央
与野本

町
1000

親の学習事業②
「親子でデコるハロウィンケー
キ」

親子でお菓子作りを楽しみなが
らコミュニケーションを深めまし
た。

和菓子つくり指導者
助手（2名）、ファシリ
テーター

10月 1
小学生とその
保護者

28 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央
与野本

町
1000 スマイルママPart２

離乳食の基礎と作り方を学びま
した。
【共催】ひなどり保育園

ひなどり保育園栄養士 11月 1

首がすわった
～11ヶ月の乳
児とその保護
者

8 1 ○ ○

中央 上落合 1010
介護予防事業
コーヒー教室～美味しいコー
ヒーの淹れ方～

コーヒー豆から学び、プロから美
味しい淹れ方について教わるこ
とで、日常生活を豊かで健康的
に過ごすきっかけとなった。

焙煎珈琲店店長 12月 1 65歳以上 8 1 ○ ○ ○

6/15
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

中央 上落合 1000
親の学習事業／親子でバレンタ
インスイーツ作り＆おしゃべりタ
イム

親子でバレンタインケーキ作りを
楽しみながら、保護者同士の交
流を図った。

和菓子つくり指導者 1月 1
小学生とその
保護者

25 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 上落合 1300
与野の食文化「朝まんじゅう昼う
どん」

与野の食文化である朝まんじゅ
う昼うどん作りを体験した。

ふるさと与野の生活文
化を楽しむ会

2月 1 18歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 1100 蕎麦打ちデビュー講座
蕎麦の栄養について学んだり、
蕎麦作りをしたりしながら、食事
作りを楽しみました。

さいたま蕎麦打ち倶楽
部

10月 1 20歳以上 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 2000 味噌づくり講座
栄養豊富な大豆発酵食品「味
噌」の基本配合を学び、作りや
すい分量で仕込みました。

管理栄養士 12月 1 20歳以上 24 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 2000
和食でおもてなし「恵方巻とイワ
シのつみれ汁」

節分に向けて恵方巻と、鰯の手
開きからつみれ汁を作りました。

デコ巻き寿司マイス
ター

1月 1
中学生～39
歳以下

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100
男の料理教室「そば打ちにチャ
レンジ」Ａコース

蕎麦打ち体験とともに、蕎麦の
栄養成分などを学びました。

蕎麦打ち指導者 2月 1 成人男性 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100
男の料理教室「そば打ちにチャ
レンジ」Ｂコース

蕎麦打ち体験とともに、蕎麦の
栄養成分などを学びました。

さいたま蕎麦打ち倶楽
部

2月 1 成人男性 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100 春の薬膳教室
薬膳についての基礎知識を学び
ました。

料理研究家 2月 1 成人 20 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 土合 2520
⑫夏休み子ども公民館『お菓子
作り教室』

焼き菓子の実習を行いました。 民間企業 8月 1 小学生 15 1 ○ ○

桜 土合 2500
子育て応援講座「クリスマス・
クッキー作り」

クッキー作りの実習と仲間づくり
を行いました。

菓子講師 12月 1
小学生とその
保護者

18 1 ○ ○

桜 土合 1900
国際理解講座/韓国の食と文化
を学ぼう

韓国料理の実習を行いました。 外国人講師 3月 1 成人 9 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 2000 蕎麦打ち体験教室（Ａコース）
蕎麦の栄養や、蕎麦打ちの歴史
などを学ぶとともに、蕎麦打ちを
体験しました。

蕎麦打ち指導者、助手 9月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7/15
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

桜 大久保 2000 みそ作り教室
麹などの食材に関する学習のほ
か、味噌作りを体験しました。

味噌作り指導者、助手 2月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 2000 蕎麦打ち体験教室（Ｂコース）
蕎麦の栄養や、蕎麦打ちの歴史
などを学ぶとともに、蕎麦打ちを
体験しました。

蕎麦打ち指導者、助手 9月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 栄和 2520
サマースクールさかわ2022
パン作り教室①

公民館利用団体の方による地
元小学生を対象としたパン作り
体験をしました

栄和公民館サークル 7月 1
公民館地域
在住の小学
生

16 1 ○ ○ ○

桜 栄和 2520
サマースクールさかわ2022
パン作り教室②

公民館利用団体の方による地
元小学生を対象としたパン作り
体験をしました

栄和公民館サークル 7月 1
公民館地域
在住の小学
生

15 1 ○ ○ ○

桜 栄和 1010 介護予防事業　やわらぎ学級
生活全般にわたる知識、レク
レーションを学びました

病院職員、野菜ソムリ
エ、消費生活センター
他

7月～11月 8 65歳以上 256 2 ○ ○ ○

桜 栄和 1100
食育講座「クリスマスにむけて
シュトーレンを作ろう」

クリスマスシーズンに合わせ、季
節のお菓子作りを行いました

栄和公民館サークル 12月 1 39歳まで 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 栄和 1000 親の学習／親子でクッキング
親子で料理を作り、参加者同士
で子育てについて話し、交流しま
した

栄和公民館サークル
親の学習事業ファシリ
テーター

2月 1
さいたま市在
住の小学生と
その保護者

26 1 ○ ○ ○ ○

桜
大久保

東
1000

親の学習事業　親と子のクッキ
ング教室とおしゃべりプログラム

親子で米粉のピザパンを作り、
他の家族との交流と育児の情報
交換をしました。

栄養士・登録団体講師 7月 1
小学生とその
保護者

17 1 ○ ○ ○

桜
大久保

東
1010

高齢介護学級（生きがい健康づ
くり教室）「けやき倶楽部」後半

心身の健康をテーマとし、地域
の高齢者が学習と交流を目的に
集いました。

行政書士・音楽家・・文
明堂

11月～2月 8 65歳以上 326 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜
大久保

東
2500

R4冬休み子ども公民館　「クリス
マスのお菓子を作ろう！」

クリスマスにシュトーレンを作り
ました。

パン教室指導者、料理
研究家

12月 1
小学1～6年
生

16 1 ○ ○ ○

8/15
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

浦和 領家 2520
夏休みこども公民館
料理教室

SDGsの視点で食品ロスを減ら
す調理法を学び、食に対する満
足感や楽しさを感じました。

料理研究家
料理教室助手

8月 1
小学3～6年
生

6 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 領家 1100 大人の薬膳料理①
健康維持や病気予防に役立つ
薬膳料理を学びました。

料理研究家
料理教室助手

9月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 領家 1100 大人の薬膳料理②
健康維持や病気予防に役立つ
薬膳料理を学びました。

料理研究家
料理教室助手

9月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 浦和南 1100 手作りキムチで免疫力ＵＰ！
家庭でできるキムチの作り方を
学びました。

みのり会代表 2月 1 18歳以上 8 1 ○ ○ ○

浦和 上木崎 1000
親の学習事業／親子でソーセー
ジづくりに挑戦！

お子さんと保護者（男性）で、ソーセー
ジ作りに挑戦しました。

料理研究家 7月 1
5歳以上のお
子さんと保護
者（男性）

16 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1100 野菜ソムリエから学ぶ夏野菜
夏野菜の魅力について、栄養や
料理方法など、多面的に学びま
した。

野菜ソムリエ 6月 1 どなたでも 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1100 親子でハロウィンのタルトづくり
ねりきりでハロウィン向けのタル
トを親子で楽しみながら作りまし
た。

お菓子作り指導者・助
手（1名）

9月 1
小学生とその
保護者

14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1100
アイシングクッキーでクリスマス
のヘクセンハウスをつくろう！

若者を対象に、クリスマス向け
のアイシングクッキーを作りまし
た。

管理栄養士 12月 1
中学生～概
ね39歳

7 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 大東 1100 コーヒー教室
家庭での時間を豊かに過ごすことを目
的に、プロから、コーヒー豆の特徴や
おいしい淹れ方を学びました。

自家焙煎珈琲店店主 11月 1 どなたでも 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 大東 1100
食育講座「はじめての薬膳〜冬
の薬膳」

身近な食材を使って、季節の薬
膳を学びました。

料理研究家 11月 1 どなたでも 7 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲本 2110
さいたま市民の日(第1回・第2回)
親と子の居場所　仲本サロン
（明治安田生命との連携事業）

（子育てサロン）親子のふれあい
の場を提供し、参加者同士の交
流を深めた。

ボランティア、栄養士、
保健師、薬剤師 他

4月～2月※
8月無

10
3歳までの乳
幼児と保護者

119 1 ○ ○ ○

浦和 仲本 2500 親子料理講座
家庭で手軽にできる缶詰アレン
ジ料理を学んだ。

栄養士、助手(1名) 2月 1
小学生とその
保護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9/15
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
（パン教室　1年～３年生)

食事についての興味・関心を促
しました。

料理研究家 7月 1
小学1～3年
生

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
（パン教室　4年～6年生)

食事についての興味・関心を促
しました。

料理研究家 7月 1
小学4～6年
生

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1010
公民館介護予防事業／
コスモス学院・本太（前期）

高齢者の交流、生きがい、学び
合いの講座を実施しました。

ジャズピアニスト・数学
研究者・歴史紀行作家
等

5月～9月 9 65歳以上 403 1 ○ ○

浦和 本太 2500 親子公民館
学校が休みの土曜日に親子で
工作やスポーツなどの体験をし
ました。

ぶんぶん文庫
リズム縄跳び研究会推
進員

5月～3月 6
浦和区在住の
小学生と保護者

88 1 ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1100 暮らしに役立つハーブの使い方

お料理から薬用まで生活に役立つ
ハーブの基礎知識を学び、便利な
クッキングハーブソルトを作りまし
た。

ハーブインストラクター 6月 1 18歳以上 14 1 ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1100
青少年若向け講座／クリスマス
彩るヘクセンハウスを作ろう

「ヘクセンハウス」の作り方を専
門家から学び、参加者同士楽し
く交流を図りました。

管理栄養士 12月 1
16歳から39
歳まで

12 1 ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1100 味噌づくり
初心者の方でも作れる、味噌作
りを講座を実施しました。

㈱伊勢惣 2月 1 18歳以上 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲町 1010
公民館介護予防事業/
ひまわり学級(3学期)

高齢者の交流等を目的に人権
落語や食品メーカー社員の講演
(食育)などを実施しました。

落語家、㈱明治関東支
社社員、明治安田生命
等

1月～3月 10 65歳以上 398 1 ○ ○

浦和 常盤 1010
公民館介護予防事業／高齢者
学級「ときわ塾」

古典文学講座、時事講座、講談
等を通して高齢者の生きがい創
出を図りました。

大学教授、講談師、健
康管理士上級指導員
等

6月～11月 10 65歳以上 306 1 ○ ○

浦和 常盤 1100
若者向け講座
「コーヒーの淹れ方をプロから学
ぼう」

若者向けに、自宅でおいしい
コーヒーの淹れ方等ついて学び
ました。

インストラクター（コー
ヒー店店長）

11月 1
概ね16歳～
39歳

10 1 ○ ○ ○

浦和 北浦和 2520
夏休み子ども公民館
(料理教室）

エコ・クッキングで環境のことを
学びながら、料理を楽しみまし
た。

公民館職員 7月 1 小学生 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 北浦和 2500 君も減災マスターになろう
防災・減災のスキルを学ぶ。ま
た、実際に非常食を作って食
べ、食について考えました。

ボーイスカウトさいたま
第２０２団

10月 1
小学生とその
保護者

20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

浦和 南箇 2000 味噌づくり講習会
栄養豊富な大豆発酵食品「味
噌」の基本の配合を学び手作り
しました。

味噌製造会社 12月 1 20歳以上 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 2000 手打ち蕎麦づくり教室
蕎麦粉から蕎麦に仕上げるまで
を学びました。

地域蕎麦打ち愛好会 12月 1 20歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 2000 珈琲講座
珈琲の淹れ方を基礎から学びま
した。

珈琲店店主 2月 1 20歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 文蔵 1100
大人の食育講座
『具だくさんおにぎらずを作ろう』

健康で長生きするために栄養バ
ランスの取れた食事を作って学
ぶ講座。地域団体に協力いただ
く。

地元活動団体 2月 1 どなたでも 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 元気な家族の食育講座①
生活習慣病予防の食事を調理し
ました。

食生活改善推進員 6月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 元気な家族の食育講座②
免疫機能を整える食事を調理し
ました。

食生活改善推進員 2月 1 成人 6 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 男性料理教室
男性向けの料理教室を行いまし
た。

料理指導者 2月 1
18歳以上の
男性

10 1 ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1020 ふれあい会食
70歳以上でひとり住まいの方を
対象にふれあい会食を行いまし
た。

食生活改善推進員 5月～3月 8 70歳以上 97 8 ○ ○ ○ ○

南 谷田 1010
生きがい健康づくり教室
さくら塾（前期）

高齢者の生きがいづくり・仲間づ
くり・健康づくり、人権、食育の知
識の獲得などの機会を提供しま
した。

レクリェーション指導
者、歴史研究家、映像
研究家、他

5月～9月 10 65歳以上 284 1 ○ ○ ○

南 谷田 1010
生きがい健康づくり教室
さくら塾（後期）

高齢者の生きがいづくり・仲間づ
くり・健康づくり、食育の知識の
獲得などの機会を提供しまし
た。

レクリェーション指導
者、歴史研究家、映像
研究家、他

9月～12月 10 65歳以上 277 1 ○ ○ ○

南 六辻 1010
生きがい健康づくり教室
六辻学級・前期

介護予防普及啓発事業で地域
の歴史、高齢者の栄養、健康等
についてを学びました。

医師、元学校教諭、歴
史研究家等

5月～7月 8 65歳以上 129 1 ○ ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

南 六辻 1010
生きがい健康づくり教室
六辻学級・後期

介護予防普及啓発事業で、相続
対策、古典文学、高齢者の健康
等についてを学びました。

文学研究家、税理士、
病院職員等

9月～12月 6 65歳以上 107 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 西浦和 1010 わかば学級（前期）

シニア世代が、健康で楽しく生活する
ために役立つことを学び、地域の仲間
作りをする。食生活に関することを学
びました。

趣味・実技指導者
体操指導者、講談師
等

6月～9月 8 65歳以上 184 2 ○ ○ ○ ○ ○

南 別所 1010
生きがい健康づくり教室
「一本杉学級」

介護予防の学習の場、地域住
民の交流の場、仲間づくりの場
の提供しました。

趣味・実技指導者 5月～1月 9 65歳以上 149 1 ○ ○

南 別所 2520
夏休み子ども公民館「障害者ス
ポーツの歴史＆親子ボッチャ体
験」

障害者スポーツの歴史について
学び、ボッチャに挑戦する親子
講座。（白幡中連携事業）

大学准教授 8月 1
小学生とその
保護者

16 0

南 別所 2520
夏休み子ども公民館「おなか元
気教室」

正しい食習慣・生活習慣につい
て学びました。

民間企業 8月 1 小学生 12 1 ○ ○

南 東浦和 1010
【介護予防事業】
さわやか学級（前期）

介護予防普及啓発事業で、生活
教養・健康ふれあいづくり、食育
などを学びました。

教養健康指導者、生活
講座講師、音楽家、落
語家　等

5月～7月 6 65歳以上 186 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 東浦和 1010
【介護予防事業】
さわやか学級（中期）

介護予防普及啓発事業で、生活
教養・健康ふれあいづくり、食
育、人権問題などを学びました。

教養健康指導者、生活
講座講師、講談師　等

10月～12月 6 65歳以上 167 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 東浦和 1010
【介護予防事業】
さわやか学級（後期）

介護予防普及啓発事業で、生活
教養・健康ふれあいづくり、食
育、障害者スポーツなどを学び
ました。

教養健康指導者、生活
講座講師、音楽家　等

1月～3月 6 65歳以上 170 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 善前 1010
介護予防事業／「本格キムチを
つくろう」

介護予防普及啓発事業で、旬の
野菜で本格キムチのつくり方を
学びました。

趣味・実技指導者 12月 1 65歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○

南 善前 2520
夏休み子ども公民館⑪
茶道をたしなもう！

当館で活動している茶道サーク
ルの方から茶道の所作を教えて
いただき、日本の伝統文化につ
いて学びました。

茶道サークル 8月 1
公民館地域
在住の小学
生

15 1 ○ ○ ○ ○

南 善前 1100 そば打ち教室
講師指導のもとそば打ち体験を
通じて日本の伝統的な食につい
て学びました。

市民団体 12月 2

さいたま市に
在住・在勤・
在学の20歳
以上

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 大古里 2520
夏休みわくわくスクール「クッ
キーをつくろう！」

様々な形を楽しみながらクッ
キーを作りました。

美術指導者 7月 1
公民館地域
在住の小学
生

16 1 ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

緑 大古里 2520
夏休みわくわくスクール「シェフと
一緒に親子でイタリアン！」

プロのシェフに簡単でおいしいイ
タリア料理を学びました。

イタリア料理店シェフ 8月 1
公民館地域
在住の小学
生と保護者

13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 大古里 1100 本格イタリアンに挑戦
プロのシェフに簡単でおいしいイ
タリア料理を学びました。

イタリア料理店シェフ 2月 1 成人 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 三室 2520
夏休み子ども公民館
手作りパン教室

夏休みを利用した小学生が対象
の体験活動として、イースト菌な
どを使って、パン作りを体験しま
した。

三室公民館パン教室
講師

7月 1
三室地区在
住の小学生

11 1 ○ ○ ○ ○

緑 三室 2520
夏休み子ども公民館
料理教室

夏休みを利用した小学生が対象
の体験活動として、料理作り(主
食、主菜など)を体験しました。

三室ヘルスメイト 8月 1
三室地区在
住の小学生

12 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 1010
介護予防事業生きがい健康づく
り教室／減塩料理教室

塩分計で汁物の濃度を測定した
り、減塩の工夫について学んだ
りしながら、料理作りを楽しみま
した。

尾間木ヘルスメイト 10月 1 65歳以上 12 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 1100
男性料理教室「おうちで作れる
お手軽中華」

成人男性を対象として、バランス
の良い食事について学びなが
ら、身近な材料を使った料理を
作りました。

栄養士 5月 1 成人男性 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 1100 珈琲の淹れ方講座

豆の種類やローストによる味の
違いや、様々な珈琲の淹れ方を
知り、美味しい珈琲の淹れ方の
コツを学びました。

珈琲豆店店主 1月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 2520 夏休みわくわく子どもクッキング
異学年で協力しながら、おやつ
作りを楽しみました。

尾間木ヘルスメイト 8月 2 小学生 24 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 原山 1100
珈琲講座「珈琲を知る～豆から
淹れ方まで～」

コーヒーの上手な淹れ方とコー
ヒ―ポリフェノールの効能を学び
ました。

コーヒー専門家 12月 1 成人 7 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 1000 親学①親子deおうちパン
親子でできるパン作りで食育と
交流を図りました。

おうちパンマスター 5月 2
乳幼児と保護
者

24 1 ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

緑 美園 2500 畑であそぼ！①春のたけのこ編

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への関心を促
しました。

農家 4月 1
幼児・小学生
と保護者

31 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 2500
畑であそぼ！②夏のじゃがいも
編

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への関心を促
しました。

農家 6月 1
幼児・小学生
と保護者

47 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 2500 畑であそぼ！③秋の里いも編

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への関心を促
しました。

農家 11月 1
幼児・小学生
と保護者

33 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 2500 畑であそぼ！④冬のもちつき

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への関心を促
しました。

農家 12月 1
幼児・小学生
と保護者

41 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本

丸
1010

公民館介護予防事業｢やまぶき
学級｣【明治安田生命との連携
事業】

歴史や法律、健康体操など、さ
まざまな分野について学び、仲
間づくりを進めました。

歴史研究家、ファイナ
ンシャルプランナー、気
功指導者他

5月～7月 9 65歳以上 148 1 ○ ○ ○

岩槻
岩槻本

丸
1300 太巻き祭り寿司

千葉県の郷土料理である太巻き
祭り寿司を学びました。

料理研究家 3月 1
市内在住在
勤の成人

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本

町
1100 季節の料理教室

食育のため旬の食材を使った料
理を学びました。

料理研究家 6月 1 成人 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本

町
1100 季節の料理教室「おせち料理」

食育のため旬の食材を使った料
理を学びました。

料理研究家 12月 1 成人 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本

町
1300 初心者向け「手打ちそば教室」

伝統的に伝わる手打ちそばの作
り方を学びました。

手打ちそば講師 12月 1 成人 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻南

部
1000

親の学習事業②「かんたん肉ま
ん作り～美味しい、楽しい親子
クッキング」

親子で料理を楽しみ、親の学習
では子育てについての意見交換
を行いました。

管理栄養士 12月 1
2歳～未就園
児とその保護
者

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻南

部
1300 手打ちそば教室

手打ちそばの作り方を基礎から
学びました。

元公民館長 11月 1
市内在住・在
勤

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14/15
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令和４年度公民館事業報告書

件数total 総回数 参加延人数
食育

総回数

区 公民館名
事業種別

コード
事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標 食育の各年齢期

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

167 6081313 180 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→
継続

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

岩槻
岩槻北

部
1100 そば打ち教室 そば打ちの基礎を学びました。 そば打ち講師、助手 2月 1 成人 6 1 ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北

部
1300 郷土料理教室 太巻き祭り寿司を学びました。 料理研究家、助手 1月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北

部
1100 薬膳料理教室

薬膳の知識と薬膳料理を学びま
した。

料理研究家、助手 11月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北

部
1100 味噌作り教室

手作りのおいしい味噌の作り方
を学びました。 料理研究家、助手 2月 1 成人 7 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北

部
2520

サマースクールほくぶ「子ども料
理教室」

料理を学びました。 料理研究家 8月 1 小学生 8 1 ○ ○

岩槻
岩槻城

址
1010

生きがい健康づくり教室
「白鶴学級　Ⅰ」

介護予防普及啓発事業で、健康
体操、悪質商法予防、絵手紙等
を学びました。

ピラティス指導者
絵手紙指導者　等

6月～7月 8 65歳以上 178 1 ○ ○ ○

岩槻
岩槻城

址
1010 介護予防事業　和菓子教室

高齢者の健康増進を目的とし
て、日本の食文化である和菓子
（ねりきり）づくり体験教室を実施
しました。

地域和菓子店 12月 1 65歳以上 10 1 ○ ○ ○

15/15
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

西 指扇 1000
キラキラ子育ちクラブⅢ中学生
ふれあい体験事業

①日本茶を楽しむ②親子でフラ
ダンス③親子でHip・Hop

①日本茶インストラク
ター②フラダンス講師
③Hip・Hop講師

10月 3
未就学児とそ
の保護者

120 1 ○ ○ ○

西 指扇 2500 食育：親子クッキング 一緒に楽しく食事を作り食す。 さいたま市ヘルスメイト 12月 1
未就学児とそ
の保護者

24 1 ○ ○ ○ ○

西 指扇 1100 手作り味噌づくり 寒仕込みの味噌をつくる。 管理栄養士 2月 1
中学生以上
どなたでも

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 馬宮 2510
青少年・若者向け講座
スイーツ作り教室

普段公民館に足を運ばない年齢
層を対象にスイーツ作り教室を
開催する。

地域洋菓子店 2月 1
15歳～39歳
までの方

15 1 ○ ○ ○

西 植水 1100 味噌づくり講座
味噌づくりの体験を行い、食文化
の理解を深める事業。

味噌製造会社 1月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「スイーツ教室」A

お菓子づくりを親子で楽しみま
す。

製菓講師、助手 8月 1
市内在住・在
学の小学生と
その保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「スイーツ教室」B

お菓子づくりを親子で楽しみま
す。

製菓講師、助手 8月 1
市内在住・在
学の小学生と
その保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「クッキング教室」

大宮西中学校生徒が考案した食
育メニューを親子で調理実習し
ます。【連携】大宮西中学校

親子サークル指導者、
助手

8月 1
市内在住・在
学の小学生と
その保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 2520
夏休み子ども公民館
「ブルーベリー摘みとパティシエ
体験」

地元農園の協力により、摘み取りとタルト
づくりの体験を行います。【連携】ファー
マー＆パティスリーカフェミルティーユ

農園オーナー・パティシ
エ

8月 1
市内在住・在
学の小学生と
その保護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1210
ハロウィンクッキープレゼント大
作戦

プレゼント交換にぴったりなかわ
いいクッキーを作ります。

製菓講師、助手 10月 1

市内在住・在
学の小・中学
生とその保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1100
学びのネットワーク事業
野菜ソムリエに学ぶ冬野菜の魅
力

冬野菜のおいしい食べ方を学
び、SDGsへの取り組みを学びま
す。

野菜ソムリエ・料理研
究家

11月 1
市内在住・在
勤の方

20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 1100
野菜ソムリエに学ぶ春野菜の魅
力

春野菜のおいしい食べ方を学
び、SDGsへの取り組みを学びま
す。

野菜ソムリエ・料理研
究家

2月 1
市内在住・在
勤の方

20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

1/14
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

西 内野 1210 春の和菓子づくり教室 季節の和菓子をつくります。 パン・製菓講師、助手 3月 1
市内在住・在
勤の方

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 大砂土 1100 食育講座/薬膳「冬の寒さ対策」

家庭でも気軽に取り入れられる
薬膳の知識と冬を健やかに迎え
るための薬膳料理のレシピを学
びます。

国際中医薬剤師 2月 1 どなたでも 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 日進 1010
介護予防事業「生きがい健康づ
くり教室」日進菜の花学級(前期)

介護予防普及啓発事業で、音
楽、脳トレ、論語、歴史、食生活
に関する講座など健やかに生き
るための学習と地域の仲間づく
りを行います。

歌謡漫談家・数学教育
家・放送大学非常勤講
師・他

5月～9月 9
65歳以上の
方

360 1 ○ ○ ○

北 日進 2510
青少年講座「クリスマスを彩るヘ
クセンハウスをつくろう」

お菓子で作ったミニチュアの家
（ヘクセンハウス）作りを通して参
加者同士の交流を図ります。

アイシングクッキー認
定講師・管理栄養士

12月 1
16歳～39歳
以下

12 1 ○ ○ ○

北 宮原 1100 野菜ソムリエから学ぶ夏野菜
野菜ソムリエから夏野菜につい
て学びます。

野菜ソムリエ 5月 1 どなたでも 20 1 ○ ○ ○ ○

北 宮原 2520
夏休み子どもわくわく教室
野菜クイズ&実験(仮)

子どもたちが、野菜について学
びます。

野菜ソムリエ 8月 1 小学生 15 1 ○ ○

北 宮原 1100 野菜ソムリエから学ぶ　冬野菜
野菜ソムリエから冬野菜につい
て学びます。

野菜ソムリエ 11月 1 どなたでも 20 1 ○ ○ ○ ○

北 植竹 1010
介護予防普及啓発事業
BONSAI学園

介護予防普及啓発事業で、健
康・音楽・落語など様々な分野を
学習します。

企業講師、音楽家、落
語家 他

5月～11月 7
65歳以上の
方

280 1 ○ ○ ○

大宮 桜木 1100 沖縄料理講座
身近な材料で手軽に作れる沖縄
料理を学ぶ。

沖縄料理店店主 7月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 桜木 2520 夏休み子ども公民館／料理教室
心豊かな青少年育成を目的とし
た、小学生を対象とする料理の
知識を学ぶ教室。

料理研究家 8月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○

大宮 桜木 2520 冬休み子ども公民館／料理教室
心豊かな青少年育成を目的とし
た、小学生を対象とする料理の
知識を学ぶ教室。

料理研究家 12月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○

大宮 桜木 1100 アンチエイジング薬膳
市民の健康増進と食への意識を
高めることを目的とした、薬膳の
効能を学ぶ講座。

国際中医薬膳師 10月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 1100 味噌作り講座（午前の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚
障害者に配慮した味噌作りの体
験教室です。

料理講師
助手

1月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2/14

37



令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

大宮 大宮南 1100 味噌作り講座（午後の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚
障害者に配慮した味噌作りの体
験教室です。

料理講師
助手

1月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮中部 1100 季節の料理教室
食品や調理方法についての知識
向上を目的に、季節が旬な食材
で料理を作る講座

料理研究家
助手

9月 1 成人以上 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 1000
親の学習事業「親子スイーツ教
室（クッキー）」

親子でスイーツをつくります。
料理研究家、助手
親の学習ファシリテーター

9月 1
小学生
全学年とその保
護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 1000
親の学習事業「親子ピザづくり教
室」

親子でピザをつくります。
料理研究家、助手
親の学習ファシリテーター

12月 1
小学生
全学年とその保
護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 2000
学びのネットワーク/SDGｓ事業
「ヨーロッパ野菜教室」

市内で生産された野菜を使った
料理をつくります。

料理研究家
助手

10月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 2520
夏休み子ども公民館「パンづくり
教室①」

小学生を対象に、体を作る食材
を意識した料理を学びます。

料理研究家
助手

7月 1 小学生（全学
年）

15 1 ○ ○ ○

大宮 大宮北 2520
夏休み子ども公民館「パンづくり
教室➁」

小学生を対象に、体を作る食材
を意識した料理を学びます。

料理研究家
助手

8月 1 小学生（全学
年）

15 1 ○ ○ ○

大宮 三橋 2500
さいたま市民の日／親子公民館
「親子茶道教室」

さいたま市民の日に小学生とそ
の保護者を対象に茶道について
学ぶ教室。【連携】三橋小、上小
小

茶道指導者、助手 4月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 2520
夏休み子ども公民館「親学＆親
子料理」

親の学習プログラムと親子料
理。

管理栄養士、親の学習
ファシリテーター

8月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 2521
冬休み子ども公民館「親子味噌
づくり教室」

小学生と保護者を対象に国産大
豆から作る昔ながらの味噌づくり
を体験する教室。【連携】三橋
小、上小小

味噌づくり指導者、助
手

1月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 2521
冬休み子ども公民館「親子そば
打ち教室」

伝統的なそばづくりを親子で体
験する教室。

蕎麦打ち指導者 12月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300 和菓子の魅力を知る講座
地元和菓子屋の歴史を学び、体
験をする教室

地域和菓子店店長、助
手

7月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300
バックトゥ昭和「ぬか床づくりに挑
戦！」

ぬか漬けの床づくりを学ぶ教室。 市内農業者 6月 1 成人 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 1300 味噌づくり教室
国産大豆から作る昔ながらの味
噌づくりを体験する教室。

味噌づくり指導者、助
手

2月 1 成人 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

大宮 大成 1100 すしケーキ作り（市民の日事業）

さいたま市民の日を記念して、市
の花桜を野菜などで作り、大宮
公園の桜をイメージしたすしケー
キを作る事業

管理栄養士
料理助手

4月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大成 2520
SDGs／夏休み子ども公民館／
子ども食堂

子ども食堂の活動について理解
を深め、SDGs（持続可能な開発
目標）を考える機会とする事業

管理栄養士
料理助手

8月 1
小学生と保護
者

24 1 ○ ○ ○ ○

大宮 大成 1100 料理講座（ガトーショコラ）
市民の知識向上を目的とし、ガ
トーショコラの作り方を学ぶ事業

お菓子作り講師 2月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大成 1000 親の学習事業／料理教室
親同士の学び合いを目的に学習
するプログラムと、親子でひなま
つりケーキ作りを体験する事業

お菓子作り講師 3月 1
小学生とその
保護者

12 1 ○ ○ ○

大宮 大宮東 1000
親の学習事業＆夏休み子ども公
民館／(仮)親子で本格水餃子

子育て支援を目的とした、親子
で一緒に水餃子づくりを学び、親
の学習プログラムを実施します。

講師
助手
親の学習ファシリテー
ター

7月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 1100 男の料理教室
料理の楽しさや食育を学ぶ教室
です。
【共催】大宮東地区社会福祉協議会

講師
助手ボランティア（社
協）

12月 1
大宮東地区
在住の成人
男性

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 大砂土東 2520
夏休み子ども公民館
「キッズクッキング～パン作り～」

粉からこねてパンを作ります。 料理研究家 7月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○

見沼 大砂土東 1210 和菓子でケーキ作り 和菓子でケーキを作ります。 料理研究家 10月 1 どなたでも 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 大砂土東 1100 クリスマスケーキつくり クグロフを作ります。 ニップン登録講師 12月 1 どなたでも 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 大砂土東 1100 味噌づくり教室
日本の伝統発酵食品「味噌」に
ついて学び、豆から味噌を作りま
す。

株式会社　伊勢惣 2月 1 どなたでも 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 2520
片柳子ども公民館「親子でクッキ
ング＆おしゃべり教室～親の学
習事業～」

親子でピザを作り、家族同士で
交流を図ります。

パン作り講師 8月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 2520
片柳子ども公民館「パンづくり教
室」

オリジナルのパンづくりを体験し
ます。

パン作り講師 8月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 1100 太巻き祭り寿司づくり教室 ひな祭りの太巻きを作ります。
料理研究家・管理栄養
士

2月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 七里 1100 和菓子教室
和菓子の作り方の基本を学びま
す。

料理研究家 6月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

見沼 春岡 1100 まめ物語 おいしい味噌を手作り。 料理研究家 2月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 1210 そば打ち体験 蕎麦打ちを学ぶ。 そば倶楽部 12月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 1300
郷土料理
太巻き祭り寿司に挑戦

郷土に伝わる太巻き祭り寿司の
作り方を学ぶ。

料理研究家管理栄養
士

2月 1 成人 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 2520
夏休み子ども公民館「パンづくり
教室」

子どもにもできるパンづくりを学
ぶ。

料理研究家 8月 1 小学生 10 1 ○ ○

見沼 春岡 2521
夏休み子ども公民館「お菓子づく
り教室」

子どもにもできるお菓子づくりを
学ぶ。

児童センター職員 8月 1 小学生 10 1 ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 2520
夏休み子ども公民館
「そば打ちにチャレンジ！①」9時
開催

そばの打ち方の体験を通して、
手作りのよさを実感し、食の大切
さを学びます。

そば打ち指導者 8月 1 小学生 5 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 2520
夏休み子ども公民館
「そば打ちにチャレンジ！②」11
時開催

そばの打ち方の体験を通して、
手作りのよさを実感し、食の大切
さを学びます。

そば打ち指導者 8月 1 小学生 5 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1100
～持って帰っておうちde楽しもう
～「クリスマスフルーツケーキ作
り」

簡単に作れてお家で楽しめる持
ち帰り用のクリスマスケーキを作
ります。

（㈱）ニップン
クッキングパートナー
講師（2名）

12月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1100
～持って帰っておうちde楽しもう～
「バレンタインにピッタリ♪手作りパン
教室」

簡単に作れてお家で楽しめるパ
ンの作り方を学びます。

（㈱）ニップン
クッキングパートナー
講師（２名）

2月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 鈴谷 1010
介護予防事業
ねんりん大学　（前期）

多様な内容でシニア世代の健康
づくりと仲間づくりを促します。

花王、ニチレイフーズ、
数学教育家、野菜ソム
リエ他

5月～6月 6
65歳以上の
方

132 1 ○ ○

中央 鈴谷 1800
障害者のための社会参加支援
講座「料理教室」

障害者が料理を楽しみ交流を深
めます。【共催】障害者総合支援
センター

料理教室講師 10月 1
障害のある方
18歳以上

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 大戸 1100
食育講座
「おいしいコーヒーの淹れ方」

おいしいコーヒーの淹れ方を学
びます。

自家焙煎珈琲リフォル
メ店長

10月 1 どなたでも 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 与野本町 2000
時短！便利！美味しい！
味噌玉作り

味噌玉の作り方を学びます
発酵プロフェッショナル
発酵マイスター上級認
定講師（助手２名）

6月 1 どなたでも 30 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 与野本町 1000
親の学習事業②
「親子でデコるハロウィンケーキ」

親子でお菓子作りを楽しみなが
らコミュニケーションを深めます

和菓子つくり指導者
助手（2名）、ファシリ
テーター

10月 1
小学生と保護
者

24 1 ○ ○ ○ ○ ○

5/14
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

中央 上落合 1300
さいたま市民の日記念
親子でまんじゅう作り

さいたま市民の日のイベントとし
て親子で饅頭作りを体験し与野
の食文化に触れる。

ふるさと与野の生活文
化を楽しむ会

5月 1
小学3年生～
中学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 上落合 2520 サマーキッズ：親子料理教室

親子で料理し、食事を作る大変
さや、食べてもらう楽しさ、親子で
食事をすることの大切さを感じて
もらう。

さいたま市食生活改善
推進員協議会

7月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 上落合 1100 そば打ち体験①
そば打ちを体験するとともに、食
品としての蕎麦を通してバランス
の良い食生活についても学ぶ。

蕎麦打ち倶楽部 11月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 上落合 1100 そば打ち体験②
そば打ちを体験するとともに、食
品としての蕎麦を通してバランス
の良い食生活についても学ぶ。

蕎麦打ち倶楽部 11月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○

中央 上落合 1010
介護予防事業
美味しいコーヒーの淹れ方

コーヒー豆から学び、プロから美
味しい淹れ方について教わるこ
とで、日常生活を豊かで健康的
に過ごすきっかけを作る。

珈琲店店長 12月 1
65歳以上の
方

8 1 ○ ○ ○

中央 下落合 2000 蕎麦打ちデビュー講座
蕎麦の栄養について学んだり、
そば作りをしたりしながら食事作
りを楽しむ。

さいたま蕎麦打ち倶楽
部

10月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 2000 味噌づくり講座
栄養豊富な大豆発酵食品「味
噌」の基本配合を学び、作りやす
い分量で仕込む。

管理栄養士 12月 1 成人 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 1100
和食でおもてなし「バラの巻き寿
司と春の和菓子」

家でのおもてなしに地元のバラ
をモチーフにした巻き寿司が自
分で出来るようにする。

実技指導者 1月 1 成人 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央 下落合 2000 パン講座（仮）
家でのおもてなしに地元のバラ
をモチーフにしたパンが自分で
焼けるようにする。

実技指導者 3月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1000
親の学習事業　焼きいも体験
（仮）

親子で焼いもづくりに挑戦し、地
域の方との交流を図るとともに、
親同士の情報交換を行う

地域協力者、親の学習
ファシリテーター、公民
館職員

6月～11月 3
小学生とその
保護者

36 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100 たじま薬膳教室（仮） 薬膳についての基礎知識を学ぶ 料理研究家 11月 2 どなたでも 40 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1300 鏡餅作り講座
伝統的な正月行事を、鏡餅作り
を体験しながら学ぶ

地域協力者、公民館職
員

12月 1 どなたでも 15 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100 そば打ち講座A
そばの栄養成分などを学びなが
ら、そば打ちを体験する

さいたま蕎麦打ち倶楽
部スタッフ

1月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 1100 そば打ち講座B
そばの栄養成分などを学びなが
ら、そば打ちを体験する

さいたま蕎麦打ち倶楽
部スタッフ

1月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

桜 土合 1000
親の学習事業
親子でシュトーレンづくり

親子で楽しくお喋りしながら、シュ
トーレン作りを楽しむ。

菓子講師、親の学習
ファシリテーター

12月 1
小学生とその
保護者

20 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 土合 2520
夏休み子ども公民館⑨「お菓子
作り教室」

焼き菓子の実習を行い、家に持
ち帰り試食する。

民間企業講師 8月 1 小学生 10 1 ○ ○ ○

桜 土合 1100 土合そば打ち道場Ａ
そば打ちの基礎を学び、受講者
同志の交流を図る。

調理講師 12月 1 男性 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 土合 1100 土合そば打ち道場Ｂ
そば打ちの基礎を学び、受講者
同志の交流を図る。

調理講師 12月 1 男性 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 1000 親の学習事業「芋掘り体験」
地域の畑で芋掘りを親子で体験
した後、親同士で子育てについ
て意見交換をします。

公民館運営協議委員
会委員、親学ファシリ
テーター

6月 1
小学生とその
保護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 1100 蕎麦打ち体験教室（Ａコース）
蕎麦打ちを体験し、作る楽しさと
食文化を学びます。

蕎麦打ちサークル 9月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 1100 蕎麦打ち体験教室（Ｂコース）
蕎麦打ちを体験し、作る楽しさと
食文化を学びます。

蕎麦打ちサークル 9月 1 成人 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保 1100 初めての薬膳教室
薬膳の効能などについて学びま
す。

薬膳師 12月 1 成人 20 1 ○ ○ ○ ○

桜 大久保 2000 みそ作り講習会
麹などの食材に関する知識を学
び、味噌作りを体験します。

味噌作り指導者、助手 2月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 栄和 1010
介護予防事業
やわらぎ学級

生活全般にわたる知識、レク
レーション

野菜ソムリエ、気象庁、
県消費生活センター、
建築家

7月 6
65歳以上の
方

96 1 ○ ○ ○

桜 栄和 2520
夏休み子ども公民館
パンつくり教室①

公民館利用団体の方による地元
小学生を対象としたパンつくり体
験教室

栄和公民館サークル 7月 1
公民館地域
在住の小学
生

20 1 ○ ○ ○ ○

桜 栄和 2520
夏休み子ども公民館
パンつくり教室②

公民館利用団体の方による地元
小学生を対象としたパンつくり体
験教室

栄和公民館サークル 7月 1
公民館地域
在住の小学
生

20 1 ○ ○ ○ ○

桜 栄和 1100
【食育講座】
シュトーレンを作ろう（仮）

クリスマスシーズンに合わせて季
節のお菓子作りを行う

栄和公民館サークル 12月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保東 1010
高齢介護学級（生きがい健康づ
くり教室）「けやき倶楽部」前編

地域の高齢者が学習と交流を目的に
集います。【連携：桜区保健センター
地域包括支援センター彩寿苑】

映像研究家・健康いき
がいづくりアドバイ
ザー・歯科衛生士・フ
リーアナウンサー

6月～9月 8
65歳以上の
方

400 1 ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

桜 大久保東 1010
高齢介護学級（生きがい健康づ
くり教室）「けやき倶楽部」後半

地域の高齢者が学習と交流を目
的に集う。

野菜ソムリエ　地球市
民学習代表・落語家・
演奏家

11月～2月 8
65歳以上の
方

400 1 ○ ○ ○

桜 大久保東 1000
親の学習事業②
親子で楽しくクッキング

親子で料理を楽しむ。
他家族との交流と育児の情報交
換をする。

栄養士、親の学習ファ
シリテーター

7月 1
小学生とその
保護者

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 大久保東 2520
夏休み子ども公民館
おいしいうどんを作ろう！

大久保地区の郷土料理の「うどん」作
りを楽しむ。小麦文化から地域の暮ら
しを知り郷土への愛着を育てる

大久保東公民館運営
協議委員会

8月 1
公民館地域
在住の小学
生

12 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 岸町 1010
公民館介護予防事業/
きしちょう学園（前期）

高齢者の交流、生きがい、学び
あいの講座。

数学教育家、野菜ソム
リエ　他

5月～9月 7
65歳以上の
方

240 1 ○ ○ ○

浦和 岸町 1000 親の学習事業/親子料理教室
親子を対象に料理教室を実施し、参
加者同士の交流を図る。ファシリ6,000
円　講師10000円　助手5,000円×2人

料理研究家、助手（2
名）

10月 1
年長～小学3
年生と保護者

12 1 ○ ○ ○ ○

浦和 岸町 1100 春の彩り弁当
春らしい彩り豊かなお弁当を作
る。

おべんとう愛好家
助手（１名）

3月 1
18歳以上の
方

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 領家 1100
暮らしに役立つハーブの使い方
講座

お料理から薬用まで生活に役立つ
ハーブの基礎知識を学び、便利な
クッキングハーブソルトを作る。

ハーブインストラクター 7月 1
概ね16歳～
39歳の方

6 1 ○ ○ ○ ○

浦和 領家 1100
今年は手作り！クリスマスフルー
ツケーキ作り

簡単で美味しいクリスマスケーキ
を作る。

ニップンクッキングパー
トナ

12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 浦和南 1010
公民館介護予防事業／
浦和南はつらつ塾（前期）

高齢者の交流・生きがい・学び合
いの講座。音楽・体操・健康につ
いて学ぶ。（人権予算10,000円）

歴史研究家、音楽家
等

5月～7月 7
65歳以上の
方

90 1 ○ ○

浦和 浦和南 1010
公民館介護予防事業／
浦和南はつらつ塾（後期）

高齢者の交流・生きがい・学び合
いの講座。音楽・体操・健康につ
いて学ぶ。

レクリエーションインス
トラクター、野菜ソムリ
エ　等

9月～12月 8
65歳以上の
方

100 1 ○ ○

浦和 浦和南 1100 和菓子作り教室
家庭でできる簡単な和菓子を作
る。

料理研究家
助手

9月 1
18歳以上の
方

10 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 浦和南 1100 みそ作り教室 基本の味噌の作り方を学ぶ。 株式会社伊勢惣 2月 1
18歳以上の
方

10 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1000
親の学習事業／パパとキッズで
ソーセージ作りに挑戦

お子さんと保護者（男性）で、ソー
セージ作りに挑戦します。※ファ
シリ6,000円、講師謝金10,000円

料理研究家 7月 1
5歳以上のお
子さんと保護
者（男性）

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1100 野菜ソムリエから学ぶ夏野菜
夏野菜の魅力について、栄養や
料理方法など、多面的に学びま
す。

野菜ソムリエ 12月 1 どなたでも 15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

浦和 上木崎 1100 コーヒー講座
講師の説明とデモンストレーショ
ンを聞き、実際にコーヒーを入れ
て交流を図ります。

マルワコーヒー店主・
助手（1名）

1月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 1100 春の和菓子づくり 春の和菓子を手作りします。
お菓子作り指導者・助
手（1名）

2月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 大東 1100 コーヒー教室
プロから、コーヒー豆の特徴やおいし
い淹れ方を学び、家庭での時間を豊
かに過ごすことを目的とする。

自家焙煎珈琲店店主 1月 1 どなたでも 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 大東 2500 親子で作る和ケーキ講座
和菓子の練り切りを使い、親子で和
ケーキ作りをし、食の楽しさを学びな
がらコミュニケーションを深める

お菓子作り指導者 2月 1 小学生と親 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲本 1000
親の学習事業／親子料理～おう
ちピザを作ってみよう～

親子で料理を楽しむとともに食
育への関心を深めるとともに参
加者同士の交流を図る。

栄養士3名、ファシリ2
名、

11月 1
小学生と保護
者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲本 2110 親と子の居場所　仲本サロン
（子育てサロン）親子及び参加者同士
の交流。読み聞かせ、工作（学びの
ネットワークＳDGｓ）、離乳食教室など

よい本を読む会、官足
法指導者、保健ｾﾝﾀｰ、
栄養士

通年 10
3歳までの乳
幼児と保護者

160 1 ○ ○ ○

浦和 仲本 1100
ハーブ講座～クッキングハーブソ
ルト作り～

暮らしに役立つハーブについて
学び、お料理に便利なクッキング
ハーブソルトを作る。

ハーブインストラクター 6月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲本 2521
夏の親子料理～親子で惣菜パン
作りに挑戦～

親子で料理づくりを通して食育へ
の関心を高め、生活リズムにつ
いて考える機会とする。

栄養士、助手(1名) 7月 1
小学生とその
保護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
針ヶ谷パティスリー（1年～3年生)

料理体験をしながら食に対する
興味・関心を促す。

料理講師 7月 1
小学1～3年
生

8 1 ○ ○ ○ ○

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
針ヶ谷パティスリー（4年～6年生)

料理体験をしながら食に対する
興味・関心を促す。

料理講師 8月 1
小学4～6年
生

8 1 ○ ○ ○ ○

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
針ヶ谷ベーカリー（1年～3年生)

食事についての興味・関心を促
す。

料理研究家 8月 1
小学1～3年
生

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 針ヶ谷 2520
針ヶ谷サマースクール
針ヶ谷ベーカリー（4年～6年生)

食事についての興味・関心を促
す。

料理研究家 8月 1
小学4～6年
生

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1010
公民館介護予防事業／
コスモス学院・本太（前期）
（明治安田生命との連携事業）

高齢者の交流、生きがい、学び
合いの講座。

国立科学博物館名誉
研究員・歴史紀行作
家・音楽療法士等

5月～
9月

8
65歳以上の
方

400 1 ○ ○

浦和 本太 1010
公民館介護予防事業／
コスモス学院・本太（後期）

高齢者の交流、生きがい、学び
合いの講座。

落語家・放送大学非常
勤講師・文学講師等

11月～3月 8
65歳以上の
方

400 1 ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

浦和 本太 1600 園芸講座／オクラを育てよう！
オクラの育て方を学び、プラン
ターにオクラを植えて育てる。

見沼グリーンセンター
農業技師

5月 1
18歳以上の
方

14 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 本太 1100 春のハーブの使い方（仮）
お料理から薬用まで生活に役立つ
ハーブの基礎知識を学び、ハーブ
工作を行う。

ハーブインストラクター 6月 1
18歳以上の
方

14 1 ○ ○ ○ ○

浦和 本太 2500 親子公民館
学校が休みの土曜日に親子で
工作・華道・料理などの体験を通
し、楽しい時間を過ごす。

ぶんぶん文庫
実技指導者

7月～
3月

5 浦和区在住の
小学生と保護者

90 1 ○ ○ ○ ○

浦和 仲町 1010
公民館介護予防事業／
ひまわり学級1学期

高齢者の交流、生きがい、学び
あいの講座

学芸員、健康運動指導
士、音楽家　等

5月～7月 10
65歳以上の
方

400 1 ○ ○

浦和 仲町 1010
公民館介護予防事業／
ひまわり学級2学期

高齢者の交流、生きがい、学び
あいの講座

国立天文台名誉教授、
音楽家　等

9月～12月 10
65歳以上の
方

400 1 ○ ○

浦和 仲町 1010
公民館介護予防事業／
ひまわり学級3学期

高齢者の交流、生きがい、学び
あいの講座

文書館職員、大正琴奏
者、アコーディオン奏者
等

1月～3月 9
65歳以上の
方

360 1 ○ ○

浦和 仲町 1100 そば打ち講座
そば打ちを通して、地域住民の
交流を図る

そば打ち指導者 12月 1 どなたでも 15 1 ○ ○ ○ ○ ○

浦和 常盤 1010
公民館介護予防事業／高齢者
学級「ときわ塾」

古典文学講座、時事講座、講談等を
通して高齢者の生きがい創出を図る。
※人権予算10,000円

文学講師、講談師等 6月～11月 10
65歳以上の
方

400 1 ○ ○

浦和 常盤 2520
サマースクール
「アイシングクッキー」

アイシングクッキーつくり
アイシングクッキー認
定講師

7月 1 小学生 12 1 ○ ○

浦和 常盤 1100
「コーヒーの淹れ方をプロから学
ぼう」

おいしいコーヒーの淹れ方を学
ぶ。

インストラクター（コー
ヒー店店長）

12月 1 どなたでも 15 1 ○ ○ ○ ○

浦和 北浦和 1010
公民館介護予防事業／
友遊塾(前期）

健やかに生きるための生きがい
と健康づくり、仲間づくりのため
の学習。

歴史紀行作家、秘境添
乗員 他

6月～7月 6
65歳以上の
方

100 1 ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 1100 味噌づくり講習会
栄養豊富な大豆発酵食品「味
噌」を基本の配合を学び手作り
する

味噌製造会社 12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 1100
スローライフ講座／
手打ち蕎麦づくり教室

蕎麦粉から蕎麦に仕上げるまで
を学ぶ

地域蕎麦打ち愛好会 12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 1100 珈琲講座 珈琲の淹れ方を基礎から学ぶ 珈琲店店主 2月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

南 文蔵 1100 大人の食育講座

健康で長生きするために栄養バ
ランスの取れた食事を作って学
ぶ講座。地元飲食店に協力いた
だく。

地元飲食店 2月 1 どなたでも 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1020 ふれあい会食
70歳以上でひとり住まいの方を
対象に会食を実施する。

食生活改善推進員 5月～3月 8 70歳以上 160 8 ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 元気な家族の食育講座①
あらゆる年代のテーマに沿った
調理実習を行う。

食生活改善推進員 6月 1 18歳以上 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 元気な家族の食育講座②
あらゆる年代のテーマに沿った
調理実習を行う。

食生活改善推進員 2月 1 18歳以上 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 1100 男性料理教室
男性向けの料理教室を実施す
る。

料理指導者 2月 1
18歳以上の
男性

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 谷田 1010
生きがい健康づくり教室
介護予防事業
さくら塾（前期）

高齢者の生きがいづくり・仲間づ
くり・健康づくりの機会を提供す
る。

レクリェーション指導
者、歴史研究家、映像
研究家、他

5月～9月 10 65歳以上 360 2 ○ ○ ○

南 谷田 1010
生きがい健康づくり教室
介護予防事業
さくら塾（後期）

高齢者の生きがいづくり・仲間づ
くり・健康づくりの機会を提供す
る。

レクリェーション指導
者、歴史研究家、映像
研究家、他

9月～12月 10 65歳以上 360 1 ○ ○ ○

南 六辻 1010
介護予防事業
生きがい健康づくり教室
六辻学級・前期

介護予防普及啓発事業で地域
の歴史、高齢者の栄養、健康等
についてを学ぶ

栄養師、元学校長、歴
史研究家等

5月～7月 6
65歳以上の
方

120 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 西浦和 1010
介護予防事業
わかば学級（後期）

シニア世代が、健康で楽しく生活
するために役立つことを学び、地
域の仲間作りをする。

趣味・食育等の指導
者、歴史研究者家、演
奏家　等

6月 4 65歳以上 120 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 別所 1010
介護予防事業
生きがい健康づくり教室
「一本杉学級」

介護予防の学習の場、地域住民
の交流の場、仲間づくりの場の
提供を行う。」

趣味・実技指導者 5月～１月 9 65歳以上 216 1 ○ ○

南 別所 2520 夏休み子ども公民館
「おなか元気教室」

正しい食習慣・生活習慣につい
て学ぶ講座。(食育関連事業）

民間企業 8月 1
小学生
（全学年）

16 1 ○ ○ ○ ○

南 東浦和 1010
【介護予防事業】
さわやか学級（前期）

介護予防普及啓発事業で、生活
教養・健康ふれあいづくり、食
育、障害者スポーツなどを学ぶ。

教養健康指導者、生活
講座講師、音楽家　等

5月～6月 6
65歳以上の
方

210 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 東浦和 1010
【介護予防事業】
さわやか学級（後期）

介護予防普及啓発事業で、生活
教養・健康ふれあいづくり、食
育、などを学ぶ。

教養健康指導者、生活
講座講師、講談師　等

1月～3月 6
65歳以上の
方

210 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 善前 1010
介護予防事業／オリーブ学園
【第2期】

シニア世代を対象とした、郷土の
歴史や数字や漢字講座など、新
分野新知識を学ぶことをテーマ
とした教室。

数学教育家　他 9月～12月 8 65歳以上 200 1 ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

南 善前 1010
介護予防事業／夏野菜でキムチ
をつくろう

シニア世代を対象とした、夏野菜
でキムチを作る講座。

趣味・実技指導者 2月 1 65歳以上 12 1 ○ ○ ○ ○

南 善前 1010 介護予防事業／味噌づくり（仮）
シニア世代を対象に、味噌づくり
を体験する講座。

趣味・実技指導者 1月～2月 2 65歳以上 24 1 ○ ○ ○

南 善前 2520
夏休み子ども公民館⑩／茶道を
たしなもう！

茶道を通して日本の伝統文化わ
び、さびについて学ぶ講座。

茶道サークル 8月 1
公民館地域
在住の小学
生

15 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 善前 1100 そば打ち教室
そば打ちを通して日本の伝統的
な食について学ぶ講座。

市民団体 12月 2

さいたま市に
在住・在勤・
在学の20歳
以上

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 大古里 2520
夏休みわくわくスクール親子で本
格イタリアン

プロのシェフに簡単でおいしいイ
タリア料理を学ぶ。

イタリア料理店シェフ 8月 1
公民館地域
在住の小学
生と保護者

15 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 大古里 1000
【親の学習事業】親子でクッキー
を作ろう

バレンタインデーに合わせてチョ
コレートを使ったクッキーをつく
る。

美術指導者 2月 1
公民館地域
在住の小学
生と保護者

16 1 ○ ○ ○

緑 大古里 5000 本格イタリアンの挑戦！
プロのシェフに簡単でおいしいイ
タリア料理を学ぶ。

イタリア料理店シェフ 2月 1 成人 15 1 ○ ○ ○

緑 三室 2520
夏休み子ども公民館
手作りパン教室

夏休みを利用した小学生が対象
の体験活動として、イースト菌な
どを使って、パン作りを体験しま
す。

三室公民館パン教室
講師

7月 1
三室地区在
住の小学生

12 1 ○ ○ ○ ○

緑 三室 2520
夏休み子ども公民館
料理教室

夏休みを利用した小学生が対象
の体験活動として、料理作り(主
食、主菜など)を体験します。

三室ヘルスメイト 8月 1
三室地区在
住の小学生

18 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 三室 5000 ＳＤＧｓ展示
Saitama Sunday Soup（サイタマ　サン
デー　スープ）について展示を行う。

三室公民館職員 11月 1 どなたでも 200 1 ○ ○ ○ ○

緑 三室 5000 手作り味噌講座
手作りのおいしい味噌の作り方
を学ぶ。

日本デコずし協会認定
デコ巻きずしマイスター

1月 1 成人 12 1 ○ ○

緑 尾間木 1000
親の学習事業①
「親子でアイシングクッキー作り」

クッキー作りを通して親子の交流
を図る。また、おやつと栄養の観
点から食育について学ぶ

アイシングクッキー作り
指導者

7月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 1010
介護予防事業生きがい健康づく
り教室／和菓子作り教室

季節の和菓子作りを学ぶ 和菓子作り指導者 7月 1 65歳以上 12 1 ○ ○ ○

緑 尾間木 1100 珈琲の淹れ方講座
美味しい珈琲の淹れ方のコツを
学ぶ

珈琲豆販売店店主 1月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和５年度　　公民館事業計画書

件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

緑 尾間木 1100 男性料理教室
食育について学びながら、料理
を楽しむ男性対象の料理教室

料理指導者（仮） 11月（仮） 1 成人男性 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 1100 行事食を作ろう～ひなまつり～
ひな祭りにあわせて、美味しい料
理を作る

尾間木ヘルスメイト 2月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 尾間木 2520
夏休み子ども公民館
「楽しいクッキング」

異学年で交流しながら、料理作り
を体験する

尾間木ヘルスメイト 8月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 原山 1010 原山はつらつ大学
講話・講談等の学習を通して、生
きがいづくりや仲間づくりを図る。

歴史研究家
講談師　等

9月～2月 9 65歳以上 180 1 ○ ○

緑 美園 5000
畑であそぼ！①春のたけのこ掘
り

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への感謝と関
心を促す

農家 6月 1
幼児・小学生
と保護者

40 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 5000
畑であそぼ！②夏のじゃがいも
掘り

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への感謝と関
心を促す

農家 6月 1
幼児・小学生
と保護者

50 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 5000 畑であそぼ！③秋のさといも掘り

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への感謝と関
心を促す

農家 11月 1
幼児・小学生
と保護者

50 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 5000 畑であそぼ！④冬のもちつき

地元農家と連携し、親子で農作
業を体験し、季節の収穫物を味
わうことで、農と食への感謝と関
心を促す

農家 12月 1
幼児・小学生
と保護者

50 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 2520
夏休み子ども公民館
料理講座

簡単パン作りを体験する おうちパンマスター 8月 1
小学3～6年
生

12 1 ○ ○

岩槻 岩槻本丸 1000
親の学習事業Ⅰ
親子で恵方巻をつくろう

親子で恵方巻づくりを体験し、家
族間の交流を図る。

料理研究家 2月 1
小学生と保護
者

8 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻本丸 1100 美味しい味噌づくり講座 手作りの美味しいみそを作る。 公民館職員 2月 1 成人 10 1 ○ ○ ○

岩槻 岩槻本町 1100 季節の料理教室①（仮）
食育のため旬の食材を使った料
理を学ぶ。

料理研究家 5月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻本町 1100 季節の料理教室②（仮）
食育のため旬の食材を使った料
理を学ぶ。

料理研究家 12月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻本町 1300 初心者向け手打ちそば教室
伝統的に伝わる手打ちそばの作
り方を学ぶ。

手打ちそば講師 12月 1 成人 5 1 ○ ○ ○
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件数total 総回数
総見込
延数

食育
総回数

区 公民館名
事業種別

コード 事業名 内容 主な講師肩書
開催
時期

回数 対象
見込
延数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

190 9710 198 ←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→402

食育の目標 食育の各年齢期

継続

　「乳幼児期」… 0～ 5歳
　「学齢期」　…　6～15歳
　「青年期」　… 16～24歳
　「成人期」　… 25～39歳
　「壮年期」　… 40～64歳
　「高齢期」　… 65歳～

食育に関する学習事業（X列に回数を入力した事業）

さ…「三食しっかり」
い…「いっしょに楽しく」
た…「確かな目をもって」
ま…「まごころに感謝して」
し…「食文化や地の物を伝え合い」
協働…地域で活動する人や団体と連
携

岩槻 岩槻本町 2500 親子洋菓子教室
親子でバレンタインのお菓子作り
を楽しむ。

製菓研究家 2月 1
小学生と保護
者

16 1 ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻南部 1000
親の学習事業②「親子クッキン
グ」

親子で料理を楽しみ、親の学習
では子育てについての意見交換
を行う。

管理栄養士 12月 1
2歳～未就園
児とその保護
者

20 1 ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻北部 1300 郷土料理教室
太巻き飾り寿司（干支（龍））を学
ぶ

料理研究家、助手 1月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻北部 1100 そば打ち教室 そば打ちの基礎を学ぶ。 そば打ち講師、助手 2月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻北部 1100 料理教室 味噌作りを学ぶ。 料理研究家 2月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻北部 1100 お菓子工房 ロールケーキ作りをを学ぶ 料理研究家 3月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻北部 1100 薬膳料理教室 薬膳の知識と薬膳料理を学ぶ 料理研究家、助手 11月 1 成人の方 8 1

岩槻 岩槻城址 1010
生きがい健康づくり教室
「白鶴学級　Ⅰ」

介護予防を目的とした様々な学
習講座を実施します。

ピラティス指導者
食育指導者　等

6月～7月 8
65歳以上の
方

140 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻城址 1010
生きがい健康づくり教室
「白鶴学級　Ⅱ」

介護予防を目的とした様々な学
習講座を実施します。【連携　明
治安田生命】

健康体操指導者
企業CSR講師　等

9月～11月 8
65歳以上の
方

140 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻城址 1010
生きがい健康づくり教室
「キムチづくり教室（仮）」

介護予防を目的として食育につ
いて理解を深めます。

料理研究家 2月 2
65歳以上の
方

20 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻 岩槻城址 2520
夏休み子ども公民館「親子和菓
子教室」

和菓子づくり体験を通じて、製菓
の楽しさを学びます。

地域和菓子店 7月 1
小学生とその
保護者

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14/14
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大宮北小学
校

対象：全児童
全教職員

３３０人

実施日：２０２３年1，2月

場所：本校

内容：6年生が家庭科「くふうしよう おいしい食事」の授
業で考えた献立を提供する。

6年生が家庭科の学習を通して、ｌ全
児童が食べることを考慮し、テーマ、
栄養バランス、彩り、盛り付け等を
考えることで、食に対する意識が高
まった。また、６年生がたてた献立と
いうこともあり、食品ロスについても
意識していた。数多く献立を実施し
たことで、より一層の曲に対する意
識の高まりが感じられた。

盛り付け表に表記するだけ
でなく、６年生が提案した献
立ということを、さらに浸透さ
せてもよかった。

泰平小学校 対象：全校児童

677人

実施日：毎月1回

場所：各教室

内容：行事に関わる紙芝居を図書委員会が読み聞かせ
をし、その行事食を食べる。

行事に関心を持ち日本の文
化を食から理解する。

テレビ放送を見ながらの食事
になってしまう。

なし

つばさ小学
校 対象：１～６年生

1回

実施日：令和5年1月26日（木）

場所：各教室

内容：給食集会

給食委員会が考えた給食ク
イズや給食のマナーを取り
入れた劇を、テレビ放送し
た。感染予防をしながらの給
食の食べ方について、改め
て意識付けするきっかけと
なった。

給食委員会の日々の活動が
制限されているなか、委員会
の活動が５年６年のクラスだ
けに留まってしまった。

対象：２年生

５９人

実施日：７月８日(金)

場所：２年生教室

内容：とうもろこしの皮むきを通して食の安全や食材に
ついて学ぶ。

食材を触るときには手をきれ
いに洗うことや、とうもろこし
のつくりについて学ぶことが
できた。剥いたとうもろこしは
その日の給食として実際に
食べることにより、食に関わ
ることを学ぶことができた。

指扇小学校 対象：全校児童

８７０人

実施日：令和５年１月

場所：学校

内容：給食週間にあわせて
①「給食ができるまで」のビデオ放送
②給食委員会による給食マナー等の劇、クイズ発表
③給食集会を開き、調理員さんへの感謝の手紙贈呈

給食委員会を中心に全校で
取り組みを行うことで、給食
や食に関する理解を深め、
給食にかかわる方々への感
謝の気持ちを育むことができ
た。

全てテレビ放送を通しての取
組だった。児童と調理員さん
との交流の場を増やしていき
たい。

植水小学校 対象：全学年

３７９人

実施日：１月２３日(月)～２８日(金)

場所：給食室、各学級

内容：給食委員会を主体に、残さず食べようキャンペー
ン、給食クイズ、給食づくりの様子の動画の視聴、調理
員さんへの感謝の手紙を書く活動などを行った。事前に
給食朝会で給食を残さないことの大切さ、バランスよく
食べるよさなどについて講話を行った。

バランスよく食べることや残
さないことの大切さを世界の
食糧事情や食品ロスなどの
問題とからめて伝えることが
できた。給食委員も自ら食の
問題について考え、伝えるこ
とができて深い学びになっ
た。

時期が感染症の多い時期で
あるため、その対策などを考
えなくてはいけなかった。

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和4年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

植水小学校
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見沼小学校 対象：全校児童

４１８人

実施日：毎月1回

場所：各教室

内容：世界各地の料理を給食で提供し、食文化理解や
国際理解・関心を深める。

給食をきっかけに、その国に
ついて興味を持つ児童が増
えた。
また、色々な国のことを教え
るきっかけとなった。

・食べ慣れない味付けの物
が多いため、子どもたちの食
べやすいようにアレンジする
のが難しい。
・１食分としての組み合わせ
が難しい。

大砂土東小
学校

対象：
①1年生　特学
②2年生　特学

定員：
①１95人
②194人

日程：①2022年4月　②2022年7月

場所：大砂土東小学校　各教室

内容：　①グリンピースのさやむき
　　　　　②とうもろこしの皮むき

大砂土東小
学校 対象：全児童

１２６０人

実施日：2022年10月

場所：各教室

内容：読書週間に合わせて、物語に出てくる料理を給食
で再現する。図書委員の児童が集会でPRする。

給食と図書のコラボにより、
喫食率と本の貸し出し率の
増加につながった。

アレルギーで食べられない
児童がいないメニューを選ぶ
ことが大変である。

芝川小学校 対象：

１年生児童１２７
人

実施日：１月１６日、１月１９日、２月６日、２月７日

場所：１年生教室

内容：すききらいしないでなんでも食べる態度を育成す
る。

給食をすききらいしないでな
んでも食べられるようになっ
た子どもが増えた。

すききらいしないでなんでも
たべられるように自身で目標
を決めたが、給食での実施
のみだったので、家庭へつな
げられるような取り組みがで
きると良い。

上小小学校 対象：全児童・職
員

590人×6回

実施日：2022年10月～2023年3月まで各月1回
場所：上小小学校　各教室・職員室
内容：絵本に登場する食材を給食に取り入れ、当日は
読み聞かせをTeamsで各クラスで流す。

・絵本に出てくる料理を、実際に
目で見て食べることで、児童の
食と読書への関心が高まった。
・行事食や給食に関する絵本も
取り入れ、様々なことへの興味、
関心が高まった。
・コロナ禍で会食中話すことがで
きない中、楽しく食べられた。

読み聞かせに集中しすぎて
給食を食べきれない児童が
みられたが、慣れてくると
ペース配分もでき、しっかり
食べることが出来ていた。

・楽しみにする児童が見られ、いつもより残菜
も少なくなったように感じた。

芝川小学校 対象：

６年生児童１２０
人

実施日：１１月１５日、１１月１７日、１２月２日

場所：６年生教室

内容：栄養バランスのよい献立の立て方を学ぶ。

給食の献立の立て方を栄養
教諭が説明し、栄養バランス
のよい食事の大切さを知るこ
とができた。

栄養教諭とTTで授業をした
ため、単発の学習となってし
まった。
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東宮下小学
校 対象：

全児童１４８人

実施日：１月１６日～２０日
場所：各教室
内容：昔の給食、世界の給食、セレクト給食の実施
　　　　調理員さんへの感謝状と手紙の贈呈
　　　　給食朝会（給食室探検の様子、感謝状と手紙の
　　　　　　　　　　　贈呈、調理員さんからのメッセージ、
　　　　　　　　　　　給食標語・ドリームランチの結果発
　　　　　　　　　　　表）

・昔の給食や世界の給食など幅
広い食文化に触れるよい機会と
なった。
・日頃の感謝を伝え、調理員さん
と交流する機会となった。
・給食室の様子を臨場感をもっ
て感じたり、調理員さんへの感
謝を伝えたりすることで給食へ
の興味・関心を高める機会となっ
た。

コロナ感染症対策のため、テ
レビ放送での朝会となったの
で、各学級の児童の反応を
把握しづらかった。

・昔の給食や世界の給食を楽しみに献立表
を見ている児童の様子が見られた。
・学年ごとに「好きな給食」や「食べてみたい
都道府県や国の料理」、「１～６年生の間で
食べられるようになったもの」などのテーマと
日頃の感謝を伝える手紙を丁寧に書こうとす
る様子が見られた。
・健康委員会の児童が、準備から撮影本番
まで協力して取り組んでいた。

上落合小学
校

対象：上落合小6
年生、全校児
童、教職員
875人

実施日：3月

場所：上落合小学校

内容：６年生が家庭科で学習した献立の立て方を生か
し、各クラスで夢の給食献立を作成したものを、実際に
給食で提供する。

6年生が考えた献立を提供す
ることにより、食に対する理
解が深まる。１～5年の児童
は、家庭科の学習に対する
期待が高まった。

蓮沼小学校
参加人数：790名

実施日：令和4年度1月23日～27日
場所：蓮沼小学校
内容：給食委員会の発表
給食に関するビデオ視聴
給食朝会

学校給食の歴史や地域に
よっての特色などを給食委
員会の児童が調べて発表し
たことで、本校児童の給食に
対する興味・関心が高まっ
た。
給食室の様子のビデオを視
聴することで、給食ができる
までの様子や給食に携わる
人の思いや苦労を知ること
ができた。

調理員への感謝の心や、給
食への興味・関心は高まった
が、それが残菜率の低下に
は繋がらなかったため、もっ
と違う方向から残菜率につい
てアプローチしていきたい。

大谷小学校 対象：１～６年生

１２２５人

実施日：２０２３年１月１８日（水）・２３日（月）・２６日（木）
場所：各教室
内容：給食クイズ、栄養士へのインタビュー、調理員へ
のお礼の手紙贈呈、標語入賞者発表、リクエスト献立
の入選者発表、給食調理の様子

　給食について興味、関心を
もち、少しでも食べようという
意欲を高めることができた。
　食べ残しが多い料理と少な
い料理を伝えることで、児童
と教職員へ嗜好状況を周知
し、指導の強化につなげる
ことができた。

食事中の姿勢やはしの持ち
方、食事マナーなどに課題
が見られる。家庭とも連携
し、今後も継続して指導して
いきたい。

東宮下小学
校 対象：

全児童１４８人

実施日：１月６日（応募用紙提出〆切）
　　　　　１月７日～１２日（投票期間）
　　　　　１月１７日（結果発表）
　　　　　３月１６日（給食提供）
場所：各教室
内容：各児童が考えた給食を「ドリームランチ」として提
出する。各学年の代表を掲示し、投票する。選出された
ものが実際の給食として提供される。

　受動的に提供された給食を食
べている児童にとって、栄養バラ
ンスや彩り、好みの味など献立
を考える楽しさや大変さを知る良
い機会となった。高学年は家庭
科での学習と連携することで、栄
養バランスの良い食事について
の理解が深まった。選出された
給食が提供されるのを楽しみに
している児童の様子が見られ
た。

献立を冬休みの課題として
考えてくる児童も多く、最終
的に選ばれたメニューを給食
週間中に行われる給食朝会
で発表するため、応募用紙
の提出から投票、結果発表
のスケジュールが立て込ん
でいた。見通しをもって、でき
る準備を先に進めておくよう
にした。

・赤・黄・緑の食品をバランスよく取り入れたメ
ニューにするためには、どうしたらよいかと悩
みながらメニューを考える様子が見られた。
・自分の考えた献立が、学年の代表として掲
示されることを楽しみにしている様子が見ら
れた。
・掲示された代表作品を興味深そうに眺め、
どれを選ぼうか見比べる児童の様子が見ら
れた。

片柳小 対象：全児童

５４０人

実施日：年２回（６月、１１月）※本年度は中止

場所：教室

内容：給食を異学年と食べ、一緒に楽しく食べることに
より交流を図る。

異学年との交流で、それぞ
れの立場で協力して活動す
る態度を養うことができた。

コロナのため中止

ゆめの給食実施
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土合小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
８５０人

実施日：令和４年１０月

場所：土合小学校

内容：野菜の残食が多いことから、野菜の苦手意識克
服のために給食委員の皆でレシピを考案し１０月の給
食に提供する。

児童、職員の給食への興味
関心を高めることができた。
苦手だったにんじんを食べら
れるようになった！という感
想を多く聞くことができた。

給食室で試作してから実施し
たので調理員さんとの連携、
試作の準備等に時間を要す
る。

大久保小学
校

対象：1年生、特
別支援学級、6年
生
（全校児童）

７１人
（２１０人）

実施日：令和４年
場所：学校ファーム、教室

内容：さつまいも、五関菜の生産体験
　　　 収穫物の給食使用

食材について興味・関心が
高まった。
地元の野菜への理解が深っ
た。

さつまいもは苗の事情によ
り、栽培することができな
かった。収穫時期が天候や
成長状態に左右されるため、
使用可能な食材の安定供給
が困難。

土合小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
８５０人

実施日：毎月１回以上

場所：各教室

内容：主な行事に合った食事や、都道府県の郷土料理
を給食を通して知る。

給食と献立の紹介を記載し
た食メモを通して、郷土の特
色や伝統的な食事を知ること
ができた。

郷土食については食材の調
達が難しい事が多かった。

土合小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
８５０人

実施日：令和５年１月２３日（月）～２６日（金）

場所：土合小学校

内容：調理員さん、給食室の紹介、クイズ、調理員さん
へのお手紙作成

残さず給食を食べようと心が
ける児童が増えた。
調理員さんに感謝の気持ち
を伝える児童が増えた。

委員会の回数がかぎられて
いるため、計画的に準備する
必要がある。

下落合小学
校 対象：本校児童

約810人

実施日：2022年11月16日(水)
場所：下落合小学校
内容：牛乳と大豆を題材にして、給食でそれらの食材を
提供するとともに、関係する本の紹介をした。
提供料理：彩の国納豆、豆腐と油揚げのみそ汁、牛乳

図書館に本を探しに来る児童が
いた。牛乳の残食が減った。

児童が興味を持てるテーマ
を見つけ、献立に取り入れる
ことは、施設設備の問題もあ
るのでなかなか難しい。

土合小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
８５０人

実施日：令和５年１月２３日（月）～２６日（金）

場所：各教室

内容：４年生～６年生の児童が冬休みに中に家庭で調
理した中からおすすめの一品を紹介する。その中から
選ばれた献立を３月の給食で提供する。

各家庭のおすすめレシピを
実際に給食に提供すること
で、食に対する興味・関心を
高めることができた。

各家庭のおすすめレシピを
価格や調理作業などを考慮
してどこまで忠実に実施でき
るかが難しい。

53



さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和4年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

児童が考え
た献立を給
食として提供

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

給食週間
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

栄和小お箸
の日

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （新規） ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

夏休み親子
料理コンテス
ト

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ―

おはなし給
食

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

１食分の献
立を考えよ
う！（家庭
科）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳

l

協働 ― （継続） ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ―

中島小学校 対象：
全校児童および
全教職員
５２０人

実施日：毎月末１回

場所：図書室またはテレビ放送

内容：図書司書が紹介する本に登場する料理や食材を
使った献立を給食で提供する。

図書室では給食の話題が増
え、給食時には図書の話題
が増えるなど、食と図書両方
の関心の高まりがみられた。

加工品に頼る料理もあり、単
価が高くなる傾向にある。
料理名でどんな料理か想像
できないものはアレルギー児
童が献立名でアレルゲンが
入っている料理かどうか判別
しにくい。

本「１４匹のかぼちゃ」で「手作りパンプキンパイ」

中島小学校 対象：６年生
実施回数：１３回
参加人数：８１名

実施日：令和４年１０月下旬～１１月下旬（時数：１３）
場所：６年生教室、家庭科室
内容：１食分の献立を考え、主菜のみ家庭科室で個別
調理を実施した。考えた献立１食分は各家庭で調理し、
学校へレポートを提出した。

・家庭で実習を行うことで、計
画に工夫を加えて調理する
様子がみられた。
・実際に生活している場で調
理を行うことで実践力が身に
ついた。
・ICTを活用することで、自分
の調理を客観的に振り返る
ことができた。

・コロナに配慮した調理実習
であったため、１つの調理台
での人数制限や調理器具の
共有ができないなど設備の
課題があり実習時間を圧迫
した。

栄和小学校 対象：全児童

880人

実施日：毎月１回

場所：学校

内容：お箸のマナーを学習しながら、給食を食べる。毎
月、橋のマナーについての手紙を学級に配付する。

毎月、意識してお箸を使うこ
とで、少しずつマナーを知る
ことができた。一部の児童
は、正しい箸の使い方を身に
つけることができた。

１度では、身につかない内容
も多いので、繰り返し取り組
んでいく必要がある。１年間
実施しても、正しく箸を使えて
いない児童がいるので、より
身につく方法を考える必要が
ある。

神田小学校
対象：全児童

実施日：8月

場所：各家庭

内容：夏休みの宿題として各家庭で1食分の献立を考
え、親子で料理をする。2学期以降の給食の献立として
ていきょうする。

1食分の献立を考えること
で、食事への興味・関心が高
まり、栄養のバランスや旬の
食材について考える機会に
なった。また、実際に給食と
して提供することで、全体の
食への関心が高まった。

大久保小学
校

対象：６年生
（全児童）

２９人
（２１０人）

実施日：令和５年１～２月

場所：６年生教室

内容：家庭科の授業で考えた献立を給食として提供す
る。

児童が学習を生かして献立
を考えることにより、食への
興味・関心が高まった。

今年度は、実際に給食にし
て提供することができなかっ
た。児童の思いを給食として
どう取り入れるか、作業工
程、価格、アレルギー等を考
慮することが課題である。

栄和小学校 対象：全児童

880人

実施日：１１月中旬～１月上旬

場所：学校

内容：１年生：好きな食べ物を絵で描く。
　　　２年生：好きな給食を絵で描く。
　　　３年生：給食調理員さんへ感謝の手紙を書く。
　　　４年生：埼玉県の野菜調べ
　　　５年生：給食標語
　　　６年生：オリジナル献立作り

それぞれの学年で学習した
内容を生かしながら、取り組
むことができた。

全校児童に取り組んだ内容
が伝わるような発表（掲示）
の方法を検討する必要があ
る。
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仲町小学校 対象：6年生

200人

実施日：令和4年11月～令和5年3月

場所：各教室

内容：家庭科の授業の一環として、1食分の献立を作成
し、給食の献立として提供する。

1食分の献立を協働で作成
することで、主食・主菜・副菜
など料理や栄養バランスの
大切さ、全国の郷土料理な
どの理解が深まった。
また、地場産物への関心や
給食に関係する人々への感
謝の心などを育むことができ
た。

・児童が考えた1食分の献立
を実際に給食に取り入れる
過程で、給食として提供する
には困難なこともあった。
・すべての献立を給食として
取り入れることは難しかっ
た。

児童が考えた献立の給食写真

仲町小学校 対象：4年生

210人

実施日：令和5年2月～3月

場所：各教室

内容：特別活動の授業にて、栄養バランスの良い食事
について考える。

給食が栄養バランスを考え
て作られていることを知り、
食への関心が高まった。ま
た、食べ物にはそれぞれの
働きがあり、バランスよく食
べる必要性を理解し、取り組
みへのつなげることができ
た。

・アレルギーがある児童など
の配慮しつつ、苦手なもので
も食べるいう意識づけができ
たが、無理強いさせることは
できず、全体的な配慮が難し
かった。

授業の振り返り

・給食がバランス良く作られていることが分
かった。
・栄養バランスよく食べることの大切さを理解
した。
・これからは、苦手なものでる食べるようにす
る。
などの感想が多くみられた。

北浦和小学
校 対象：全校児童

８００人

実施日：令和４年５月９日（月）
　　　　　 令和４年１０月１７日（月）

場所：各教室

内容：絵本「きつねうどん　たぬきうどん」、「にぎやかな
おでん」に出てくる料理を再現して提供した。

さわやか読書（朝）で読み聞
かせをしてもらった絵本に出
てくる料理を実際に目で見て
食べることにより、食と読書
への関心が高まった。

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、会
食中に児童同士が感想を言
い合ったり、絵本の内容を話
して思い出したりすることが
できなかった。

北浦和小学
校 対象：全校児童

８００人

実施日：令和４年３月６日（月）～８日（水）

場所：各教室

内容：６年生が家庭科の授業で考えた献立を、再現して
給食として提供した。

６年生が工夫して考えた献立
を実際に提供することで、給
食や家庭科の学習に対する
興味・関心が高まった。

作業面、価格面、アレルギー対
応などを考慮すると、栄養バラン
スのよい献立でも、実際の給食
では再現が難しいものが多く
あった。

高砂小学校 対象：全校児童
１０６５人
３回実施

実施日：令和４年１１月、１２月（全３回）
場所：高砂小学校
内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理や、食材を
使った料理を給食に取り入れて実施した。
①１１月「ぎょうざのひ（揚げぎょうざ）」
②１１月「ばばばあちゃんのやきいもたいかい（やきい
も）」
③１２月「サラダでげんき（絵本のサラダ）」

今年度は「食を通じて絵本の
世界をを楽しむ」ことをテーマ
に献立を選んだ。
普段とは違った角度から食
に親しむきっかけになった。
児童は絵本への興味を高め
るとともに、食への意欲を高
めている様子だった。

・喫食中にテレビ放送に集中
するため、限られた給食の時
間の中で適した絵本の選定
が必要である。
・よりよい給食指導につなが
るように、日報等を活用して
事前に担任に詳しい情報提
供しておくと、より効果的であ
る。

読書月間の取組として、給食の時間に教員
や図書委員会の児童が読み聞かせを行っ
た。（事前にビデオ録画し、テレビ放送にて実
施）

高砂小学校 対象：全校児童
１０６５人
７回実施

実施日：令和５年２月、３月（全７回）　　場所：高砂小学校
内容：給食週間の取組として、５・６年生が献立作成に取り組
んだ。いくつかの献立を選び、３学期の給食で実施した。
①２月「和であたたまろう給食」
②２月「昭和レトロ給食」
③２月「赤黄緑 栄養満点給食」
④２月「世界へ ヨーロッパ給食」
⑤３月「高砂小開校お祝い給食」
⑥３月「頑張れ侍ジャパン スタミナ給食」
⑦３月「高砂小の思い出給食」

今年度も「食を楽しむ」ことを
テーマに献立を選んだ。
児童発信の献立のため、周
りの児童や下級生の興味・
関心が非常に高かった。

・食材の確保、価格の設定、
アレルギー対応などの条件
があるため、選ばれた児童と
の打合せ時間が必要であ
る。

給食週間の取り組みの一つとして、１月のテ
レビ放送で選ばれた献立を発表した。その
後、２・３月の給食で提供し、給食だよりで家
庭にも情報提供を行った。
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大谷場東小
学校 対象：全校児童

580人

実施日：１２月・１月
場所：学校
内容：給食委員による給食室内の紹介映像や食育クイ
ズを実施した。また、１年食育ポスター、２年調理員さん
への感謝の手紙、３年給食かるた、４年給食標語、５・６
年リクエスト給食と各学年ごとの取り組みを行った。５・
６年は家庭科の授業と連動し、主食・主菜・副菜をそろ
えたバランスの良い献立を考え、給食週間にリクエスト
給食として提供した。

給食委員や各学年で取り組みを
行うことで、給食や食に関する理
解が深まった。５・６年生がテー
マを持って考えた献立を全校生
徒が食べる事で５・６年生の献立
作りに対する意欲が高まり、１～
４年生は感謝の気持ちを持って
給食を食べることができ、残食
が少なくなった。

１～４年生についても自由参
加でリクエスト給食を実施し
たが、給食施設設備の都合
で、調理できる献立には限界
があった。

しゃしん

常盤北小学
校 対象：

全校児童

実施日：令和５年１月

場所：校内

内容：・各学年の給食や食に関する作品づくり、掲示
（標語、カルタ、絵など）
・給食委員会の児童による給食朝会や動画の視聴
・給食調理員の教室訪問

・全校児童が給食や食に関
する作品づくりに取り組み、
食への関心を高められた。

・給食委員会児童や調理員
による動画を通して、学校給
食への理解を深めた。

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、給
食調理員との会食を教室訪
問に変更した。

全校児童が給食週間の食に関する作品づく
りに参加し、作品を掲示した。

大谷場東小
学校

対象：１～３年・
特別支援学級

309人

実施日：①５月１８日②７月４日③１２月１５日
場所：学校
内容：①グリンピースのサヤむきとさやえんどうのすじと
り②とうもろこしの皮むき③くわいの観察を実施。給食
で提供をした。食育メモを通して、体験の様子を給食の
時間に全生徒へと発信した。

給食で実際に使用する食材
に触れ、下処理を経験するこ
とで、旬の食材や地元の農
産物に対する理解が深まっ
た。また調理を体験すること
で食材や食に関わる人に対
する感謝の心の育成へとつ
ながった。

天候不良により、体験の食材量
が減ってしまったり、感染症の流
行により、芽取りの体験が観察
のみになってしまった。
①については体験の様子を映像
資料で全校に給食時間で見るこ
とができたが、映像資料を作る
には負担が大きい。

しゃしん

仲町小学校 対象：3年生
 
 220人

実施日：令和5年1月～2月

場所：各教室

内容：特別活動の授業にて、朝食を食べる大切さを知
る。

朝食を食べることで授業に集
中することができたり、1日の
生活リズムが整うことを理解
し、朝食への関心が高まっ
た。また、バランスよく食べる
ことの大切さを知り、食への
関心を育むことができた。

・塾などで寝るのが遅くなる
児童もおり、生活リズムは
個々で異なることを伝えるこ
とが難しかった。
・家庭での協力も必要であ
り、保護者への理解を伝える
ことが必要である。

授業の振り返り

・朝食をバランス良く食べることを知った。
・朝食も主食・主菜・副菜などバランスよく食
べる必要があることが分かった。
などの感想が多くみられた。

仲町小学校 対象2年生

210人

実施日：令和5年2月～3月

場所：各教室

内容：特別活動の授業にて、食事のマナーを守ることの
大切さを知る。

食事のマナーがたくさんあ
り、守ることでみんなで協力
し、楽しく食べることの大切さ
を理解することができた。ま
た、食への関心も育むことが
出来た。

・食への関心、マナーを伝え
る際、コロナ禍での対応と日
常では異なることなどを説明
するのが難しかった。
・食事のマナーは国や文化
によって違うことを配慮する
必要がある。

授業の振り返り

・食事のマナーをなぜ、守らなければいけな
いのかを知ることができた。
・食事のマナーを守ることで自分も相手も気
持ちよくなれることが分かった。
・食事のマナーは、健康な体を作るためにも
必要であることが分かった。
などの感想が多くみられた。

沼影小学校
対象：本校児童
実施回数：６回
参加者：
１１７０人（職員
含）

実施日：２０２２年１０、１１月中の５日間

場所：沼影小学校

内容：学校図書館にある本に出てくる料理や食材を使っ
た献立を実施した。

・実施日の平均残食率：４．５％
・１０月の図書貸出数：３１３１冊
・１１月の図書貸出数：２５５３冊
・おはなし給食の題材にした本を
読みに来る児童が増加した。

・全員が食べられるようにア
レルギー等に配慮した料理
やレシピを考えることが難し
い。

・図書集会では、図書委員会によるおはなし
給食の題材にした絵本の児童による読み聞
かせや、おはなし給食の宣伝、紹介などを
行った。
・当日の給食の関心を高めるため、献立表、
盛り付け表、放送資料でおはなし給食の紹
介をした。
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野田小学校 対象：本校児童

１３７人

実施日：毎月１回

場所：各教室

内容：毎月２３日（さいたま市子ども読書の日）を物語給
食の日とし、絵本に出てくるメニューの給食での提供と
併せて、図書館司書による絵本の読み聞かせ動画をテ
レビ放送した。

本に出てくる料理を実際に味
わうことで、食と読書への関
心がより高まった。

辻南小学校 対象：全校児童
　
　　４７４人

実施日：毎月１回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。

色々な国の食文化を理解す
ることにつながった。

日本では購入できない食材
もあるので、本物の味ではな
い場合もある。

尾間木小学
校 対象：

全児童
1050人

実施日：令和4年10月20日

場所：各教室

内容：絵本に出てくるメニューの給食での提供と併せ
て、テレビ放送で図書館司書が読み聞かせを行い、児
童の読書への意欲関心を高める。
「ポテトむらのコロッケまつり」から、ポテトコロッケを給
食で提供した。

絵本に出てくるメニューに直
接触れることで物語をより身
近に感じる事が出来た。ま
た、読書への関心が高まっ
た。

食物アレルギー対応

善前小学校 対象：全校児童

６２０人

実施日：令和４年１月
場所：善前小学校
内容：学年ごとに給食標語や給食かるたの作成
　　　 栄養技師、調理員さんへ感謝の手紙の贈呈
 　　　給食委員によるヨーロッパ野菜の紹介

・給食標語や給食かるたを作成した
ことで、地元の食材を知ったり、栄養
について考えたりすることができた。
・給食を作ってくれる方々に日頃の
感謝の気持ちを伝えることができ
た。
・劇やクイズなどを通して、楽しくヨー
ロッパ野菜について知ることができ
た。

ヨーロッパ野菜への関心をさ
らに高めていきたい。

向小学校 対象：

528人

実施日：２０２3年１月
場所：各教室
内容：６年生の家庭科の学習をいかし、給食週間の取り
組みとして、大切な人に食べさせたい給食を考える。各
クラスより献立を選び給食で提供する。選ばれた児童
は、給食放送で自分が考えた献立の説明を行う。

食べる人のことを考えて献立
作成に取り組むことができ
た。給食の放送にも取り組
み、自分が考えた献立のお
すすめしたいポイントについ
て説明することができた。

献立を選ぶときのポイントに
ついて、事前に説明をする必
要がある。

善前小学校 対象：全校児童

６２０人

実施日：令和４年７月～令和５年１月
場所：学校ファーム
内容：ヨーロッパ野菜の栽培、収穫、給食の提供

さいたま市の特産品である
ヨーロッパ野菜の栽培、収
穫、給食の提供を通して、
様々な食材について知り、関
心をもたせることができた。

栽培、収穫をより児童が関わ
れるようにしていきたい。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和4年度）
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川通小学校 対象：全校児童

１26人

実施月:１０月

場所：各教室
　
内容：司書の先生がお勧めする絵本の中に出てくる美
味しそうなメニューの再現

絵本の中に登場するピッツァ
と同じ形での再現だったた
め、興味を持って食べてくれ
た。また、絵本の貸出数も増
えた。

再現可能な献立か、具体的
なレシピがあるかなど、司
書・調理員などで協議が必要
である。

図書委員会による読み聞かせ
（今年は「ピッツァぼうや」の絵本です）

太田小学校 対象：全校児童
　　　　全教職員

615人

実施日：毎月１回以上7

場所：学校

内容：日本各地の郷土料理を給食で提供する

各地の郷土料理を知り、給
食を生きた教材として活用で
きた。

主食、主菜、副菜全てをその
地域の料理で揃える事が難
しい。

太田小学校 対象：全校児童
　　　　全教職員

615人

実施日：令和５年度３学期

場所：学校

内容：６年生が、家庭科「くふうしようおいしい食事」で考
えた献立を給食で提供する。

家庭科で学んだ５大栄養素
を活用し栄養バランスの整っ
た献立を考える事ができた。
また、作る側・食べる側共に
感謝の気持ちを育む事がで
きた。

美園北小学
校 対象：全児童

１０４３人

実施日：毎月１～２回

場所：美園北小学校

内容：日本各地の郷土料理を提供する。

全国各地の郷土料理を食
べ、その地域について知るこ
とができる。

献立すべてをその地域の郷
土料理にすることが難しい。

美園北小学
校 対象：全児童

１０４３人

実施日：２０２３．３．２（木）、７（火）、１４（火）

場所：美園北小学校

内容：家庭科の授業で児童が考えた献立を給食で提供
する。

6年生が考えた献立を提供す
ることにより、食に対する理
解が深まる。１～５年生の児
童は、家庭科の学習に対す
る期待が高まった。

児童が考えた献立を価格や
調理作業などを考慮して、ど
こまで忠実に実施できるかが
難しい。

中尾小学校 対象：中尾小学
校児童

765人

実施日：令和５年３月１０日

場所：中尾小学校

内容：備蓄用食料及び非常食についての学習

給食の中で、さいたま市の備
蓄用食料で災害時に実際に
提供される「アルファ米五目
ごはん」と常温で長期間保存
可能なコーヒー牛乳を献立と
して提供した。給食を食べな
がら、児童一人ひとりが非常
食について学び、考えること
ができた。

「アルファ米五目ごはん」につ
いては、さいたま市役所防災
課からの提供物であり、持続
可能な取組にできるかが課
題である。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

取組の様子など担当課所

協働の有無
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（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ
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河合小学校

対象：

献立・６年生２６
名

喫食・全校児童１
６６名

給食提供日：３月１０日、１４日、１６日

場所：河合小学校

内容：６年生が家庭科の授業で考えた給食の献立を、
給食として提供する。

給食の献立をたてることで、
栄養のバランス・旬の食材・
行事食・色どりなどを考え、
献立作成の理解を深めるこ
とができた。また、６年生が
考えた給食がでることで、他
の学年の児童の給食への興
味・関心が高まった。

食に係る体験をより豊かにし
ていくための家庭との連携。

新和小学校 対象：全校児童
　　　地域の方々

245人

実施日：11月25日

場所：体育館・各教室

内容：地域の方との触れ合いを通し、感謝の気持ちを伝
える。また、地域の食材を使用した給食を食べてもらう。

直接地域の方と触れ合うこと
で、感謝の気持ちを伝えるこ
とができた。また、野菜はす
べて、地域の食材を使用し、
食育レターを活用した情報発
信を行った。
地域の方に給食を食べてい
ただく機会は少ないため、貴
重な場となった。

直前に給食で使用する食材
の変更があった。給食室の
状況や食数から、柔軟に対
応することはできたが、ミス
につながるため、打ち合わせ
をしっかりと行い、来年度に
生かしていく。

河合小学校 対象：

〇人

実施日：

場所：

内容：

新和小学校 対象：全校児童

190人

実施日：11月中旬～　献立作成（6年生）
　　　　1月　給食提供

場所：各教室

内容：6年生が家庭科「くふうしよう おいしい食事」の授
業で考えた献立の提供

授業で献立を作成すること
で、栄養バランスや地産地
消、旬を考慮した献立作成を
行うことができた。また、選ば
れたグループに各クラスに配
付する食育レターを書いても
らうことで、全校児童の興味
関心を高めることができた。

食材の品数や食器の数等、
家庭と給食での献立作成の
ポイントが変わってくるため、
苦戦している様子が見られ
た。そのため、要点をしぼり、
献立作成を行っていく必要が
あると考える。
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大宮西中学
校

対象：第２学年全
生徒

１５２人

実施日：２学期
場所：大宮西中学校
内容：２年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に食
事の内容について学ぶ中で、給食１食分の献立を作成
する。生徒が作成した献立の中から栄養士が選んだ献
立を実際の給食で提供する。

献立を実際の給食に取り入
れることで、生徒の給食に対
する興味関心が高まり、残食
減少につながった。

取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和４年度）
三食

しっかり
いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Plan Do Check

土呂中学校 対象：中学１年生

１４０人

実施日：９月

場所：　被服室

内容：　１年生の家庭科の授業の中でゲストティー
チャーとして給食を作るうえでの留意点を伝え、生徒が
考えた献立から各クラス１点実際の給食に取り入れて
実施した。

成長期に必要な栄養だけで
なく、季節の食材、行事食、
また、大量調理における安
全・衛生面など多方面へ配
慮して給食が作られているこ
とを知ることができた。また、
実際に自分たちの考えた献
立が給食として出されること
で関心が高まった。

一部の生徒は、留意点を理
解しておらず。給食には不適
切な料理や組み合わせを作
成していた。わかりやすい留
意点の示し方についての工
夫が必要である。

泰平中学校 対象：全校生徒・
教職員
469人

実施日：2022年10月27日
場所：各教室
内容：小中一貫教育つぼみの日に、学区内２校の小学
校と共通の献立を実施した。

小中学校で共通の献立を食
べることで、新入生を歓迎す
る気持ちを高めることができ
た。

配布物や給食時の放送で献
立の意図や生徒への思いを
伝えたが、より効果的な方法
を検討したい。

大宮東中学
校

対象：全校生徒・
教職員

480人

実施日：令和4年1月19日

場所：体育館

内容：
・＋ひとくちキャンペーン（残菜調査）を行い、結果発表
を行い、表彰をした。
・給食室探検をし、給食室を実際に見たり、調理員さん
へのインタビューをもとに、発表を行った。
・給食ができるまでの動画を視聴した。

・給食の残菜に対する生徒
の課題意識が高まった。
・毎日残さず食べようという
意欲を高めることができた。
・食材の命や、調理員さんへ
の感謝の心を育むことができ
た。

・残さず食べようという意識を
継続させること。
・キャンペーンの取り組み日
を増やすこと。
・調理員さんへ感謝を伝える
場を設定すること。

大宮東中学
校 対象：保護者

50人

実施日：令和４年7月

場所：教室

内容：
・子供たちに必要な栄養や、献立作成上の留意点（栄
養面、衛生面、食育）を説明した。
・実際に給食ができるまでの動画を視聴していただい
た。

・給食への理解や、関心が高
まった。
・成長期に必要な栄養を満た
すように食生活を見直したい
という意識が高まった。

大宮北中学
校 対象：１年生

１１７人

実施日：２学期

場所：教室

内容：小学校で学んできた栄養について振り返り、さら
に深く食品や栄養について学習し、中学生の１日に必
要な栄養を賄えるような献立作成を実施した。

成長期に必要な栄養につい
て考えることができ、好き嫌
いだけでなくバランスを考え
た食生活について関心を持
つようになった。

意識は持つようになったが、
給食を見ると、野菜や海草な
どの残食率が高かった。給
食と連携をとるなど、より効
果的な学習方法を取り入れ
たい。
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大成中学校

対象：①生徒
　　　　　３９３人
　　②中学２年生
　　　　　１２９人
　

①清涼飲料水の糖度実験
実施日：　６月上旬～下旬
場所：調理室
内容：家庭科の授業で全学年を対象に清涼飲料水の
糖度実験を実施

②味覚の授業
実施日：１１月２９日（火）
場所：２学年各教室（リモート）
内容：シェフによる四味とうまみについての講義

①清涼飲料水に含まれる砂
糖の量を数字で確認し、飲み
物の取り方や健康について
考えるきっかけとなった。

②砂糖や塩、だしなどを味見
をして味覚と食事との関係を
理解することができた。ま
た、食生活に対する意識が
高まった。

①清涼飲料水だけでなく、間
食のとりかたまで内容を深め
ることで、生徒の実生活への
改善につながっていくと感じ
られた。

②次年度は、シェフ給食を同
時に実施する予定

大宮北中学
校 対象：全校生徒

３５３人

実施日：１月１９日

場所：教室（放送及び給食委員による指導）

内容：給食委員会主催の朝礼で、風邪予防のための食
材や食生活等を紹介した。また、給食委員が考えた給
食献立（栄養職員監修）を発表し２月の給食に取り入れ
るようにした。

冬が旬の野菜などの食材を
知ることができ、風邪やイン
フルエンザ対策にも役立つこ
とが理解できた。さらに、ＳＤ
Ｇｓの目標と関連させ、飢餓
や残菜と給食に関する考え
をもたせた。

給食週間に合わせての発表
なので、より給食についての
アピールをしたい。

七里中学校 対象：全校生徒
職員
1回
約275人

実施日：2022年5月30日（月）～6月3日（金）
場所：七里中学校
内容：1日1メニュー、調べるものを決めて調査。どの料
理かは当日食べた後に発表。

日ごろからあまり食べないク
ラスが、頑張って食べようと
する努力が見られ、残食が
減った。

キャンペーンが終わった後、
残食が増えてしまう。

給食委員の生徒が、呼びかけをしよく活動し
た。

七里中学校 対象：全校生徒
職員保護者

295人

実施日：2022年6月29日（水）、2023年1月16日（月）

場所：七里中学校

内容：さいたま市の防災備蓄米（アルファ化米）の作り
方を知るとともに、食品の衛生的な扱いを学ぶ。試食会
時に、保護者を対象に栄養士が作成のデモンストレー
ションを行った。

作り方を学ぶことができた。
2，3年生は1年前の復習がで
きた。避難訓練同様、定期的
に行うと思い出せるようだっ
た。

1昨年の記憶は薄れるよう
で、定期的に実施することは
大切。

アンケートより
・味については賛否両論それぞれ。
・混ぜ方が足りなく、味にむらができてしまっ
た。
・学ぶことができてよかった。何かあった時に
は少しでも動けるようにした。

春野中学校
対象：全校生徒
560人

実施日：令和５年１月
場所：春野中学校
内容：生徒の給食委員会、図書委員会、放送委員会がコラボ
企画をし、実施した。学校図書館にある絵本に出てくる料理
や、食材を使った料理を給食に取り入れて実施した。また、放
送委員が、給食時に読み聞かせを行った。
メニュー『土佐日記』より、まがり
メニュー『ぼくんちカレーライス』より、カレーライス

本校生徒が興味関心のある
絵本を活用して、給食の時間
に放送委員会の生徒が読み
聞かせを行った。普段とは
違った角度から食に親しむ
きっかけになった。生徒も懐
かしんで食べることができ、
食への興味関心が高まっ
た。

より多くの本や絵本から、献
立を作成し、来年度へも繋げ
ていきたい。

『土佐日記』からのメニュー「まがり」について
は、砂糖の使用量が少ないため、素朴な甘さ
の固めのお菓子であった。生徒にとっては新
鮮だったようである。

七里中学校 対象：全校生徒
職員
約275人

実施日：2023年1月24日～2023年1月30日
場所：七里中学校
内容：図書委員が本からメニューを選択、その中から給
食委員が選択し給食に取り入れ実施。

生徒の好みの料理が選択さ
れるため、人気の行事となっ
た。

興味を持ってもらえることは
とても良いか、献立に偏りが
できることと、予算的に厳し
い。
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まとめた資料を生徒昇降口に掲示し、多くの
生徒の目にふれることができた。来校した保
護者も楽しんで読んでくれていた。

与野西中学
校

対象：全校生徒、
教職員

定員：６５０人

日程：２０２１年５月１０日（月）
場所：本校アリーナ
内容：「あこがれのスポーツ選手に
学ぶ食生活」
元JOCオリンピック強化スタッフ
川端　理香氏

成長期における食事のとり
方や、スポーツ選手の食事
のとり方などを通じて、運動
部の生徒がたべ

短期的な改善がみられても、
長期的に意識付けする必要
があると感じた。
給食の献立ももっと絡めてい
けると効果が出ると感じる。
Zoomを使ったオンライン配信
だったため、時間に限りが
あった。

春野中学校
対象：全校生徒
560人

実施日：令和４年６月
場所：春野中学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供するため、調
べ学習を行った。新聞を作成し、生徒昇降口に掲示し、
その県の食文化の紹介や料理の説明をした。

各地の郷土料理を味だけで
なく、写真やイラストを取り入
れることで、視覚的に伝える
ことができた。

生徒が調べたことに対して、
いかにアレンジして給食を提
供することができるか検討が
必要である。

真剣にメモを取る生徒が多くみられ、運動部
の生徒以外も食生活を改善しようという意欲
が見られた。

八王子中学
校 対象：中学１年生

１３９人

実施日：２学期

場所：家庭科調理室

内容：１年生の家庭科の授業において、中学生の１日
分の食事内容について学ぶ中で、給食１食分の献立を
作成する。生徒が作成した献立を、実際に給食で提供
する。

中学生の１日分の食事内容
について学んだ上で、各自
テーマを決めて、献立を作成
することができた。生徒が考
えた献立を給食で提供する
ことで、１年生だけでなく、他
学年も学んだことを復習しな
がら、給食を食べることがで
きた。

学ぶだけでなく、自己管理能
力が高まるよう、家庭とも連
携していきたい。

各自テーマを決め、給食の献立を作成するこ
とができた。実際に提供した給食は、新しい
メニューが多かったが、バランスも良く、おい
しかったため、定番化しそうな献立ばかり

だった。普段食べている給食のメニューを考
えるということで、生徒も積極的に考え、献立

を作成している様子が見られた。

八王子中学
校 対象：全校生徒・

教職員　５００人

実施日：令和４年１０月２７日（木）

場所：各教室

内容：つぼみの日に、共通の献立を考え、学区の小学
校と共通の献立を提供し、小中一貫の食育を行った。

小中学校で共通の献立を食
べることで、給食を通して新
入生を歓迎する気持ちを高
めることができた。

小中学校で連携し合い、つ
ぼみの日の給食を実施する
ことができた。今年度からの
実施なので、継続していける
よう、連絡を密にとっていき
たい。

つぼみの日に小中学校で共通の献立を食べ
ることで、給食を楽しみにしている生徒も多

く、給食を通して新入生を迎えようという意欲
がさらに高まったように感じられた。

本校の読書まつりに合わせて、おはなし給食
を実施したことで、興味・関心をもち、楽しみ
にしている生徒が多かった。本の世界を給食
を通して味わい、より本や食への興味・関心

が高まる良い機会となった。

八王子中学
校 対象：全校生徒・

教職員　５００人

実施日：令和４年１０月～１１月

場所：各教室

内容：本校の「読書まつり」に合わせて、図書委員より応
募があった、本に出てくる料理を給食に取り入れ提供し
た。お便りや放送等で、本やおはなし給食について伝
え、実施した。

本に出てくる料理を給食に取
り入れることで、通常の給食
とは違った角度から食に関
わる機会となった。給食を通
して、本や食への興味・関心
を高めることができた。

図書委員や教職員と協力し
合いながら、生徒の興味・関
心が高まるような献立を作成
し、より効果的なおはなし給
食を実施したい。

常盤中学校 対象：第１学年全
生徒

３２０人

実施日：２学期、３学期

場所：常盤中学校

内容：家庭科の学習で、中学生の１日の食事を学び、そ
のうちの昼食１食分として学校給食の献立を作成した。
生徒が作成した献立の中から、各クラス代表者１名の
給食を３学期の給食で提供した。

自分達が作成した献立が給
食に採用されるかもしれない
期待から家庭科の学習意欲
が高まり、さらに給食への興
味関心も高まった。
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さいたま市の食育取組状況　令和４年度
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常盤中学校
対象：全校生徒

実施日：２学期、３学期

場所：常盤中学校

内容：給食の時間の全校放送を通して、当日の献立に
使用した地場産物の紹介や季節の行事、給食室での
調理の様子、栄養などについて伝えた。

給食を通して、食と健康や環
境とのかかわりを学ぶ機会
になった。食材の生産者や
給食の調理員さんへの感謝
の気持ちが高まった。

常盤中学校
対象：全校生徒

実施日：毎月１９日（食育の日）

場所：常盤中学校

内容：食育の日に「世界の料理」または「郷土料理」を給
食で提供し、その地域や料理の背景を紹介する。

郷土料理や世界の料理につ
いて、教科書や本で学ぶだ
けでなく、見た目や香りなど
の点でも学ぶことができた。
それが、２年生の家庭科で郷
土料理の学習をする際に具
体的に料理をイメージするこ
とにつながり、学習への興
味・関心が高まった。

食材や料理によって、給食で
は提供が難しいものがある。

浦和中学校 対象：
３年生徒
保護者
４３人

実施日：2022年１２月１２（火）・１３日（水）

場所：浦和中学校

内容：コロナ禍なので３年生の保護者のみを対象に給
食試食会を行い、中学生の１日に必要な食事の内容に
ついて体験する。

給食の内容や栄養量への理
解が深まった。地産地消へ
の関心を高めた。薄味の良さ
に気がついた。

３年生保護者のみの対象で
行ったので、次年度は全校
生徒保護者を対象にした取
り組みとしたい。

保護者の感想や試食会の様子を給食だより
で全校に配付した。

浦和中学校 対象：第１学年全
生徒

８０人

実施日：2022年7月・9月・1月

場所：浦和中学校

内容：１年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に必
要な食事の内容について学び、給食１食分の献立を作
成する。生徒が作成した献立の中から学級で給食コン
クールで選んだ献立を実際の給食で提供する。栄養教
諭の意見も参考とする。

成長期に必要な栄養の特色
を知ることで、給食の献立に
多く取り入れられている食品
の必要性について理解を深
めることができた。また、作
成した献立を実際の給食に
取り入れることで、生徒の食
に対する興味関心が高まっ
た。

生徒がテーマに沿って考え
作成した献立について、調理
作業内容とのバランスを考え
ながら給食献立に反映させ
ることができたが、主食の量
については献立作成時と喫
食時のつながりを深める必
要がある。

１月の給食週間に実施し、給食だより。HPにて紹
介した。（写真は１日分）

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
680人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その国の食文化の紹介や料理の説明をする。

各国の文化について興味を
持つようになり、毎月の実施
する日を楽しみにするように
なった。世界の料理を味だけ
でなく、見た目や香りなどか
らも知ることができた。

食べ慣れない味や、香辛料
の臭いが苦手な生徒もいる
ので、本場の味に近づけるこ
とが難しい。

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
680人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その県の食文化の紹介や料理の説明をする。

各地の文化に興味を持つよ
うになり、毎月の実施する日
を楽しみにするようになっ
た。郷土料理を味だけでな
く、見た目や香りなどからも
知ることができた。

手に入りにくい食材や作業的
に無理な料理がある。
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原山中学校 対象：１学年生徒

276人

実施日：令和５年２月

場所：原山中学校

内容：１年生の家庭科の授業の中で献立作成の方法に
ついて学び、栄養士から中学生に必要な栄養や献立作
成のポイントを聞いた上で給食１食分の献立を作成す
る。生徒が作成した献立の中から、栄養士が選んだ献
立を実際の給食で提供する予定。

成長期に必要な栄養の特色を知る
ことで、給食の献立に多く取り入れら
れている食品の必要性について理
解を深めることができた。また、栄養
士が給食室での作業の様子を紹介
しながら献立作成のポイントを説明
することで、給食作りにかかわる人
たちへの感謝の気持ちを深めるとと
もに、喫食率の向上につながっ
た。。

授業の実施時期が３学期だった
ため、年度内の給食で生徒が考
えた献立を実施することができ
なかった。今年度は、進級後の１
学期の給食で実施する予定。

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
680人

実施日：①4月　②11月
場所：各教室
内容：①図書委員が選んで考えた本の中の料理を、給
食で再現し、各クラスで読み聞かせをした。献立は「ぐり
とぐら」からカステラを実施した。②図書委員と給食委員
がTV放送で音読と献立説明をした。献立は「精霊の森」
から「鶏飯」「山菜鍋」「トッコ」を実施した。

本に登場する料理を食べる
ことにより、食と読書への関
心が高まり、。図書室の利用
率も高くなった。残食も少な
かった。

生徒中心に行うため、計画
的に取り組まないと献立や
発注が間に合わない。

大谷場中学
校

対象：
全校児童
全教職員
65１人

実施日：①10月１８日（火）　②１月13日（金）　③献立紹介（給
食時の放送）
場所：各教室
内容：①ホテルシェフが考えた本格的フランス料理を、給食で
再現し、各クラスで食した。献立はフランス料理フルコースを想
像させる肉料理とスープで実施した。
②２年生の社会科授業で東北地方の特産物を生かした献立
作りに取り組み生徒が作成した献立の中から選ばれたものを
給食で作って、全校生徒で食した。献立は生徒の考えた「福島
県の食卓・愛情給食」を実施した。
③給食・放送委員会や栄養士による給食献立の紹介

①本格コース料理を食べること
で、献立、味付けや料理方法へ
の興味関心も高くなった。
②社会科の学習からのアプロー
チによって地域の特産物への興
味関心や理解を深めることがで
き、全校で残食が減った。
③給食紹介で生徒の給食や食
材への関心が高まった。

①生徒が本格的な料理や調理
方法を知らず、食べ方や味付け
に戸惑いが出て完食出来なかっ
たものもいたため、生徒の年齢
に合った献立を考えられれば良
かった。
②学習の時期を考え計画的に
取り組まないと献立の給食実施
が困難となる。

R4年度
①献立内容
　主食：ツイストパン
　主菜：鶏肉のトマト煮カスレ風
　汁物：秋のキノコのポタージュ
②福島県の食卓・献立
　主食：わっぱめし風
　主菜：みそかんぷら　　副菜：いかにんじん
　汁物：こづゆ　　デザート　　桃ゼリー
③給食時の放送委員会による献立説明と紹介

内谷中学校
対象：
2年生1回
3年生1回
特別支援学級1
回

＜2年生＞
実施日：11月～12月　場所：内谷中学校
内容：家庭科バランスのとれた１日の食事作りの単元で、内谷中学校の給食メニューを作る。
各クラス1～2名の献立を選び、2～3月の給食で提供した。
＜3年生＞
実施日：12月　場所：内谷中学校
内容：総合的な学習の時間で「食育」を扱い、和食文化や食品ロスやＳＤＧｓについての授業を
実施した。
＜特別支援学級＞
実施日：12月15日(木)　場所：内谷中学校
内容：給食で提供する「くわい」についての説明を行い、くわいの芽とりを実施した。

・自分が考えた献立が実際
に提供されると、本人も含め
学級学年も残さず食べること
ができる。
・授業を行ったことで、ＳＤＧｓ
への関心意欲が高まった。
・くわいの芽とり体験を行なう
ことで、生徒の食への興味関
心を高めることができた。

・内容の精査、評価を行いな
がら継続的に進めて行ける
ように教職員で連携していき
たい。

内谷中学校 対象：全校生徒，
教職員
1回
1003人

実施日：令和4年8月29日(月)
場所：内谷中学校
内容：防災訓練に合わせて防災用備蓄品を使った給食
を実施した。

・避難訓練当日にさいたま市
からいただいた防災備蓄米
を給食で提供することによ
り、防災対策について考える
機会となった。

・年度によっていただける備
蓄米が異なるので、事前に
試作用をいただいて、献立の
組み合わせを考えた方がよ
い。

献立…防災炊き込みご飯、牛乳、ウイン
ナー、豚汁、冷凍みかん

美園中学校 対象：全校

４００人

実施日：２０２２年１２月
場所：美園中学校
内容：図書委員が推薦する本に登場する料理を給食で再現。
計６日間実施。
あらすじと料理が出てくるシーン、料理のイラスト等を書いたお
すすめポスターを作成した。
（例）
「たそがれ食堂」より『ナポリタン』
「霧のむこうのふしぎな町」より『ババロア』
「朧月市役所妖怪課河童コロッケ」より『男爵コロッケ』

・生徒の給食への関心を高
めることができた。
・給食の内容を充実させるこ
とができた。

・栄養士と図書委員会の取り
組みのため、他の委員会（給
食委員や放送委員）とも連携
して取り組めば、さらによい
食育活動になる。
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さくら草特別
支援学校

対象：児童生徒４
０人、教職員、保
護者

実施回数：毎月１
回

日程：毎月19日前後
場所：学校
内容：日本各地の郷土料理を給食に取り入れ、家庭に
も紹介する。

様々な地域の料理を体験す
ることで、料理の経験をふや
し味覚の幅を広げることがで
きた。

レシピなど家庭向けの情報
提供があまりできなかった。

岩槻中学校
対象：保護者
58人

実施日：令和４年６月２７日（月）
場所：岩槻中学校
内容：給食の試食・調理の様子を動画で紹介・中学生
の食生活について講話

給食室の衛生管理の厳しさ
を伝え、安心安全な給食をア
ピールできた。栄養バランス
や味、温度、見た目、量につ
いて肯定的な意見を得た。

黙食での実施だったため、喫
食中に会話や献立の説明を
しながら実施したい

川通中学校
対象：全校生徒
実施回数：１１回

実施日：毎月食育の日（１９日前後）
場所：川通中学校
内容：先生が中学生だった時の思い出の献立を給食に
出して、エピソードと共に紹介する。

生徒たちが、先生方の中学
生時代の話や給食の献立に
とても興味をもっていた。

給食委員会の生徒に放送担
当してもらう等、もう少し生徒
の活躍の場を増やしたい。

川通中学校
対象：全校生徒

実施日：１月１６日（月）～２０日（金）
場所：川通中学校
内容：①日本全国食べ歩きの旅（北海道・宮城・京都・
長崎の郷土料理）　献立体験と給食委員会による掲示
と放送
②川通中好きな給食ランキング（アンケートと献立の実
施）
③給食標語（給食委員会の市の標語コンクールへの参
加）
④３年生最後に食べたい給食募集と実施

給食週間は毎年テーマを
もって取り組んでいる。R4年
度のテーマは感染症対策の
ため、なかなか旅行に行けな
い中、給食で日本全国食べ
歩きの旅やその他の取組を
することで、生徒の給食を楽
しむ気持ちや郷土料理への
興味関心を高めることができ
た。

感染症対策で放送での紹介
になったが、できれば体育館
で全校生徒が集まって給食
集会を実施したい。

尾間木中学
校

対象：全校生徒
及び教職員

７５７人

実施日：令和５年１月１７日

場所：尾間木中学校

内容：パレスホテル大宮の金子シェフを招いて「シェフ給
食」を実施した。

地元で活躍されているシェフ
が作ったプロの味を生徒に
体験させること、及び食材に
地場産物を多く取り入れるこ
とで、食への関心を一層高
め。学校における食育を推進
することができた。

給食費、給食設備等、限られ
た中でどこまでシェフの味を
再現できるか。

美園中学校 対象：全校

４００人

実施日：２０２２年１月１７日（火）～２０日（金）

場所：美園中学校

内容：給食委員会による朝礼の実施、掲示物作成。
全校生徒対象のリクエスト給食の実施。

・給食を作ってくれている生
産者、調理員等への感謝の
気持ちを持たせることができ
た。
・生徒の食の嗜好を把握し、
給食を提供することで、残菜
が減った。

・生徒の嗜好に沿った献立作
成により、給食献立の栄養
価（鉄分、塩分）が通常よりも
低下、過剰となってしまった。
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